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巻首図版1 遺跡周辺の航空写真
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巻首図版2 東遺跡検出の土留め石積み （上：西側より、下：東側より）



巻首図版3 東遺跡 （上：土留め石積み、下：掘立て柱建物跡）
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巻首図版4 西遺跡 1号屋敷 （上：東側より、下：西側より）



巻首図版5 西遺跡2号屋敷 （上：高床式建物跡、下：西側より）
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巻首図版6 西遺跡 （上： 3号屋敷南西部、下： 4号屋敷）
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巻首図版8 復元資料 （上：土器、下：褐釉陶器）
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巻首図版9 復元資料（上：青磁、中：白磁、下：染付碗と伊万里）
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竹富島の位置と周辺の諸国 （スケールの 1目盛りは200Kn1)



序文

本報告杏は竹富島一•周道路建設工事に伴う埋蔵文化財「新里村辿跡」緊急発掘調査の内容を記録したものであ

ります。

さて、近年の諸開発、とりわけ本県の地理的特性を活かしたリゾート関係などの観光開発や道路工事などの交

通網の整備は急速に進んできております。特に八重山地域においては観光開発の件数が増加しており 、これに伴

い埋蔵文化財に関する協議、調整も多くなってきております。このような状況は以前から予想され、当教育委員

会でも既に本地域における追跡の分布調査を実施してきたところであります。

八爾山地域は温暖 ・多雨の気候にあり 、足を踏み人れることもできないほど樹木の生い茂る所もあり、そうい

う場所を通って竹面島一周道路が計画され、その丁事の最中に新里村辿跡は発見されたものであります。当教育

委貝会では早速、 一周道路の了定範囲内にある祈里村遺跡の取り扱いについて協議 ・調整を行った結果、やむを

得ず記録保存の措悩をとることになった次第であります。

今回の調介ミにより 12世紀~14世紀の八重山の社会と文化の様相が陪明らかになるとともに、これまで例の

ないほどまとまって出士している I:.器 ・褐釉陶器など八重山の紺年研究や今後の諸研究に多大なる成果を与える

ものと確信するものであります。

本報告杏が近隣における諸開発計11lijの協議、調整等の賽料に資するとともに、学術研究ならびに文化財愛設思

想の高拗はもとより、さらに多）j面に活illされることを期待いたします。

平成2年3月

沖縄県教育委員会

教育長高良清敏



例 言

1 . 本報告嗚は昭和 61~63年度に実施した「新里村追跡」緊急発掘調査の成果をまとめたものである。

2. 調査は 「竹富島一周道路建設工事」に伴うもので、県土木建染部からの分任により県教育委員会が実地した。

3. 新里村造跡は調査の結果「新里村東追跡」と 「新里村西追跡」として捉えられることが判明した。

4. 調査にあたっては竹富町教育委員会及び石垣市教育委員会の協力を得た。

5. 本書に使用した地形図及び航空写真は国土地理院発行のものを使用し、遺跡地内の地形及び造構図は調査の

中で実施したものである。

6. 出土 した食料残淫のうち獣、魚骨類の同定は金子浩昌氏（早稲田大学考古学研究室）に、貝類の同定は黒住

耐二氏 （千葉県立中央t専物館）による。記して謝意を表する次第である。

7. 石器の石質については神谷厚昭氏 （県立那覇高等学校教諭）にお願いした。記して感謝申し上げる。

8. 本報告碧の執箪は下記のように分担し、編媒は瑞慶屁尚美の協力を得て島袋 ・金城があたった。

金武 正紀第lV章第2節(2)・(3)、第V章第2節(2)・(3)、第VII章

金城亀信第 I章第 1節、第II章第2節(3)、第1II卒(2)、第lV章第2節(4)・(7)、第V邸第2節(4)・(8)・

(9)・ (12)・(11)、第VI章(2)

島袋 洋

上地千賀子

金子

土肥

．‘止曰Ir:, 巨l

直美

第 I章第2節、第II章第 1節、第2節 (1). (2)、第3節、第旧章(1)、第W章第 1節(1)・(2)、

第 2節(1)・(5)・(6)・(9)・(lO)、第V芽第 1節 (1). (2)、第2節 (1)・(5)・(6)・(7)・

(11)・(13)、第VI章(1)

第w章第 2節(8)・(11)、第V卒第2節(10)・(15)

第N章第2節(12)、第V章第2節(16)

第W章第2節(13)

9. 辿構 ・居序の図において、大型の岩盤は縁辺沿いを墨ベタで表示し、小型の岩盤は白抜きとした。

10. 発掘調査で得られた賓料はすべて沖縄県教育庁文化課賽料室に保管されている。

11. 新里村追跡は、地元竹霜島の人々や県内外の郷友会の方々を始めとして、多くの方々の要望により現地保存

された。

今後は新里村造跡を活用するため、指定に向けての作業を進めて行くので本習に掲載された図面、写真等の

無断複製 ・転載 ・複写を固 く禁止する。
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第 I章 序 言

本書は昭和 6]~63(1986~]988年）年度までの事業として、竹富島一周道路建設工事に係る

掘調資」の成果を収録したものである。

第 1節

竹富島の遺跡分布調査は、1979年（昭和 54年）に沖縄県教育委員会によって実施されている・u。その結果

によると島内に 5ケ所の追跡が確認されている。それらの遺跡は、ギンネムが生い茂って調査のできなかった一

遺跡を除いて、時期的には早稲田編年,,,zの第三期に相当するものであった。分布調査当時もそうであったよう

に島の海岸近くはギンネム等が生い茂り 、足を踏み入れることが出来なかった地域であったため、遺跡の有無に

ついては判然としなかった。この様な状況で、初めて一周道路建設工事による伐採で発見されたのが、新里村追

跡であった。但し、新里村 “卜3の存在は島で伝承として残っており 、村の近くにある「ハナクンガー」という井

泉も知られていた。。

本遺跡の発見は、1984年 （昭和 59年） 6月1日で、当時の公民館々長竹盛登氏から町教育委員会及び県教育

委員会へ連絡があった。 丁度、県直営事業で波照間島の下田原貝塚•~f Iの第2次発掘調壺が始まった直後であり 、

追跡確認は同年6月4日に金武正紀 ・金城亀信の二人が、竹盛登氏の案内で行った。遺跡は島の一周道路の測祉

を目的とした伐採が、パワーショベルで行われた直後であり、墓地跡などの石積みが破壊され、遺物も散乱して

いる状態にあった。

その後、八重山土木事務所より県教育委員会に、当該一周道路建設工事に係る埋蔵文化財の取り扱いについて

の照会があった。それは、道路に係る埋蔵文化財の面栢及び分布範囲と埋蔵文化財保存の実施方法であった。協

議調整の結果、道路改良工事の計画上変更ができなかったので、工事計画に係る遺跡の範囲は記緑保存のための

発掘調査となった。これに伴う経校は工事原因者である県土木建築部が負担することになった。

~ti 

，庄2

註3

,jt4 

調査に至る経緯

註

沖縄リ，［教行委員会 「竹貨町 ・サ那川町の追跡」1980年。

沌「l宏編 「沖縄八il°UIIJ早稲Ill)名;油峨l•tl 校介，1i'IJ51960年。

臼籾ifl'l「竹高島誌 （民謡 ・民俗篇）」法政大学出版），,)1976年。

金武止紀 ・金城((1_にほか 「ド[[I/原貝塚 ・大泊浜貝塚 （第 1・2・3次発掘調介）J沖縄県教ft委員会1986年。
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第 1図 竹富島の地質図および断面図

（原図 古川博恭に追記・改変）『琉球弧の地質誌」木崎甲子郎編著 沖縄タイムス社 1985年
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第 2節遺跡の位置と環境

九州の南から台湾の間に点々と連なる島々 、いわゆる南西諸島の南端部に位樅して八重山諸島がある。八重山

諸島は北緯24度 3分~25度 25分、東経 122度 56分~124度 20分の範囲に点在する 30余の島々 （有人島は 11

島）からなり 、与那国島は日本最西端の、波照間島は最南端の島として知られている。

これらの島々は石垣島 ・西表島のように大きい山地のある島と 、黒島 ・小浜島 ・竹窟島のように小さい平坦な

島からなっている。西表島 ・石垣島は県下で第2、第3番目に大きい島である。行政区分からすると石垣市 ・竹

富町 ・与那国町の3市町からなる。11島ある有人島は石垣市と与那国町がそれぞれ 1島で、他の 9島は竹富町

が占めている。これらの島々を結ぶ交通網は沖縄本島那覇から空路 ・航路もある石垣市を中心にしている。石垣

島は八重山諸島の表玄関として活況を呈し、夏本番の観光シーズンともなると空港や港は観光客でごったがえす。

新里村追跡の所在する竹富島は石垣島の南西約4kmの海上に浮かぶ小島で、平面形は南側へ開く略扇形を呈 し、

面積は 5.4lkm2、海岸の総延長は 9.15kmの比較的平坦な島で、海岸線は単調である。地質はほとんど隆起サンゴ

礁であるが、 一部に古生層安山岩がみられる 。 現在の部落は島のほぼ中央部に集中しており 、 北側に東屋敷 • 西

屋敷、南側に仲筋の各部落がある。145世帯で人口は 301人（昭和 63年4月1日現在）となっている。石垣港一

竹富港間の所用時間が約 10分であることや古い沖縄の民俗や芸能が良好に保存されているため、年間をとおし

て観光客が訪れピーク時には島の人口を超える人々が連日足を迎ぶ。

1980年の追跡分布調査で、竹窟島では 5カ所の追跡が知られている 1.11,。いずれも内陸側に位置するもので、

海岸沿いの追跡は確認されていない。 しかし、ギンネムの木が生い茂り踏査できなかったためで、追跡の存在す

る可能性は十分にあるとされている。このように踏査できなかったギンネム林を突っ切って一周道路が計画され、

その工事の最中に新里村造跡は発見された。

新里村追跡は竹密町字竹富根志原に所在し、島の北側に位置している。竹富港から約170m西側にあり 、東西

約 500m、南北約 100mの広さを有する集落跡である。調査の結果、辿跡のほぼ中央付近にある降り井 （ハナクン

ガー）を境に、東側は屋敷囲いの石垣がない渠落で西側は屋敷囲いの石垣を廻らした集落であることが判明した。

東側を新里村東辿跡、西側を新里村西辿跡とすると、得られた追物の状況から東追跡から西造跡 （屋敷問いの石

垣あり ）への移動が想定された。

追跡地一帯は海岸砂丘奥の一段翡くなった平坦地で、東辿跡が標高3~ 5m、西追跡が標高 5~ 9mで西辿跡

一帯が若干高くなっている。堆栢土は薄く 、すぐに琉球石灰岩や窟崎層の岩盤に達する （第 1図）。 東逍跡では

居住域と海岸砂丘とを区切るように土留め石積みを配し、その内側で掘立て柱建物跡が一基検出されている （第

6図）。 四追跡では石垣で囲まれた屋敷が 10ケ所あり （第6図）、各屋敷は通用門 （石垣の途切れた部分）によ

り行き米していたようである。

本逍跡周辺の水の供給地 （湧水）をみると西辿跡側に 6ケ所みられるようである＇＇」2l。東遺跡の時期に猿落を

潤していたのはハナクンガーだけであったのが、西遺跡の場合集落の周 りにi勇水があ り、水の便がよ り良くなっ

ている。つまり 、東迫跡から西追跡への移動は、生活を営んでいくうえで大切な水がより得やすい場所への移動

としても捉えられる。

本辿跡は単に竹露島のみにとどまらず八厭山地域における集落の変化、すなわち、現集落への流れや展開をみ

るうえからも 、非常に重要な遺跡であるといえる。今回は一周道路計両に伴う調査であり 、追跡の一部を調査し

たにすぎず、未調査のまま残された範囲のほうが広い。そのため、前述したような媒落全体の様了ぺや状況の詳細

は今後の調査に残された。また、竹窟島においては今後の開発行為によりさらに遺跡数が増えるものと思われる。

今後、文化財保設当局と開発側との協談も増えることが予想され、将来に残された課題は多い。

＜註・参考文献＞

,11'1. 「竹窃Ill]・．与那Iii町の辿跡一詳細分布調査報告げー」 沖縄県文化財謳!'ft報告，＇「第 29集 沖縄県教育委員会 1980年3月

;]! 2. 「竹盆町竹・,.;¥'島 伝統的建造物群保イ'1地区保存,II両，'r」竹麻町教脊委員会 ll/j和62年lJ-j 
八重111裳詑 （昭和 56年版）沖縄県八重Iii支IJ' ll[l和 56年 IIJJ 
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No 直 鉢 名 No 遺 跡 名

① 
A 新里村西遺跡 ⑥ ンプフル遺跡

B 新里村東遺跡 ⑦ フージャヌクミ遺跡

② 竹富貝塚 ⑧ コンドイ貝塚

③ 小城盛遺踪
⑨ 
カイジ村踪

④ 花城村遺跡 C カイジ浜貝塚

J) 豊見親城遺踪

浜,1,は新里村遺跡
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第 4図 竹富島の遺跡分布 (A:新里村西追跡、 B:新里村東迫跡）
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第II章調杏概要

第1節調査地域

今回の発掘調査対象地域は竹富島一周道路建設工事の路線内に限定された。

新里村遺跡は海岸線から約!Om内側に入り こんだ場所にあり、海浜砂丘の一番奥側から内陸部へ展開している。

調査の結果、ハナクン （花城）ガーと呼ばれる降り井 （図版12)を境に東側は標高3~5mほどの間に、西側は

若T高く棟高5~ 9 mに立地している （第6図）。
後述するように造跡の在り方や逍物の面から時期差がみられ （東側が古く、西側は新しい）、東から西への移

動すなわち低い所から高い所への集落の動きが想定される。また、西造跡一俯には飲料水に供されるような所も

数ケ所みられ、各屋敷がハナクンガー以外にも、水の便を十分に利用できるように考慮された批落形態になった

ものと考えられる。

遺跡の範囲については西側で比較的明確であり南北約 JOOm、東西約 200mの広さに屋敷囲いの石垣がみられる

（第6図）。 東側は判然としないが、ハナクンガーより束側約 130mのところで掘立て柱建物跡が検出されており 、

東西の延びは西側より行干短くなるかと思われる。南北方向の延びは不明だが全体的な広がりとしては西側よ り

やや狭くなるものと推定される。

東 ・西とも砂丘が途切れた一段邸くなったほぽ平坦地に形成されている。東側は琉球右}:}く府の岩盤やそのヒを

毅う赤土が地111で、西側は古生層の岩盤がすぐに現れる。

今回の調究は先にも記したように竹富島一周迎路の工事に伴うものであり、調査の対象はその路線内に限定さ

れた。そのため発掘調査は迅跡の北側部分 （約 20m幅）について行った。

図版1 東遺跡西端部での作業風景 （奥の高所以西が西遺跡）
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第2節調査の経過

今回の調査は竹富島一周道路建設工事に伴うもので、発掘調査の対象は予定路線内に係る範囲である。そのた

め、遺跡の北側部分の調査となったが、それでも範囲は広く 3次に亘る調資を実施した。第1次調査は新里村東

辿跡の発掘を途中まで行い、第2次調査は新里村東追跡の残りと新里村西追跡の発掘を、第3次調査は新里村西

遺跡全体の地形測醤を行った。以下、今回の調査経過について簡単に述べる。

(1)第1次調査

1986年8月6日～同年11月21日まで行った。まず、追跡までの進入路を切り開くための伐採を行う。港から部

落へ向かう道に打たれているクギ（一周道路のセンター杭）を目安にして、そこから西ヘ一周道路の予定路線の

センター杭沿いに遺跡地（約200mの距離）まで約 3m幅で伐採し、遺跡地からは予定路線の幅40mで伐採を行っ

た。現況はギンネムが密集し、その上部にはッタ類が這い、また、直径約50cmの大きな木などもあり、予想以上

に多くの時間を費やした。

160mほど伐採し IP#2の杭が確認できたところで、グリ ッド設定を行う 。 IP#lからIP#2を見通し

て、南側に角度 (W82゚30'oo"s)をふり基準点（南側）を設け、その点と IP#2を結ぶ線を基準ラインとし

た。基準ラインに合わせて発掘調査予定地に10m単位で方眼を組んだ。東から西へ算用数字、南から北ヘアルファ

ベットで表し、 A-10・B-11・ C-12などと呼称した。

基準点より東側へも迫物がみられたので基準点（南側）を10ラインとした （第6図）。発掘は追物の分布祉が

多い Bラインを主体に実施し、状況に応じて A・C・Dの方へと広げていった。B-10~12から発掘を開始する。

一帯は既に琉球石灰岩の岩盤が紺出している所も多く、 fl-10~12もすぐに地山に達した。前述のような状況か

ら16ライン以西の発掘を始める。

13ラインは土留め石和みを廻らした場所にあたる。その石積みは一段高くなった所にあり 、同じ面をつくる陸

側と一段下がる海側とを分かつように東西へ延びる。B-16の北側 （一段低くなった所）で人骨が検出された。

保存状態としてはよくないが、 一体分である。琉球石灰岩の岩盤に横たわるようにあり、埋葬の形跡はみられず

副葬品なども見受けられなかった。本追跡に屈するものか不明であるが、図面を描いて取り上げた（第30図）。

土留め石租みは19ラインから北側ヘカーブし、20ラインからは Cラインにみられる。C-21~24にかけては比

較的残りが良く、野而積みの部分が検出できた。この辺りまでは屈序的にもほとんど変化はなく、逍物の星もそ

れほど多くない。玉緑の白磁碗、須恵器、縦耳の鍋形土器などのほか貝殻 ・臥骨類などが得られている。

13-25・26グリッドでは地山面に柱穴が検出され、その発掘とプランの確認を行った。その結果、縦が6m80cm、

横が4m80cmの長方形のプランを有す建物跡であることが判明した（第10図）。 造構検出と並行して基準点の東側

(13-5~9)の発掘も行う。あわせて B-25・26で検出された遺構の平面及び断面図の実測を行う。B-9~l lライ

ンは土留め石積みが比較的良く残り、その検出を行った。その後、土層の状況をみるために残してあった畦の実

測及びその除去、さらに逍構配置図や発掘区全体の平面図の作成と共に、ハナクンガーまで伐採して今回の調査

を終了した。
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(2)第2次調査

1987年 8月17日～翌年2月19日まで行った。前回の調査でほぼ東側半分が終了していたので、今回は旧道 （追

跡のほぼ中央付近を通り海岸へ抜ける）を利用して進入路をつくる。この旧道は東造跡と西造跡の境界になって

いるようで、また、ハナクンガーもこの道に接している。

まず、進入路の伐採から始め、その後前回未調査の東追跡側 (IP # 2の杭）へ伐採し、さらに西逍跡側を伐

採した。調査は東遺跡から始める。木の根の除去作業を行うと共にグリッド設定を行う 。IP#2の杭から Ip 

#3の杭を見通 して、一周道路予定路線内にうまくあう ように基準線をきめる。後は前回の調査のものに従い、
南から北ヘアルファベットを東から西へ算用数字を付し、A-27・B-28などと呼称した。北東隅の杭を視準し、

グリッドは10mX 10mを単位とした （第6図）。

今回は27ラインからの発掘であるが、とりあえず34ラインまでのグリッドを設けたところで発掘を開始した。

堆積土はそれほど厚くなく 、27~34ラインでは3層確認できた。層ごとに掘り下げ、地山面に達したら順次西側

へ移動していった。34ラインの発掘に取りかかったときに以西へのグリ；；ド設定も合わせて行う。グリソド設定

は先に行ったときと同様にし、 35~39ラインまで設け発掘した。

27ラインからの第illI吾は35ラインで切れ以西には延びていない。旧道西側が38ラインになりそこから西追跡と

なる。B・C-38・39にまたがって亀甲墓があり、発掘と合わせてその墓の周辺の掃除も行う 。39ラインの発掘を

行いながら45ラインまでのグリ；；ド設定も行う。38ラインより40ラインは一段高く 、39ラインは丁度斜面部にあ

たる。39ラインの西側が上段の縁にあたり、そこに屋敷囲いの石垣が廻らされている。

いよいよ西遺跡の屋敷内の発掘に入る。40ラインの発掘、 41~45までの木の根の除去を行うと共に、これから

多く使用することが予想される水 （遺構検出の際に蒔く水）を得やすいようにハナクンガーにたまった泥をさら

う （図版12)。使用するのに十分な水が湧いてきた。

39ライン西側 ・42ラインのほぼ中央 ・45ライン西側で南北の石垣がCライン南側で東西の石垣が確認できた。

fl~C-39~42の石垣で囲まれたところが1号屋敷、 A~C-42~45の石垣で囲まれたところが2号屋敷である。調

査の結果、屋敷囲いに使用されている石は50cm以上もある大きな琉球石灰岩がほとんどであり 、それが2~3段

残っていることが判明した。角の部分はゆるやかなカープを描くように石垣が廻っていることが判った。

また、南北方向の石垣でそれぞれ lケ所約 lm幅で石垣が途切れる部分があり、 39ラインでは両側に柱穴も検

出されるなど、通用門としての機能を有していたかと考えられるものも確認できた。さらに、第 1号屋敷北西隅

では比較的幅を持って石垣が途切れており 、そこでは4本の柱穴が直線的に並んで検出された。海側につくられ

た出入口かと推察された。

各屋敷内の堆秘土は痺く、 20cm程度で地山に達した。2密確認できたが、追物はほとんど含まれない。地山面

には無数に柱穴様のビ・ノト群が検出され、 l・2号屋敷とも 3~4基の建物のプランが確認できた。2号屋敷で

は比較的広く掘られた土坑から一括土器や柱穴からヘラ状の鉄製品などが出土している。また、南西側では他の

柱穴の倍以上の大きさの柱穴が8本廻る建物跡が確認され、全体の状況から高床式の建物かと想定された （第35

図）。 屋敷の調査と並行して亀甲墓の実測も実施した （第72図）。

第2号屋敷の調査に並行して、 3・4号屋敷内にある木の根の除去及びグリッド設定を行う 。4号屋敷の西側

にある石積み方形墓 (2号墓）の実測は 2号屋敷の調査と並行して実施した。3号屋敷は l・2号屋敷と違い、

石積みは四方に廻らない。南西側 (4号屋敷との境）に石積みが見られ、その部分を略楕円状に囲む。石積みで

囲まれた場所には大きく深い土坑が3ケ所確認された （第39図）。 全体的にみると堆積土は薄く、東側で貝集中

部がみられただけで柱穴状のピット群などは検出できなかった。

3号屋敷と 4号屋敷の間の石栢み部は迫物が最も多く得られた所で、復元された褐釉陶器や土器のほとんどが

ここから得られている。また、この石垣及び4号屋敷の西石垣でも通用門かと考えられる石垣の途切れた部分が

みられた。

4号屋敷は最も狭い屋敷であるが、柱穴状のピット群が多数検出され2基のプランが掴めた。本屋敷も堆積土

はそれほど厚くなかった。

1号屋敷から順に柱穴を掘り 、屋敷内の平面図及び石垣平面 ・立面図を作成し、最後に柱穴が崩れないように

柱穴内を砂で埋めて今回の調査を終了した。
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(3)第3次調査

第3次調査は1988年10月24日から同年10月28日までの期間で平板測拭を実施した。調査は始めに第2次発掘調

査で検出された屋敷から入った。次に平板測紐と平行しながら屋敷跡の囲いである石秘みを確認しながら進めた。

短時間の調査であった為、地形図の等高線については、八重山土木事務所作成の一周道路計画図面と重ねられる

ように縮尺を五百分の一で作成し、等高線を入れる作業は省略した。

調査の最終日に新里村西造跡の屋敷跡と現集落内の屋敷を比較する為に、安里屋（所有者 ：安里弘康）と訥盛

家 （所有者 ：貼盛用吉）の2箇所の測紐を行った。調査の結果、屋敷跡は明確なものが10戸、既に石栢みが壊れ

たものが2・3戸確認された。その他に屋敷跡に付属する小さな石囲いのものが5箇所認められた。新里村追跡

屋敷と現集落内の屋敷の規模を比較すると以下に示すような賓料が紺られた （第l-a・b表）。囚に現狛落の

屋敷の規模は、大体150~200坪である。

第 1-a表現集落内の屋敷の規模

所有者又は名称 面積 (rnり

安里 屋（所有者 ：安里弘康） 約 450

請盛家 （所有者 ：詰盛用吉） 約 575

第 1-b表 新里村西遺跡検出の屋敷跡規模一覧

屋敷番号 面積 (m") 屋敷番号 面柘 (rr1り 屋敷番号 面栢 (m')

第1号屋敷 約 310 第6号屋敷 約 275 第5号屋敷 約 325

第2号屋敷 約 460 第7号屋敷 約 1,050 第13号屋敷 約 450

第3号屋敷 約 675 第8号屋敷 約 900 第16号屋敷 約 500

第4号屋敷 約 235 屈敷の平均面積 約 520対 （約 160坪）

-12 -



第 3節調査体制

今回の3次に亘る調査は下記の体制によりなされた。なお、発掘作業に携わったのは地元竹面島の方々である。

調査助 言

調査協力

事業主体

調査総括

調査事務

発掘調査員

調査補助員

奈良国立文化財研究所

竹富町教育委員会

// 

竹富公民館

安里屋

石垣市教育委員会

那覇市教育委員会

沖縄県教育委員会

// 

ヶ

沖縄県教育庁文化課

，，，， 

，，，， 

,, 
,, 

沖縄県教育庁文化課

沖縄県教脊庁文化課

// 

ヶ

// 

ヶ

沖縄県教育庁文化課

ケ

ヶ

，，， 

ヶ

ヶ

，，， 

，，， 

研究指導部部長 佐原 真

教育長

文化財担当

館長

文化財担当

文化財担当

教育長

.,,, 

ヶ

長ー＿ヽ＂牙
ニ

--n
,, 

課長補佐

ク

ケ

文化振興係係長

ク ク

実

恵

登

康

治

弘

章

弘

直

根

原

盛

里

利

宇

西

竹

安

阿

島

米村幸政 （昭和 61・62年）

池田光男 （昭和 62・63年）

高良泊敏 （昭和 63年～平成 2年）

比嘉賀幸 （昭和 61年～平成元年）

宜保栄治郎 （平成元年 ・2年）

西平守勝 （昭和 61年~63年）

平田典進 （昭和 63年～平成元年）

上江洲 均 （平成元年 ・平成2年）

埋蔵文化財係係長安里嗣淳 （昭和61年～平成 2年）

小橋川順市 （昭和 61年～平成元年）

仲里哲夫 （平成元年 ・2年）

，，， 王事 照喜名玲子 （昭和 61年~63年）

ヶ 主事 本郷公郎 （昭和 61年~63年）

，，， ク 波 平淳 （昭和63年～平成2年）

埋蔵文化財係主任専門員 金武正紀

（現県立t専物館主任専門員）

ヶ 指導主事 座間味政光

ヶ 専門員大城熱

ヶ ヶ 島袋洋

ヶ ヶ 金城亀信

ヶ ヶ 長嶺均

ヶ ヶ 金城透

ヶ ん
'

琉球大学法文学部史学科 （現大分県宇佐市教育委員会）

早稲田大学第二文学部西洋文化 （考古学研究会）

上地千賀子

江藤和幸

戸井由宇子
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発掘調査作業員

（第 1次調査）

請盛用吉 請盛ユキ 根原正全 根原 悦 前盛善佐 大正次郎

花城新松 井本 ‘キク 国吉エイ 登野城ヒデ 加治エ トヨ 棚原健吉

前泊松裕 寓木真奈 萬木喜代 大富太郎 大 春江 前泊正恭

高那末子 西表千代 野原 執 根原真雄 内盛 勇

（第2次調査）

請盛用吉 請盛ユキ 根原正全 根原 悦 前盛善佐 萬木真奈

萬木喜代 大富太郎 大 春江 高那末子 西表千代 野原 執

前泊正恭 内盛 勇 狩俣ハッ 狩俣正三郎 玉城安明 萬木邦雄

島仲禰喜

（第3次調査）

請盛利幸 萬木キヨ 前盛善佐 西表千代 川満 一美 内盛正玄

生盛孫洋 請盛用吉 前本 請盛すえ子 前泊正恭

査料整理作業員

新垣千恵子 城間千栄子 盛本明子 大城ますみ 上地千賀子 高良三千代

渡塵次純子 比嘉優子 中村洋子 西川寿勝 渡炭次園子 大城茂美

安次富智子 照屋利子 赤嶺京美 金城敬子 安殿田和美 宮城サダ子

川上 益子 上原美智子 大村由美子 大城鈴枝 辺土名キヨ子備瀬枝美子

富山トモ子 金城初子 嘗銘 ツ工 久留ひろみ 小嶺祖子 西銘パトロシニア

西平光江 与儀恵子 平田幸子

査料整理作業協力者

赤嶺雅子 池原直美 瑞殷覧尚美 玉城恵美利 玉寄智恵子
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第III章分類概念について

今回の調査により多種多様の追物が得られている。特に土器 ・褐釉陶器については、口縁部から底部まで接合

できたものもそれぞれ20点近くあり 、全体的な状況がかなり明確になってきた。今後の研究に資するところも多

いと考えられる。

前章で述べたように本遺跡は時期的な面から東遺跡と西遺跡に分けられることが判明した。そのため後章では

東遺跡、西造跡に分けて状況をまとめた。しかしながら、遺物の面からすると東、西間で接合可能な森料も何点

か見受けられた。また、時期的な流れをみるうえからも遣物については同じような概念で分類した方が良いと考

えられた。資料の質 ・絨とも盟富な土器 ・褐釉陶器についてはそれが痛感された。

本章では土器 ・褐釉陶器についての全1本的な特徴及び分類概念を記し、第!V・ V章の遺物の項で記述する この
2種については観察表を作成することにした。他の追物についてはそれぞれの項で述べることにした。

以下、土器 ・褐釉陶器の分頷概念について記述する。

(1)土器

東 • 西遺跡とも得られた遣物の主体をなすが、 凪的にみると西遣跡の方が圧倒的に多く得られている 。 両方と

も器種的にみるとほとんどが鍋形のもので、わずかに壺形が見受けられる。また、非常に希に碗形のような小型

のものも見られる。壺形の比率をみると西遺跡の方がやや多くなるようである。主流をなす鍋形をみると、東逍

跡では滑石を混入するものや石鍋模倣とされる縦耳のものなどがやや目立つ。西遣跡では滑石を混入するものや

縦耳のものは数点得られているだけで、ほとんどが八重山式と呼ばれる横耳の貼り付けられたものである。

器種の明確な鍋形 ・壺形について分類を行った。以下に記す。

鍋形

得られた土器のほとんどが本器種に属するものである。特に西追跡では全形の窺える査料も 10点以上あり 、か

なり明確になってきた。大きさについては推定復元を試みたものからすると、口径が30cm前後、翡さが15cm前後

のものを主体とするが、 口径が15cm前後、高さが12cm前後のものもあ り、若干バリエーションがあったかと推察

される。混入物は貝 ・石灰質の砂粒を混ぜるものが多く 、混入紐に粗 ・密がみられる。また、滑石が混入される

ものも見受けられる。

器面調整はほとんどがナデ調整によるが、底部からの立ち上がり部付近ではヘラ削りが比較的明瞭に残るもの

もみられる。また、内面にはす察痕が残るものも若干見受けられる。器色は暗茶褐色を呈するものが主流で、橙褐

色 ・黒褐色を呈するものなどもみられる。器厚は最も厚みのある胴下半部で 1cm前後を測るものが多いが、0.6

cm前後のやや薄手のものも見受けられる。大きさによるものと考えられるが、口縁部の方へ薄くなっていく傾向

は同様である。

これらの賽料を混入物で大別し、さらに器形によ り細分した。

第 I 類— i骨石を混入するもの

第 1種ーやや内湾気味の器形で、口唇部が平坦に成形されるもの。類例貧料からすれば縦耳がつくものと考え

られる。

第2種一口縁部へやや開き気味になるもので、口縁部上端が「く」字状に外側へ折れ曲がるもの。折れ曲がる

部分は細くなり 、口唇部は尖り気味になる。資科少なく外耳については不明。

第II類一滑石が混入されないもの

第1種一底部から口縁部へほぼ直線的かやや内湾気味に至るもので、口唇部の形状及び外耳の状況などからさ

らに細分した。

a : 口唇部は平坦で、縦耳が付けられるもの

b : 口唇部は丸味を帯び、横耳 （断面が楕円状の分厚いもの）が付されるもの

C : 口唇部は丸味～尖り気味になり、横耳 （断面が三角状の痺いもの）が付されるもの
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第2種ーロ緑部がやや開き気味になり 、上端が外側へ折れ曲がる。外反部は極端に細くなり 、口唇部は尖り気

味になる。両面または片面に凹線様のものを廻らすものもみられる。また、外反部が外側へ膨らみ直

口気味に口唇部へ向かい、内而が凹面になるものも見受けられる。推定復元を試みた資料 （第12図6)

をみると断面が桁円状の分厚い横耳が2ケ所に付くようである。

第3種一底部からほぼ直線的に口縁部へ向かうもので、口縁部上端が外反する。外反部は胴部と同じような原

さで、口唇部はやや平坦につくる。外耳については不明。

第4種一口縁部上端の厚みが若干薄くなり 、口唇部は尖り気味になるもの。胴上部に横耳（断面三角形状で比

較的痺いもの）を 4個付ける。口縁部の状況で次の4種に細分した。

a : 底部から胴部中央付近まではほぼ直線的に立ち上がり 、そこから口縁部へゆるやかに外反しなが

壺形

ら向かい！厚さを減じる。

b : 底部からの立ち上がりはほぼ直線的で、口縁部上端が若干外反するもの。

c: 底部から口縁部へほぼ直線的に開くもの。
d : 底部から口縁部へほほまっすぐに向かうもの。

羅的には僅少である。東追跡では数点だけで、全形の窺えるようなものは見られない。西遺跡も斌的には僅少

であるが、推定復元を試みた 1点と底部から肩部までの森料2点及び口縁部をみると、褐釉陶器をまねたものか

と思わせる形状を有するものも多く見受けられる。大きさについては明言でき ないが大き目の査料からすると若

干のバリエーションがみられるようである。滉入物は貝 ・石灰質の砂粒が主で、多批に混入されるものと粗にな

るものがみられる。i骨石を混入するものは見られない。

器面調整はナデ調整が比較的丁寧に施されており、器面は滑らかなものが多い。外面の方がより丁寧である。

器色は暗茶褐色を呈するものが多く 、橙褐色 ・褐色を呈するものなどもみられる。器厚は0.7cm前後で、ほぽ均

ーにつくられるものが多い。底部はやや厚くなる。

以下、口縁部の形状や器形を中心に分類した。

第1種ーロ縁部が玉縁状または方形状の肥駆を示すもの

ア 肩が張るもの

a : ブリッジ状の横耳が胴上部に付されるもの

b : ブリッジ状の縦耳が胴上部に付されるもの

C : 外耳がみられないもの

イ 肩のあまり張らないもの

a : ブリッジ状の横耳が胴上部に付されるもの

b : ブリッジ状の縦耳が胴上部に付されるもの

C : 外耳がみられないもの

第2種ーロ縁部が肥厚しないもの

ア 肩が張るもの

a : ブリッジ状の柚耳が胴上部に付されるもの

b : ブリッジ状の縦耳が胴上部に付されるもの

C : 外耳がみられないもの

イ 肩のあまり張らないもの

a : ブリッジ状の横耳が胴上部に付されるもの

b : ブリッジ状の縦耳が胴上部に付されるもの

C : 外耳がみられないもの
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第2表復元土器観察一覧

挿柊1番号 器種 分類
LI径

第11固l 鍋 I l 25.5 

第12区16 鍋 II 2 27.0 

第13図6 鍋 II 4 c 34.2 

第14図5 碗？ 12.6 

第14図8 出-L立-• パナリ 26.6 

第40固3 壺 1イc 10.4 

第43匝11 鍋 II 4 a 17.3 

第43図2 鍋 IT 4 a 19.0 

第43区13 鍋 II 4 b 28.6 

第43区14 鍋 II 4 b 22.0 

第43脳15 鍋 II 4 c 29.2 

第43図6 鍋 II 4 c 25.6 

第43図7 鍋 lJ 4 C 28.0 

第43図8 鍋 II 4 c 27.8 

第-13図9 鍋 ]] 4 C 27.4 

第""固 l 鍋 ]] 4 C 28.4 

第4'1図2 鍋 ]] 4 C 26 0 

第44区13 鍋 II 4 c 28.8 

第44図4 鍋 Il 4 d 24.0 

第4'1脳5 鍋 II 4 d 28.0 

（法批の単位はcm)

法紐
出土地

裔さ 底径

10.2 17.5 8-34 II 

14.6 20.0 B-31 II 

15.7 24.0 13-34 I 

6.4 10.0 8-30 I 

22.5 32.0 B-29北側

22.5 9.4 2ヤシキ

12.1 15.0 3ヤシキ

l l.4 18.0 2ヤシキ

15.0 21.2 3ヤシキ

12.8 18.0 3ヤシキ

13.8 20.2 3ヤシキ

14.9 20.6 3ヤシキ

14.1 21.0 4ヤシキ

15.0 23.0 2ヤシキ

l0.5 24.0 2ヤシキ

15.1 22.0 4ヤシキ

14.1 22.4 3ヤシキ

14.9 23.0 2ヤシキ

14.8 23.9 4ヤシキ

15.5 28.0 3ヤシキ



(2)褐釉陶器 （第17図、第18図、第54図～第61図）

褐釉陶器の種類は壺、鉢 （洗）、茶入れ、水注の四器種が確認出来た。最も多醤に出土した器種は壺で、次に

鉢 （洗）、茶人れ、水注の順に少ない。

盈の多い壺はサイズやD縁形態等が豊富であり 、以下に示す方法で分類を行った。また、鉢なども分類を試み

た。また、胴部や底部の破片資料についても素地や釉色などから分類を可能な限り行って、壺・鉢などの各分類

に含めてある。

（イ）壺形 （第17図l~ 15、第54図～第59図 1~ l7、第61図 l~ 7・19) 

壺形は口径、高さ、底径等のサイズを基本にして、口縁形態などの特徴を考慮して分類した。分類は便宜上、

I類からV類までのタイプを設定し必要に応じて細分した。

(a)壺形 I類 （第17図 1~ 5、12~15、第54図～第56図、第61図 l・I9) 

壺形I類は、口縁形態、サイズなどから以下のようなタイプに細分した。その他に胴部や底部の破片について

も素地や釉色等から共通した査科も これに含めた。

壺 Ia類 （第54図 1~4、第55図 1・2)

本タイプの特徴は頸部で強く締まり 、胴上部 （肩） が強く張り出す為に丁度、「怒り肩」の様な感じである。

n縁形態は玉縁状の肥厚口縁で、肥厚帯下を箆状のエ具で軽く削りだして成形する。釉の色は、黒褐色を基本と
するものが多く 、釉は口唇 ・□縁から胴下部 ・底部近くまで施す。重ね積みの痕跡が胴上部 （肩） に認められる。
籠ね栢みの際の粘土は砂 ・胎土目である。復元査料に依る平均サイズは、口径が12.4cm、胴径37.3cm、器高40.0

cm、底径14.8cmであった。基本的に四耳壺である。胴上部に「口雲□家」など刻印を施す例がある。
壺 Ib類 （第17図 1~ 3、第55図3~ 10) 

本タイプは復元脊料がないので、特徴のみ記す。口縁形態は壺Ia煩と同様に玉縁状の肥厚口縁である。破片

責料から胴上部 （屑） の張り出しは壺Iaより弱く 、Iナデ屑」に近いタイプが想定できる。肥厚帯下を箆状の
工具で強く削りだす例もある。釉の色は、黄緑色 ・茶褐色 ・黒褐色を呈する。施釉の範囲もD唇 ・肥厄常中央か

ら施す例もある。図化した査科に依る「l径の平均サイズは、11.3cmであった。重ね積みの際の粘土は砂 ・胎土目

である。胴上部に「大吉」 の刻E:/1を施す例がある。

壺 Ic類 （第17図4・5、第55図11・12、第56図l~ 3) 

本タイプの特徴は口頸部で「く」・「L」の字状に強く折れ、胴上部が強く張り出す。17頸部の屈曲が強い為

に稜線は明瞭である。口縁形態は三角形状の肥原口縁で、肥原帯下の仕上げは雑である。底部はくびれるようで

ある。外而に叩きを施すために内面に当て具の痕跡がみられる。釉の色は、茶褐色を基本とし、黄緑色の物も見

受けられる。施釉の範囲も口唇 ・肥厚帯中央から胴下部 ・底部近くまで施す。重ね積みの痕跡が口頸部 ・胴上部

に認められるものもある。重ね桔みの際の粘土は壺 Ia・ I b類同様に砂 ・胎土目である。図化した賓料に依る

口径の平均サイズは、14.8cmであった。把手 （耳）は縦耳を 4個貼付ける例が多い。

壺 Id類 （第56図4・5)

本タイプの特徴は口縁端部を外側に強く屈曲させるために擬似肥厚となる。従って、縦断面は「フ」の字状を

呈する。破片資料から胴上部 （肩） の張り出しは「ナデ肩」が考慮される。釉の色は、茶褐色 ・黄緑色がある。

釉は口唇 ・肥厚帯中央から施す。胴上部に凸帯状の圏線を廻らす例がある。胴上部に 「利市」の刻印を施す。

壺 Ie類 （第56図6~ 8) 

本タイプは口縁が逆「し」字状の肥厚を呈するものである。従って、口唇は幅広となる。釉の色は、黄緑色 ・

茶黒色を帯びる。一例のみ外而に白磁に近い釉を使用した物がある。頸下部に一 ・ニ本の圏線を廻らす。

(b)壺形II類 （第17図6、第57図～第58図 1~ 9、第61図2・3)

壺形Il類は、壺形I類よりもサイズが小さくなる。

壺IIa類 （第17図6、第57図 l~ 8) 

本タイプの特徴は、胴上部 （肩） が弱く張り出す為に丁度、「ナデ肩」の様な感じである。D縁形態は玉縁状

の肥厚D縁で、肥厚帯下を箆状のエ具で軽く削り出すものもある。釉の色は茶褐色 ・蛮褐色を帯びる物が多い。

釉は口縁から胴下部 ・底部まで施す。重ね積みの痕跡は口唇 ・胴上部 （府）に認められる。特に前者が多い様で
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ある。重ね積みの際の粘土は砂 ・胎土目である。復元資料に依る平均サイズは、口径がll.4cm、胴径26.3cm、器

高30.0cm、底径l4.0cmであった。基本的に四耳壺である。

壺IIb類 （第58図1~ 3) 
本タイプの特徴は、胴上部 （肩）の張り出しが極端に弱く 、口縁形態は縦断面が逆 「L」字状となる。従って

口唇の幅は広くなる。口縁や肥厚帯の成形も丁寧である。釉の色は、大半が禿げ落ちているが残存箇所からは黄

褐色である。釉は肥厚帯上半 ・同直下から下に施す。重ね積みの痕跡は確認出来ない。口径の推鉢は19.0cmであ

る。文様は頸下部に二本の陰圏線を廻らし、胴部に龍の浮き文や沈線を施す。縦耳は6個が貼付けられる様であ

る。耳には縦位に二本の沈線を施す。

壺IIc類 （第58図4~ 6) 
本タイプは口縁の外端を折り曲げて断面を三角形状あるいは王縁状に肥厚させる。口縁の成形は比較的に良好

である。釉は口唇 ・肥原帯から下に施す。胴上部に凸帯文を一本廻らす。

壺IId類 （第58図7~ 9) 
本タイプの特徴は口縁が若干内側に内傾する。また、口縁部の肥厚は弱い。口頸部は「く」字状に屈曲する為

に外面の稜線は明瞭である。内而の口縁部は弧状に窪み器壁が薄くなる。釉の色は、茶褐色を基本とするものが

多い。釉は口唇 ・ロ縁から胴下部に施す。重ね積みの痕跡が胴上部 （肩） に認められる。重ね積みの際の粘土は

砂 ・胎土目である。肩部に縄目文を基本的に貼付けるようである。

(C)壺形皿類 （第17図7、第58図10~14、第61図4・5)

壺形m類として取り扱った資料は、一つのタイプのみである。
本タイプの器形は丁度、卵形に近く 、頸下部から丸味を帯びながら胴部に移行する。肥原帯下を箆状のエ具で

軽く削り出して成形する。口縁等の仕上げは比較的良好である。釉色は、黒褐色 ・黄緑色 ・茶褐色がある。釉は

口縁から胴下部まで施す様である。璽ね積みの痕跡は判然としない。復元資料に依るサイズは、口径9.8cm、胴

径19.3cm、器高21.0cm、底径11.2cmであった。四耳壺である。

(d)壺形W類 （第59図1~ 5、第6l図6)

壺形w類も壺形1lI類と同様に、 一つのタイプのみであった。
本タイプは小型の壺で、口頸部からゆるやかに張り出しながら胴部に移行する。肥厚帯直下の削り出しには強

弱がある。釉色は黄緑色 ・茶褐色がある。釉は口縁から胴下部まで施す。重ね積みの痕跡は胴上部で確詔出来る。

復元資料に依る平均サイズは、口径9.5cm、胴径16.5cm、器高17.5cm、底径11.2cmである。四耳壺である。

(e)壺形v類 （第17図8・9、第59図6~14、第61図7)
壺形V類は破片賽料が多く 、特徴が把握できないため、一つのタイ プとしてまとめた。

本タイプは壺の中でも特に小型の壺で、口頸部からの張り出しは壺形W類と同様にゆる ＜、肥厚帯直下の削り

出しは微弱である。大半は調整しない。釉色は茶褐色 ・淡茶色などである。釉は口縁から胴下部まで施す。重ね

積みの痕跡は一例のみ得られた。これは口唇部で確認できた。復元；資料に依るサイズは、口径8.8cm、胴径14.6

cm、器高は推定l4.0cm、底径の推定は5.8cmである。四耳壺もある。

(f)特殊壺a (第59図15)

本タイプは一例のみ得られた。器形は全体的に算盤王の様な感じである。従って、器高よりも胴部の径が大き

い。口縁は玉縁状に肥厚し、肥原帯直下を軽く削り出して成形する。釉の色は黄緑色を帯びる。施釉の範囲は肥

厚帯中央から胴下部までである。胴上部に貼付けられた横耳は他と比較して大きい点に特徴がある。

(g)特殊壺b (第59図L6)

本タイプも一例のみ検出された。器形は円形フラスコ状の様な感 じである。口縁は垂直に近くなる。肥厚口縁

で全体的に造りは丁寧である。口唇は焼成後に削るために面取りされる。釉色は茶褐色を帯びる。施釉の範囲は

肥厚帯中央から胴下部までである。耳の貼付けはない。素地は精選され、白磁のものに近い様である。
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(h)特殊壺 C (第59図17)

一例のみ検出された破片資料である。この壺は口唇外端をつまみあげて蓋受けをつ くる。釉色は茶褐色を帯び

内面のみ施される。施釉は内面の口縁直下から認められる。

(i)特殊壺d (第18図13)

一例のみ得られた。この壺も特殊壺cと同様に口縁外端をつまみあげて蓋受けをつくる。釉掛けはなく、無釉

である。縦耳を貼付けた痕跡がある。

(j)その他 （第59図18、第61図20)

その他の資料は2点が得られた。いずれも胴部破片である。第59図18は外面の成形が段状に面取りされた資料

である。釉は淡茶色を帯びる。釉色は茶褐色を帯びる。第61図20は内外に輛櫨痕が顕著に認められる賓料であり、

器形も特異なものである。釉は茶褐色である。素地は精選され、茶入れの素地に近似する。若干、粗い鉱物が含

まれる。

（口）鉢形 （第18図 1~ 5、第60図 1~ 11、第61図8~ 11) 

鉢形も壺形と同様に口径 ・器高等のサイズを基本にして、口縁形態などを加味しながら分類を試みた。分類は

I頬からm類まで設定し、必要に応じて細分した。

(a)鉢形 I類 （第18図 1~4、第60図 1~ 9、第61図10・11)

鉢形 I類は、特に口径の大きさに注目して、サイズにより鉢 Ia頬から鉢 IC類に分類した。これらのタイプ

は口縁形態や成形が変化に乏しいため、基準となる口径のサイズを記述した後に各タイプの特徴を述べることに

する。

鉢 Ia類 （第18図 1・2、第60図 1~ 3) 

鉢 Ia類としたものは、口径が30cmを超える；資料である。

本タイプの特徴は口唇が内外面に突出する為、口唇は幅広となり 、内外面は肥厚する。口縁の縦断面は内面が

弧状に窪むために丁度、「て」の字状となる。肥厚帯直下の削り出しには強弱がある。釉の色は茶褐色 ・淡黄色

がある。釉は内面の口縁 ・胴上部から底面に施す。重ね積みの痕跡は観察できない。

鉢 Ib類 （第60図4~ 7) 
鉢 Ib類としたものは、口径が30cm以下で25cm以上のものである。

本タイプも鉢Ia類と同様に器形等が共通する。肥厚帯直下の削り出しは弱い物が多い。釉の色は、茶褐色を

帯びる。釉は内面の口唇内端 ・ロ縁から底面まで施す。重ね積みの痕跡はない。

鉢 IC類 （第18図3・4、第60図8・9、第61図10・11)

鉢 IC頬としたものは、口径が25cm以下の資料である。

本タイプも鉢Ia・I b類と同様に器形等が共通する。釉の色は、茶褐色 ・淡黄色があり 、施釉の範囲は口縁

から底面まで施す。重ね積みの痕跡は口唇部に目痕がある。重ね積みの際の粘土は砂 ・胎土目である。復元資料

に依るサイズは口径19.3cm、高さ8.6cm、底径12.3cmである。

(b)鉢形1I類 （第60図10)

鉢形Il類は、一例のみの資料であるが鉢形I類と口縁の形態などが異なる為、本タイプを設定した。鉢Il類と

したものは、口縁を玉縁状に肥厚させ、肥厚帯直下が削りの調整で挟れる。釉の色は淡茶色である。釉は内面の

口縁から下に施す。重ね積みの痕跡は口唇部に目痕がある。重ね積みの際の粘土は砂 ・胎土目である。

(C)鉢形III類 （第60図11)

鉢形III類も一例のみの資料であるが鉢形I・Il類と口縁の形態などが異なる為、本タイプを設けた。

鉢形III類としたものは、口頸部の縦断面がラッパ状となり、口縁下に凸帯状の圏線を廻らす。釉色は黄緑色で
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ある。釉は内外面に施す。重ね栢みの痕跡は認められない。図上復元によるサイズは口径20.4cm、器高の推定

14.0cm、底径8.2cmであった。

（ハ）水注（第18図6~8、第59図19、第61図12~14) 

水注は復元賓料を含めて 7点が得られた。口縁の形態から a・bの二種類に分類した。

(a)水注a (第18図6~ 8) 

本タイプの特徴を復元資料で見ると底部はベタ底で内側に閉じながら立ち上がる。胴部の中央で径が最も大き

くなる。復元資料によるサイズは口径9.8cm、器高19.1cm、底径8.8cmである。ロ ・頸部は若干、内傾する。口縁

部は玉縁状に肥厚する。釉色は茶褐色 ・黄緑色を帯びる。釉は両面に施すものと外面に施す例がある。外面に施

す場合は口唇部から胴下部に施す。

(b)水注b (第61固12~14) 

本タイプは破片資料のみである。水注aと比較して基木的に大差はないが、口縁の肥厚形態で多少異なる。こ

れは口縁を玉縁状に a・bとも肥厚させるが、肥原の度合いに大小の変化がみられることである。釉は茶掲色・

黄緑色 ・黒茶褐色である。釉の範囲は両面に施すものと外面に施すものがある。

（二）茶入れ （第18図12、第61図15~18) 

茶入れの査科は5点のみ得られた。口縁部が1点、底部1点、胴部3、点であった。口縁 ・胴部の例からLI縁部は内

側に少し内傾するようである。口頸部および胴部は「く 」の字状に屈曲する。底部は底而からの立ち上がりはほ

ぽ直線的に外に開き気味である。

（ホ）器種不明（第18図9~ 11) 

器種不明は3点のみ得られた。両方とも小破片で器種を特定出来ない資料である。第18図10・11の2点は口唇

の上面観は捩れる一見、器の注ぎ口に近いことなどから水注の可能性もある。

以上が褐釉陶器の分類概念である。この中で特徴的な箇所を述べてまとめとしたい。最初に壺から記すること

にする。壺形 I類は他のタイ プより大型で、特に器高 ・胴径などが大きい。壺形 Ia類の類例は今帰仁城跡 は1

で報告された壺 I群の復元資料に見出せる。また、壺形IC類の近似例は福岡県t専多遺跡 (df21群 (29次調査第6屈

出七の復元資料）で得られている。壺I類に限って胴上部に刻印を施すことが判明した。刻印は「口雲□家」 ． 
「大吉」 ・「利市」・「大平」等の他に中国元朝の公用文字であるパスパ文字を刻印した賽科が得られた （山）。 この

パスパ文字は、 1272年にフビライ ・ハンに依って瑞入されたもので、ウイグル文字を基本としてチベソト印書休

に書き改められた文字である。しかし、この文字は1310年にはカリカ文字にとって代わられるようである。

次に壺IIb類の類例は与那国町与那原追跡はI)で報告されていて、素地や釉などが共通する。この種のタイプ

は最近、多良間島土原遺跡 <!IS〉・糸数城跡（中） ．勝連城跡 (;f7)で確認されており、今回の出土例から壺Ilb類の時

期はある程度特定でき、将来ひとつの型式として確立することも可能であろう。鉢形の例では、特に鉢形I類が

多羅に得られたことが注目される。これまでの出上例から鉢形I類と鉢形II類は両者とも混在して先後関係が判

然としなかったが、今回の；資料で鉢形I類が鉢形II類に先行する可能性が出てきた。

水注の復元資料は県内では初めてであり、しかも古手 (12世紀後半から13世紀初頭）の資科は81である。

茶入れの資料は器形がビロースク遺跡<,191• 今帰仁城跡ぽ10〉出土のものに近似するようである。

何れにせよ今回出土した新里村遺跡の褐釉陶器の時期は14世紀前半より下がることはないであろう。

褐釉陶器の影響を受けた土器（壺形土器）が数点出土している。この土器は壺形IC類を模倣した小型の壺で
ある。八重山式土器（外耳土器はI.II)・中森式土器は1121)で確認が出来なかった壺形の出自のひとつが、明らかと

なったことは非常に大きな成果であり、今後の土器研究に貴重な資料をもたらしてくれた。

参考までに新里村追跡から出土した褐釉陶器の壺形と鉢形の口径、高さ、底径などの各部位について、平均的

なサイズを求めるために第3表を作成してみた。特に壺形Ia類は、壺形IC類と比較して、口径が小さい割に

底径、器高、胴径がサイズ的に壺形 IC類より大きくなるようである。以上のような状況から壺形 Ia類の特徴

として、他の壺形よ りも肩部（胴部の最大部分）が外側に強く張り出すタイプであることが理解されよう。
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註 5.

註 6.

註 7.

註8.

註 9.

註10.

註ll. 

註12.

1983年。

NewYork 1985 (Cherles 

1989年。

第15号 1989年。

第20巻 227号

1981年。

口径 (cm) 口径 (cm)

40 類

類
c

a

 

I

I

 

40 

]] a類

]] cl類
m類
N類 v類

胴径
(cm) 

第 3表

40 

0
 

0
 

0
 

2

3

4

 

40 
高さ
(cm) 

40 

40 

底径
(cm) 

高さ
(cm) 

底径 (cm)

壺 I-V類の平均サイズ
(l目盛10cm)

新里村遺跡出土の褐釉陶器

鉢 I類 a・b・c種の平均サイズ
（］目盛10cm)

器種 （壺．鉢）分類別平均サイズ
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-22 -



新里村東遺跡





第w章新里村東遺跡

今同の調査において、新里村逍跡の中で東側（海岸へ向かう IFI道の東側一喘）は屋敷囲いの石垣がなかった時

期の躯落、追物からみると 12世紀頃まで遡れることが判明した。以下、今同の調査成果について、その概要を

述べる。

第 1節遺跡

(1)陪序

前述したように迅跡の範囲は広いものの、琉球石灰岩が紺出しているところもあり 、堆柏土はそれほど厚くな

い。また、全体的に陪相もそれほど変化はみられない。概ね 4枚の陪がみられた。以下に簡記する。

第 I層ー暗褐色砂）名の表層で、追跡全体を毅っている。全体的に見ると 10cm前後の駆さであるが、場所によっ

ては 30cm前後の厚さを有す所も見られた。また、南北を区切るようにみられる石桔み部は地山面か

ら梢まれており 、若干表土が被る。この石積み部で玉縁の白磁・須恵器 ，土器などの追物がわりと得

られている。

第II陪ー黄～褐色砂罰で、場所により芳千色の違いが見られる。また、厚さも場所によって界なり 5~40cmぐ

らいのところがみられる。辿物はそれほど多くなく 、玉縁の白磁 ・褐釉陶器の水注 ・須恵器 ・縦耳の

鍋形土器などが得られている。

第1II界一黄褐色砂界で軽石混入陪である。陪としては 15~20ラインにかけて確認できるだけで、全体的には

広がらない。5~20cmの匝さを有す。Bラインでは比較的水平方向に堆柏しているが、Cラインから

北側（海側）には南から北へ傾斜している。辿物はほとんど得られない。

第IV陪一琉球石灰岩の岩盤やその風化土 （赤土のマージ）及び白砂の箇所が見られる。いわゆる地111で、無造

物界である。

(2)辿構

今1111の調査で確認された追構は、土留め石粘みと掘立て柱建物跡が一基検出されている。以下、両者について

俯記する。

土留め石梢み

今同の調査で明確にそれと判明したのは B-9 ~ 1 l、C-21~25の 2ケ所においてである。本来、辿跡地を東

西方向に延びて積まれていたかと考えられるが、ほとんどが崩れ落ちている。追跡地と 一段低くなった涌岸側を

区切るように栢まれたようで、前記の2カ所は比較的残りが良好なところである。それをみると基盤陪から積ま

れており 、自然の石そのままを利用した野面栢みである。50~80cmの大きな石灰岩を下部に並べ、その隙間を

挙大から人頭大の右灰岩で埋めている。

掘立て柱建物跡

B-25・26グリッドにおいて検出されたものである。第即約の地ILi面で確認され、琉球石灰岩の岩盤がかなり

霰出するが、その隙間を縫うように柱穴が検出された。平面プランは柚が約4.8m、縦が約 6.8mの長方形状を呈

する。柱穴は平面形が円形状で、深さは 15cm前後とそれほど深くなく 、楔石などのみられるものもなかった。
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第9図 クヽ・リッド設定
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第 2節遺物

多種の追物が得られているが、聾的には多くない。土器、輸入陶磁器、須恵器、石器、貝製品などの人工造物

のほか、貝類、獣 ・魚骨類などの食料残滓がある。最も多く得られているのは土器で、次いで輸入陶磁器が多い。

以下、各迅物の概要について簡単に記述する。

(1)土器

最も多批に得られているが、ほとんど破片の査料である。明確に器種の判明するものは鍋形と壺形であるが、

碗形になるかと考えられるものも 1点みられた （第11図5)。また、器台状のものかと思われるものも 1点出土

している （第14図7)。ほとんどが鍋形の査料で、壺形のものは僅少であった。鍋形の資料の中には一部ではあ

るが口縁部から底部まで接合できたものもあ り、それについては推定復元を試みた（第11図 1. 第12図6)。碗

形かと思われる小型の査料も同様に推定復元を行った。

これら資料の分類については前章で記したとおりである。最も多く得られている鍋形についてみると第1I類に

屈するものがほとんどで、第I類は僅少であった。第I類は第 1種のみが得られている。慌的には少ないものの、

椎定復元を試みたもの、図上復元を試みたものが各 l点ある。それに底部の費料1点を加えてみると、いくつか

の大きさのものがあったようである。また、器形的な面からも第11図 lと2では異なっている。本類のような滑

石を混入する土器は、沖縄本島ではグスク時代の古い時期 (13世紀頃）に現われることが知られている。北谷町

サーク原追跡 （註1)では方形状の縦耳が付された賓料も報告されている。八重山地域では山原貝塚 （註2)の報

告例が知られており、波照間島の大泊浜貝塚（註3)では滑石製鍋 （縦耳）そのものが出土している。

第1I類に屈するものはバリエーションに富んだ形状を示す。第1種aは縦耳を口縁部に付すもので滑石製鍋の

模倣土器とされるもので、 bは口縁部上端に厚みのある横耳を貼りつけるもので、桃里恩田造跡 （註4)などに

類例がみられる。cはその形状からすれば、いわゆる八重山式と呼ばれる外耳土器に含まれる。

第2種としたものはこれまでに類例がなく、今回の調査で新しく追加された賽料で注目されるものである。ロ

縁部が外反し、その部分が胴部より極端に薄くな り口唇部が丸味を帯びるものである。このような特徴を明瞭に

有すものから、痕跡を留めるだけのものまで見受けられる。本種の口縁部査料で滑石を混入するものが西遺跡で

得られており、時期的には第1種と同じ頃に位四づけられるようである。今後の土器研究に一石を投じるもので

ある。

得られた資料の中に推定復元のできたものがあり （第12図6)、それをみると厚く作られた横耳が2ヶ所に張り

付けられる。後述の第4種のいわゆる八重山式とは明瞭な違いをみせる。口唇下約 5cmのところに外耳を付す。

第3種は口緑部が角度をもって外側へ折れ曲がるもので、口縁部も胴部と同じような厚さを有する。ビロース

ク逍跡 （註5)で多く出土している。第4種はいわゆる八重山式土器と呼ばれているものである。

壺形は非常に少なかった。全形の窺える査料がなく詳細は不明。比較的大きな破片である第14図3をみると胴

部が丸味をもち、口径約20cmと大型のもののようである。現存の資料には耳はみられない。また、同図4に示す

ものは口縁部を欠失するものの、底部まで接合できた；資料である。肩の張らないナデ肩で、球状の器形を呈す。

本：資料も外耳は付されないようである。頸径約16cm、底径約14cm、現資料の高さ20約cm。しかし、縦耳を付した

脊料 （第14図2)もみられ、形状や大きさに若干バリエーションがあったものと推察される。

第14図5に示 したものは小型の査料で、口径約13cm、底径約10cm、高さ約6cmを測る。器形は第12図6のも

のとほとんど同じである。また、第14図7の賓料は器台のように示したが、前述の小型のものとともに今後の賽

料の増加をまちたい。また、表採資料でパナリ焼の壺が得られている。接合して全形の窺えるもので、推定復元

を試みた。ひとつの査料として第14図8に示 した。

以下、特徴的なものについて図示し、その資料について観察表を作成した。
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第 4表土器観察一覧 (1)

挿区1番号
LI径

図版番号 器種
-？,i'f＂r占nJ 

器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色
器原 出土地点

底径 (nun) 出t層位
遺物番サ

(cm) 

底部からやや膨らみながら
丁寧なナデ調整

第II図 25 5 立ち上がる。口縁部上端が

図版13
鍋
10 2 両側へ杓干張り出し、口麻 不明

が施されており、
賠褐色 13 

B -3~ 

1 
I l 
17 5 部を広くする。口唇祁は平

滑らかな仕上が ロ

坦~につくる 。
りである。

13.0 
底部から胴部へ膨らみなが 内 ・外面ともよ n縁部

鍋 ら至り、「1緑部が,1、)湾する。 くナデられてい 暗褐色 B-30 
2 不明 8 
I l 口唇部は細く、平坦につく るが、内面の ・ 胴部以下 I] 

る。 部に掠痕残る。 黒褐色

底部の破片で全体形は不明。

底面からの立ち上がり部の 両面ナデ
鍋 B-34 

3 状況からみると 、やや直線 不明 I勺阻IJよりタト側力ゞ 暗褐色 7 
I 
19.0 的に口緑へ向かうものかと 丁寧。

I] 

考えられる。

口縁部やや内肉気味になり、
平面形は縦に長い略長）i 外面一丁寧にナ 表而

4 
鍋

口唇部ぱ丸味を~,iびる 。 「l
形状状を示す。上ilil観は デている。内面一 暗褐色

IO 
D-26 

II l a カドのとれた略台形状。 1察1J'.Iカゞ1月1原｛こ｝曳 哀面 Il 
縁の方へ)!,!:味を減じる。

上端はl」唇部に接する。 る。 黒褐色

平面形

「l縁部がほぼ直n状になる。 縦長の長方形状

;J 
禍

口唇部平担に仕上げる。匝
上面賎

両面ともナデ 賠褐色
D-9 

II 
II 1 a }j形状を呈す。ややカド 表 t

さを同じようにつくる。
あ り、上端口唇部に接す

る。

平面形

口橡部がほぽ直D状になる。 縦長の長方形状
ナデ調整を施す

表面

鍋 n唇部平坦に仕上げる。同 上而観 暗褐色 C-25 
6 が、裏而に擦痕 8 
Il l a じような原さで口唇部まで 比較的カドばる方形状を

の残る部分あり。
裏面 I 

至る。 呈す。上端口唇部より若 黒褐色

干出る。

平面形

縦長のだj.lj形状を呈す。
両方の器面の保

鍋 LI縁部はほぼ匝口状を呈す。 上面観 B-37 
7 持が著しく悪く 橙褐色 8 
[] 1 a 口唇部やや丸味帯びる。 先端部が丸味帯び半だ円 I 

判然としない。
形状になる。上端17唇部

より若干でる。

-29 -



第4表土器観察一覧 (1)

挿柊1番号
口径

器 1駁 出土地点?ぷ' •,,●』，J． 
器形の特徴 外 耳の状況 器面調整 器色

出士培位
図版番号 器種

(n1111) 底径
辿物番号

(cm) 

平面形

口縁部が内沿気味になる。 縦長の長方形状を呈すが、

第Ill区l n唇部は平坦を窓識してい かなりカドとれまるくな
B-31 鍋

るが、両側のカトがとれ丸 る。 両面と もナテ 橙褐色 6 
II 

図版13
II l a 

味帯びる。同じような駆味 上而観8 

で口唇部まで至る。 ＝．角形に近くなる。上端

「l唇部より若干出る。

ほぽ直口状になり 、口縁上
平面形

だ円形状 ナデ調整を丁布
端が若干張り出して広くみ

上面観 に施すが、器面 B-33 鍋
黒褐色 ， ， せる。口唇部は平坦に仕上

方形状 に凹凸は若干残 II Il 1 a 
げる。口緑上方へ次第に陣

上瑞は口唇部に接し、躯 る。
くつくる。

味がある。

ほぼ直口状を呈すもので、
平面形

16.0 だ円形状になる。 両面ナデている
B-31 鍋 「l唇部は平坦につくる。両

」-.ffii観 が、それほどr 赤褐色 6 
[I 

10 
側のカドも比較的はっきり□ l a 

半だ円形状を呈す。上端 蔀ではない。
する。

U唇部よりが；下でる。

平面形

ほぽ直旦状を呈し、口唇部 隅丸方形状になる。
両而ナデている

はやや平坦につくる。両側 上面観
が、それほど丁 橙褐色 8 ,j, 明

銹
II 

のカドがとれ、やや丸味喘 隅丸方形状を呈す。上端Il l a 
寧ではない。

びる。 部が口唇部の上方へとび

出す。

口緑部がやや内沿気味にな
平而形は二等辺三角形状

両面ナデを施すり、口縁部上端が若干両側
になる。上面観は台形状 B-31 鍋

ヘ張り出す。そのためLI唇 が、それほど丁 橙褐色 ， 
II 

12 
を呈す。t端は口唇部にIl 1 a 

部広くなる。口唇部は平坦 寧ではない。
接する。

に仕上げる。

柚耳を「l唇下約 lcmの箇

表面口縁部がやや内i均気味にな 所に付す。
ナテ調整を施す

暗褐色 B-30 
2l.O 
り、口唇部は舌状になる。 断血

が、両面とも椋 12 
鍋

裏面 llJ 
13 

ほぽ同じようなH/.さでつく 方形状II lb 
痕が日立つ。

日面観 黒褐色る。

長方形状

断而
内 ・外面ともナ

ほぽ直口状を呈 し、 n唇部 隅）し方形状 デているが、そ B-29 鍋
上面観 賠褐色 10 

北f!!lj土堤
14 

は尖り気味になる。 れほど丁寧ではIl 1 b 
隅丸方形状

ない。
U唇下約 5cmに付す。

断面

ほぼ直□状を呈し、口唇剖I 略台形状
橙褐色

D-26 鍋
上面観 ナデ 8 

IJ 
15 

比較的平坦につくる。II l b 
だ円形状

上端口唇部と接する。
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第 4表土器観察一覧 (1)

挿図番号
11径

器 l豆 出十．地点
図版番号 器種

器閥
器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色

(mm) 出1消1位底径
造物番号

(cm) 

ほぼ直口状を呈し、口唇部
断面

第JI図
ヘ若下薄くなる。口唇部は

半だ円形状
ナデ C-25 鍋

上面観 昭褐色 8 図版13
割と丁寧に施す。 I Il lb 平坦につくるが、外側のカ

だ円形状16 
ドがとれている。

口唇下約5flllllに付す。

n辱部上端がほぼ水平方向
に折れrl1Jがり 、その先端部

をやや直方向へ立ち上がら 内 ・外面ともナ B-31 鍋
不明 橙褐色 6 17 

デ調整を施す。 I n 2 せる。いわゆる鍔縁LJ緑を

つくる。外面部は薄くなる。

口唇部はやや平JI]につくる。

内面胴下
l」彩汝音riu悩力ゞ 、タト側、^）Lく

丁宗にナテ調整 部が黒褐
B-30 禍 膨らむように外反する。ロ

不明 を施すが、表面 色。それ 8 l8 II ll 2 唇部は尖り気味になる。外
に凹凸残る。 以外は赤

反部薄くなる。
褐色。
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第 4表 土器観察一覧 (2)

挿図番号
n径

図版番号 器種
器嵩

器形の特徴 外耳の状況
I 器而調整 I

I器 Jt,II仕は地、,,',、

逍物番号
底径

器色
(nm1) 出上陪位

(cm) 

底部から頸部までは、やや

第12図 27 0 
内湾気味に至り 、そこから ナデ調整は雑で、

図版1・1
鍋 ＜字状に外反し、先端部が 表 ・裏面とも1察I I 13 I B~31 
ll 2 直方向に立ち上がる。LI唇

不明 痕やビ間が比較 暗褐色

部尖り気味になる。外反部 的残る。

薄くなる。

口縁ヒ端が、く字状に外反

2 
鍋 し、その内面が凹部をつく I IナデそれほとTlぇ, I I B-IT 19 
U2 る。口唇部は平用にするが、

不明
f点ではない。 橙褐色

， 
外側のカドがとれる。

口緑上端が、く字状に外反

し、外反部の内面を箱干凹

3 
鍋 ませる。1叩lみ部のつくりは 1 Iナテ調整か割り 1赤褐色 I I C-II 21 
II 2 雑である。LJ唇部は平坦に

不明
と丁京である。

8 

つくるが、外側のカドは丸

くなる。

11縁上端が、く字状に外反
器面の脱落が各

4 
鍋 Iし、内面が凹面をつくるよ

しく 、判然と し1橙褐色 I I B-□ 31 
I] 2 うに成形されている。口唇

不明 12 

部は平坦。
なし'o

l」緑部が、ゆるやかに大き

縞
33.2 く外側へ丸味を帯びて張り 1

I両面とも丁1iな1赤褐色 I 5 
[I 2 

出す。そのため、内1f1iは11 不明 8 I 8-I 34 
唇部に至るまでは凹面をつ

ナデ調整。

くる。11唇部は丸味幣びる。

底部から口縁へほぼ直線的

に立ち上がる。底部からの . -.. • 
立ち上がり部はやや丸味竹i 断面..か略長方形状、卜血外1川は指頭痕 赤褐色を

鍋
27.。びる。n緑部付近で 内 > 観か半だ円形状を兒す。 (II緑湘哺叫岡部） 呈すが、

I 8-I] 31 
6 

U2 
14.6 外面が若干凹みアクセ‘ン ト 横耳が「l唇下約5cmの所ヘラj'JIJり（底部） Ill月F半在III 12 
20 0 をつける。口唇音『平坦にし に付される。対応する 2 内面は擦痕が残 は黒味帯

「1縁の方へ次第に匝さを減 カ所に付される。 る。 ぴる。

じる。

口縁上端が若T-外反するも
両面ナデ調整を

第13図 ので、口縁部の内 ・外面に

図版15
鉗

凹部をつくりアクセントを
施すが、裏面に I I I B-I 34 

I] 2 
イ道lj

擦痕が消えきら 赤褐色
， 

つける。口唇部は平坦に仕

上げる。
ずに残る。

口縁部がく字状に外反する 雑に施されてお

2 
鍋 が、その箇所の外面に三角 り、内面は横位 ・1 が褐 I I B-I 33 
I] 2 状の1111部を廻らす。「1唇部

不明 縦位の擦痕が明 HEl 色
IO 

は尖り気味となる。 瞭に残る。

口縁部上端が、く字状に外

3 
鍋 I反するもので、口唇部を平 I Iナデ丁傘に施す。1赤褐色 I I B-IJ 19 
IJ 2 坦につくる。外反部は若干

不明 ， 
J厚さを減じる。
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第 4表土器観察一覧 (3)

挿図番号
口径

器高 器匝 出土地点
図版番号 器種

底径
器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色

(mm) 出土層位
逍物番号

(cm) 

第13図
底部から口縁へほぽ直線的

両面ともナデて

図版15
鍋 に至り 、口縁上端で、く字

不明 いるが、表面に 賭褐色 ， D-26 
IJ 3 状に外反する。 !] 

4 細かい擦痕残る。
外反部は若干原さを減じる。

鍋
24.2 口縁部上端が外側へ強く折 両面とも椋痕が

5 れ曲がり 、胴部が若干脹ら 不明 消えきらずに残 暗褐色 7 
13-30 

II 3 I 
む。口唇部若千丸味幣びる。 る。

底部からの立ち上がり部が 胴上部からLI縁

鍋
34.2 丸味を帯びるもので、そこ 部にかけてはナ

B-3,J 
6 11 ,Jc 

15 7 から口緑部へは、直線的に 不明 デ調整。胴―Fl 暗褐色 8 
I 

24.0 外側へ1片lくように向かう。 より底部では非

口唇部は尖る。 常に雑である。

ほぼ直口状を呈し、口唇部
横耳

両面ともナデ調
鍋 仁1唇下約2cmの箇所に貼 B-31 

7 は平坦に成形。n唇部まで 整が施されてい 赤褐色 8 
II不 り付ける。破拍が若しく、 I 

同じような原さでつくる。 1 a。
形状は不明。

「l緑部が外反するが、上端
横耳

上面観ー長だ円形。 ナデ調整である
鍋 部がやや直に近い立ち方に B-37 

8 断面一角のとれた台形状。 が、それほど丁 黒褐色 7 
1]イ＜ なる。口唇部は丸味を常び

上面はほぽ平坦につくり 、 寧ではない。
I 

る。
F面は傾斜がある。

現存の森料からはやや内湾

気味になる。口唇部の方へ ナデ調整を施す
鍋 13-30 ， 若干薄くなる。口唇部は雑 不明 が、雑でヘラ削 暗褐色 8 
II不 I 

に仕上げられ、平坦な部分 りの痕跡を残す。

と、尖る部分がみられる。

口緑部の近くで僅かに膨ら
裏面に細かい擦

痕を残すところ

JO 
鉗 みを見せるが、ほぼ直線的

不明 がみられるが、 暗褐色 ， B-34 
[I不 に外側へllflく。口唇部は尖

表面は丁寧にナ
R 

る。
デ調整を行う 。

ほぽ直口状を里す。口唇部 ナデ調整を比較

鍋 は平坦面をつくろうとして
不明

的丁寧に施すが、
暗褐色 12 

B-30 
11 
Il不 いるが、両側のカドがとれ、 器面の凹凸は消 I 

丸味が出ている。 えきらない。

胴部から直線的に開く器形

12 
鍋 のようであるが、口緑上端

不明
ナデ調整を比較

暗褐色
B-34 

II 
II不 が若干角度を変え立ち気味 的丁寧に施す。 I 

になる。口唇部は尖る。
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第4表土器観察一覧 (3)

挿図番ザ
口径

r',ir'古r≪J 器印 出上地点
図版番り 器種

底径
器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色

(n1I11) 出上陪位
逍物番号•

(cm) 

第13図
横耳

17唇部の方へ外側へ開きな 上面観ー長方形状 B-17 
図版15

鍋
ナデ調整 暗褐色 ， 

がら向かう 。口唇部欠損。 断面ーカドとれた台形状。 北石積II不
l3 

上 ・下l面同じような傾斜。

横耳
外耳の部

やや開き気味に「1唇部へ1句
分だけ賠

鍋 t而穀ー長方形状
ナデ調整 褐色それ 7 

B-32 
11 

[l不 かう 。口唇M欠失。 断而ーカドとれた台形状。
以外は黙

I1 
上 ・下面同じような領斜。

褐色

横耳

ほぼ直線的に口唇綿へ向か
上面観ー長だ円形状 表面口緑

断面一隅丸長方形状を星 比較的丁寧なナ 赤褐色そ鍋
うようであるが、 口唇部欠 8 

B-34 
15 

すが、上方ヘカープする。 デ調整を施す。 れ以外黒1]不
失。

II 

上方へ折れ曲がるように 褐色

貼り付けてしヽる。

横耳

上而観ー長）j形状 表面

外耳の部分の脊料で器形に 断而一隅丸長）j形状を呈 賭褐色鍋
不明 lO 

B-30 
16 

裏而II If~ ついては判然としない。 すが、上方ヘカープする。 ll 

上方へ折れAliがるよう に 黒褐色

貼り付けている。

鍋
底部からの立ち上がり部は 表面

貝殻、砂粒などを混入す 赤褐色
II 

ややカドをつく り、そこか
ナデ調整 IO 

B-30 
17 

ら直線的に外側へ開きなが る。絨的には少ない。 裏面
底部

II 
16.0 
ら胴部へ向かう。 黙褐色

鍋 底面からの立ち I・.がり部は 貝殻をキ．に混入するが、 ナテ調整器面に

18 11 カドを有し、店T外側へ膨 破柏面に見えるだけで、 ひび割れが日立 赤褐色 LO 表採

底部 17.4 らみながら、胴部へ向かう。 表面に混人物はみえない。 つ。

鍋 底而からの吃ち上がりは）L
貝殻破片を混入する。批

]] 味を幣び、そこから外fl!I)へ ナデ調整 暗褐色
8-[9 

19 
的にはそれほど多くない。

IL 
IJ 

底部 14.0 ,mくようにこ）胴部へ向かう。

鍋 底面からの立ち上がり部は
表而

貝殻破片 • 砂粒を混入す 赤褐色
]] カドを有し、直線(i(Jに立ち ナデ潤整

B-6 
20 

る。址的には少ない。 裏面
II 

底部 上がっていく 。
II 

14.8 
黒褐色

鍋
底面からの立ち上がり部は

ナデ調整を施す
貝殻破片を混入する。），；．

21 I] 
やや丸味幣び、すぐ内側へ

が、やや雑であ 黒褐色 7 表採
くびれた後、やや直線(1りに 的には少ない。

底部 19.0 
胴部へ向かう。

る。

鍋
底部からの立ち上がりは丸

22 I] 
味を帯ぴ、そこから口縁の 貝殻の破片を密に混入す 比較的丁寧なナ

賠褐色 12 
B-31 

方へはやや内洗気味に向か デ調整を施す。
底部

る。 II 
2 l.4 
つ。
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第 4表 土器観察一覧 (4)

挿1文1番号
口径

器 If/, 出士地点
図版番号 器種

器科
器形の特徴 外耳の状況 器面湖整 器色

出ヒ陪位底径 (mm) 
辿物番号

(cm) 

小型のものである。約2cm 
両面ともナデ調

第14図
壺
6.5 

整を施す。裏面 B-32 
図版16 の頸でほぼ11~:ロ状を星す。 不明 暗褐色 5 

[I不 はポーラスにな I 
I 11唇部はやや平坦につくる。

る。

外耳の部分だけであり 、器 縦耳 B-34 9..!i-;I』t!.9ゴ・
不明 赤褐色 ， 2 

ほぼ中央部に孔をあける。 I 不 形は判然としない。

大型に入るもので、 n縁 L
/l同」-_音IIカヽら口縁

端及び胴下半部を欠失する。
ヘナデ調整。胴

現存の頭が約3cmあり、頸 B-31 並
なし 1ヽ・半音IIに明1咲な 暗褐色 ， 3 

I 不 径は約 20cmである。頸は
ヘラ削りの跡が

ほぽ直方rr,Jで、訂部の張ら
ないボール状のものである。

残る。

口縁部を欠失するが、頸部

から底部まで接合できた;i'i 
朴である。口縁部の形状は

ナデ調整が施さ
不明。ナデ府で肩が張らず、

れ器面は滑らか
ゆるやかに弧を描きながら B-30 祢ー』し• 

なし であるが、 !J[,i]l- 暗褐色 10 4 
I 不 底部に至る。最大JI!』径が胴

半部は徹底して13.6 
部のほぽ中央にある。底部

は中央部がやや泊jくなり 、
いな ~ ' o

上げ底状になる。全体的に

ひずみが著しい。

底部からの立ち上がり部を

12.6 斜位に成形し、そこから11
両面とも丁寧な B-30 

5 碗 ？ 6.4 縁部へ若干外側へ開き気味 なし
ナデ調整。

暗褐色 7 
I 

10.0 に向かう。17唇部は丸くつ

くる。

小型のもので、底音IIから外 ナデ調整を施す
B-17 

6 1' 側へ膨らみながら立ち上が 不明 が、雑で、 1川凸 暗褐色 10 
北石積底部

6.4 る。 が消えきらない。

脚台様のものになるか、外

耳になるか、それとも他の
B-34 

7 不 形状を示すものなのか判然 なし 不明 赤褐色 12 
I 

9.1 としない。ここでは脚台と

して図示した。

底而からゆる＜弧を描きな

がら立ち上がり、 II和1部は直
線的にすぽまりながら頚部 ナデ調整のよう

ー. ...lI .. に.L-.I • • 
26.6 
へ向かう。頭部で強く内1Hll であるが、器面 8-29 

なし 暗茶褐色 10 8 
パナリ焼

23.5 
へしまり 、口縁部がわずか 全体が密なポー 北側土提

32.0 
に外反する。頸の長さは約 ラスを呈す。

2 cmで、口唇部は舌状に仕

上げる。
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(2)青磁

検出された青磁は第5表のとおりである。青磁は第 I層の逍物で、第II屈からの 2点は混入と考えられる。

(1)弦文帯碗 （第15図1・2)

口縁直下に数本の弦文を廻らし、その弦文を 2-3本単位の短斜線で区画するタイプである。

(2)外反口縁碗（第15図3~ 6) 
口縁部が外反し、腰部が張るタイプである。

I類 素地が白色又は灰白色の微粒子で、Jj嬰部が張る大振りの碗がほとんどであるが、小振りのも見られ

る。今帰仁城跡の外反口縁碗A窯系い ）にあたる。

II類 素地は淡灰色でやや租粒子。 I類に比して痺手で、釉も痺い。高台の幅は細く、翌付けは水平に切

られている。釉は高台外面で止まり 、翌付から外底までは露胎である。今帰仁城跡の外反口緑碗B

窯系は2)にあたる。

(3)直口口縁碗 （第15図7・8)

ここでいう直口口縁碗は無文である。

(4)鍔縁盤（第15図9)

鍔の内端が明瞭な稜線を示す。鍔の外端はつまみ上げられて尖るタイプ。

(5)稜花肌 （第15図10)

無文の稜花llllである。内底が総胎である。

註

註l.金武正紀、宮鬼末脱他 「今紺仁城跡発掘調査報告 I」今紺仁村教脊委員会 1983 

註2.j}lにおなじ

第 5表青磁出土一覧

器種（名称又は仮称） 部位 第 II丹

p］公十 文 常 碗 口縁部 1 

口縁部 25 
I 

底部 l 
外 反 ロ 1女分共： 碗

口縁部 4 
II 

底部 l 

直 口 口 .活.,,.. を 碗 口縁部 2 

鍔 縁 盤 口縁部 I 

稜 イ—,じ.. 皿 口～底部 〇

不 明 （碗 ） 底部 3 

合 計 38 
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第 6表青磁観察一覧

挿図番号
口径

名称又 器高
図版番号

は仮称
類
高台径
素地 施釉 釉色 貰 入 文様 備考

遺物番号
(cm) 

第15図 16.2 
3本の弦文が廻り、

厚いやや失透釉 それに3本単位の B-32 
図版l7 白色微粒子 青緑色 なし

短斜線を入れていを施釉。 I 
I 弦

文
る。

: 16.0 4本の弦文が廻っ
C-19 

2 ，，， ，，， 灰緑色 ❖ ているが短斜線の

有無は不明。
Il 

17.6 
匝い透明釉を施

相い貫入が
B-31 

3 ,, 黄緑色 内外面に見 なし
釉。

られる。
I 

I 匝いやや透明釉

を内底から高台 内底に陰花花文。 悦付研磨

4 ，，， 外面まで施釉、 青緑色 ，， 内底に 1本の陰圏 B-33 

5.7 低付から外底ま 筋'，白J<o I 
外 では篠胎。
反
11 

旦 16.1 
淡灰色でや やや薄い透明釉 B-37 

5 灰緑色 ，，， なし
や粗粒子 を施釉 I 

l] 
やや薄い透明釉

を内底から店台

6 面まで施釉。岱 なし
B-16 

ケ ❖ 
，，， 

5.8 付から外底まで
I 

は露胎。

20.5 痺い釉が施釉さ
B-6 

7 白色微粒f れているが火を 不明 不明 ，，， 

直 受けている。
I 

口
l」
縁
碗 17.0 

黄白色微粒 原い失透釉が施 B-34 
8 黄緑色 なし ，， 

子 釉されている。 I 

は
19.1 

駆い透明釉を施
内外面に租

C-19 ， 白色微粒子 青緑色 い貰入が見 ，， 

盤 釉。
られる。

I 

薄い失透釉を内

信
10.9 
灰白色でや

体から高台外面 粗い貰入が 性付研磨

10 2.6 まで施釉。内底 灰緑色 少し見られ // B - 3~ 
llll 4.4 

や粗い粒子
と伐付から外底 る。 II 

までは露胎。
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(3)白磁

検出された第8表のとおりである。これをつぎのように分類した。

(l)端反「1縁碗 （第16図 l)

17縁部は外反し、剃台は細くて闇い。釉は内底から高台脇までで、高台脇から外底までは硲胎である。この種

の碗は大泊浜貝塚<,lI lや熱田貝塚.u,で玉縁白磁碗Iと共伴で検出されている。

(2)王縁口縁碗 （第16凶2~ 6) 

I類 隙手で玉縁も小さい。高台は検出されてないが、熱田貝塚出土の資料で見ると、裔台の内芍ljりが深

し‘

Il類 I類に比して厚手で玉縁も大きい。高台の内剖りは浅い。

(3)口禿碗 （第16圏7)

内休面頂部から口唇部までの釉を掻き取って口禿にしている。口禿は皿の出士例は多いが碗は今帰仁城跡など

で知られているだけである。特にこの種の小碗は沖縄ではまだ報告例がない。

(4)ビロースクタイプ碗」3) (第16図8~ 10) 

ビロースクタイプ碗I類は検出されなかった。

II類 基本的には厚手の内野型碗である。釉は内底から翡台脇まで。饉付は水平に切られている。内底に

印花がない。

(5)簿手外反口縁碗 （第16図11)

薄手で「l縁部が外反する小碗で、高台は竹節に仕上げられている。高台剖りは浅い。高台をつかんで釉の中に

突っ込む施釉方法である。この種の小碗は沖縄で初めての出土であり 、今後の賓料を侯って検討したい。

(6)痺手直口碗 （第16図12~15) 

薄い器壁が逆「ハ」の字状に開き 、高台は「ハ」の字状に開く 。岱：付は水平ではなく、低付内端だけが府に付

く。この碗は 2類に分けられるが、本追跡では II類のみ検出される。 I類はビロースク迎跡で報告されてい
る。,,fI 

I類 口唇部は内傾して明瞭な稜を示すのと丸くなっているのがある。薄い釉を内底から向台脇まで施釉

したあと 、内底釉を蛇の目掻き取りしている。

Il頬 U緑部はやや内灼し、口唇は丸くなっている。ビロースクタイプIlの口縁に近い。裔台をつかんで

釉の中に突っ込む施釉方法である。釉は薄い。

(7)外反口緑碗 （第16図16)

Il類 口縁部は外反し、勝部で脹らむ。高台づくりはビロースクタイプと類似するが、内底に印花文があ

るのが多い。なお新里村西逍跡で検出された I類は検出されなかった。

註

,.JI. 金武il-土 ・ 令城叫，；他 「 rn11原具琢 · ki~I浜且塚」 沖縄県教有委員会 1986 

註2.金武正紀「沖縄における12・13世紀の中ff.I陶磁器」 「沖縄県立陣物館紀要」第15号 沖縄県立t導物館 1989を参照

註3.金武正紀「ビロースクタイプの白磁碗について」 「貿易陶磁研究JNO 8. n本貿易附磁研究会 1989 

, Fol'4. 金武正紀 ・阿利1灯治他 「ピロース ク逍跡」石厨市教行委員会 1983 
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第 7表 白磁観察一覧

挿図番号
口径

図版番号
名称又

類
器闇
素地 施 釉 釉色 貰入 備考は仮称 古回.L口ぐ1土又

辿物番号
(cm) 

第16図 L苅'"i 
内底から高台際までは簿

内底に 1本の陰
図版18 反 白色微粒子

い失透釉が施されている。
淡白色 なし 圏線が廻ってい

l 碗 5.8 
高台外面から外底までは

る。C-25II 
紺胎。

15.5 
薄い失透釉が施されてい

2 I 黄白色微粒子 黄白色 ケ C-25 II 
る。

15.0 

3 II 白色微粒子 薄いやや透明釉を施釉。 淡白色 ケ B-30 II 

王

4 ＂1，泳ヲ 11 白色微粒子 痺い失透釉を施釉。 淡白色 ,, B-29 II 

口

縁 簿い失透釉を内底から腰
高台剖りが浅く

悦付研磨、畳付5 l1 黄白色微粒子 部まで施釉。腰部から外 黄白色 I/ 

内端だけ代につ碗 7.0 底までは露胎。
く。B-16II 

高台舒IJりが浅く

6 ~ 白色微粒子 ,, 青白色 ，， 悦付研磨、饉付

7.4 
内端だけ昼につ

く。B-30II 

口 10.7 
痺いやや透明釉を全面施

7 未ノし 約 3.7 白色微粒子
釉のあと、口唇部の釉を

淡白色 I/ B-29 II 
碗 約 4.0

掻き取って露胎にしてい
る。

16.0 
細かい貰

8 II 白色微粒子 I/ 淡白色
入が内外

B-30 II 

ビ
面に見ら

ロ れる。

I 
細かい貰ス 17.0 ， ク ，，， 資白色微粒子 悪いやや透明釉を施釉。 胄白色
入が内外

B-31 II 夕 面に少し
イ
プ

見られる。

碗
薄い失透釉を内底から裔

IO ，，， 白色微粒子 台脇まで施釉。高台脇か 淡白色 なし
儀付研磨

6.0 ら外底までは露胎。
1:3-35 II 

> 12.5 薄いやや透明釉を内体面
笠付研磨

11 5.4 白色微粒子 と外休面に施釉。内底と 淡白色 ケ
I I 

5.0 腰部から外底までは露胎。
13-30 II 

糸永
ii宛

! 
薄いやや透明釉を内底か

ら高台脇まで施釉したあ
饉付研磨12 I 灰白色微粒子 と、内底釉を蛇の目掻き 灰白色 ,,. 

口 8.7 取 り。高台脇から外底ま
B-37 I 

碗
で露胎。
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第 7表 白磁観察一覧

挿似1番号
「l径

名称又 ？』Ii-＂古I口J
図版番号

は仮称
類

古回ムni.:t／又. 素 地 施 釉 釉色 貰入 備考

逍物番号
(cm) 

第16図 l 7.0 内面に荒

図版17 Il 内色微粒子 薄い透明釉を施釉。 打白色 い貰入が B-3 I Il 
13 見られる。

ビ薄
ロ手
l直 l 7 .1 

14 スロ 11 資白色微粒子 ,, // ,, 13-34 IT 
ク碗
夕

イ
プ

薄いやや透明釉を内体面

15 I 黄白色微粒子 と外体面に施釉。内底と 黄白色 // 
骰付ti)f磨

8.0 腰部から外底までは篠胎。
B-34 I 

[6.4 
簿い透明釉を内底から説

16 外反口縁碗 n 黄白色微粒子
台脇まで施釉するタイプ。

灰白色 I,, B-34 I 

第 8表 白磁出土一覧

器種（名称又は仮称） 部位 第I陪 第II10 

,1.而u』 反 「| ;f,,.,.fi. • 碗 底部

゜
l 

玉 縁 口 f:' ふヲ 碗 I 「1縁部

゜
l 

玉 が匁ぷ1— □ 芥:'共か 碗 II 口縁部 〇 2 

玉 縁 ロ ""l,?-"' 碗 I] 底部

゜
3 

口 禿 碗 口縁部 〇 I 

ビロースクタイプ碗 Il 口縁部 7 4 

ビロースクタイプ碗 II 底部 I l 

薄手外反口縁碗 全体

゜
l 

薄 手 直 口 碗 I 底部 I 

゜=• h山r , 手 直 口 碗 IT 口縁部 2 〇

屯hrf 手 直 口 碗 Il 底部 2 

゜外 反 碗 II 口縁部 4 〇

不 明 （碗） 底部 3 

゜
合 計 20 14 

一,15-
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(4)褐釉陶器

本追跡で確認できた器種は、壺 ．鉢 ・水注 ・茶入れの4器種であった。紐的には壺が圧倒的に多く出土した。

次いで鉢 ・水注 ・茶入れの顛に減少している。壺の中では Ib類 ・IIa類が多い。壺の I・II頬が褐釉陶器の57

％余りを占めている。この中で IC類に近似する例として福岡県t尊多遺跡群 ,flで得られている。t専多追跡群の

例よりも本追跡のものは古くなるようである。特殊壺dが一例得られた。この査料は蓋受けを造る点や口縁形態

等に特徴がある。壺の胴部責料で、中国元朝の公用文字であるパスパ文字を刻印したものが得られている。この

文字は1272年から池入され、1310年にはカリカ文字に代わるため、壺形l類の中には13世紀後半から14世紀初頭

に位i筐づけられるものとみられる。また、白磁の出土状況から壺形I煩は、13世紀後半を遡る可能性は極めて高

い。

鉢形では Ib類 ・Ic類が出土していて、いずれも第 I層からの出土である。今回の出土状況から 14世紀初頭

まで鉢I類が遡ることが十分に考慮できた。

水注は復元査料が 1点得られた。白磁との共伴関係から12世紀後半から l3世紀初頭位薗づけられる様である。

茶入れの行料は口緑形態 ・素地などがビロースク遺跡 "E2 • 今焔仁城跡 ,I3出士のものと類似する。

註

,;J: l . 「t導多＼圃」福岡rli教脊委n会 1987年
.. t 2. 金武1F紀 ，阿利直治ほか 「ピロースク追跡」{j}和h-教1{委員会 1983年

註3.金武正紀 ・店里却紋ほか 「今帰に城跡発拙，→J財ft報；';・IJ今帰L村教宥委員会 1983年

第 9表 褐釉陶器分類別出土状況

~ 
4',,!. 呂 鉢 水注

I IJ IJ a l¥l 特殊 I 
ィ・ イ： . 旧 I¥' .V 抵,..n-. i" 底ロ、tト• 苦fl r 縁口底部苓「I~ 

a b c d e可a b c dりJill V abed祁 a b c 

表採 3 2 l 2 8 

゜゜
石栢 l l I I 2 6 

゜゜
北石積 I I 

゜゜
南石栢 I I 

゜゜
I I杓 3 12 I 7 I 2 2 2 2 I 37 70 I 2 I 4 I I 

Il附 2 I 2 I 2 2 5 15 0 I I 

Ill追 I 2 3 

゜゜
小計 3 19 I 0 2 0 II 0 I 0 0 2 3 3 6 4 0 0 0 I 48 104 0 I 2 I 4 2 0 2 

ム口ヽ ＃,,t ・ 25 12 2 3 3 6 4 I 48 104 3 I 4 2 0 2 
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第10表褐釉陶器観察一覧

挿図番号
口径

図版番号
名称又

類
器席

素地 施釉 釉色 買入 文様
器形 ・成形等

逍物番号
は仮称 底径 の特徴

(cm) 

第17図 12.2 淡橙色。粗粒子。 口唇の大半は露 肥原帝下端を深く
図版19 ,皿-n,. • I b 白色鉱物 ・有色物 胎し、肥厚帯か 黄褐色 なし なし 削り出す。

l 質が混入。 ら下に施釉。 B-34第 I陪

12.4 淡灰色。細粒子。 口唇は篠胎。肥
耳の直J:.

2 ，，， I b 有色物質 ・白色鉱 原幣に帯状の釉。 ケ ，，， 
に凹線を 仕上げは丁寧。

物が混入。 同帯直下に施釉。
一本廻ら B-32第 I陪
す。

12.0 淡橙色。細粒子。 口唇から肥厚帯 肥l昇帯下端を深く
3 ，，， I b 白色鉱物 ・有色物 中央まで硲胎。 黒褐色 ，，， なし 削り出す。

質が混入。 同帯直下に施釉。 B-30第 I陪

12 6 口唇、「l縁に施 器壁が、ロ ・頸部
4 ケ I C ，， 釉。内而の口縁 茶褐色 ，，， ケ で薄くなる。

上端に釉垂れ。 C-18石栢み

17.2 
四耳壺。同部は強

5 // I C 17.5 
淡橙色。微粒子。 頸下部から胴下 ,, ,, ,, く張る。立ち上が

39.5 
白色鉱物が混入。 部まで施釉。 りを面取り。

B-30第 I陪

10.6 灰白色。柑粒子。 LI唇は爺胎し、 口唇に砂 ・胎土H
6 ケ II a 有色物質 ・白色鉱 肥厚帯中央から ，， ,, 'l の目痕あり。

物が混入。 下に施釉。 D-26第Il層

9.5 
白色鉱物 ・有色物

肥l双幣前下を浅く
7 ケ rn ，， 黒褐色 ，， 'l 成形する。

質が混入。
B-30第Il陪

8.0 
有色物質 ・白色鉱 U唇とLI縁の内 什上げは丁寧。

8 ，， V 
物が混入。 外1fiiに施釉。

黄緑色 ，，， ，，， 

B-30第1J肪

8.0 同図8と素地 ・釉， ,, V ク ，， ケ ケ ，，， 色等が一致。
D-30第Il陪

底部破片。胴 1,・ Ia・Ib・Ilaの
10 ，， ,,. 部から底部近く 黒褐色 ,, ，，， いずれか底部破片。

12.8 まで施釉。 B-29第I培

底部破片。胴下
吃ち上がりで軽く 、

JI ，，， ，，， 

部に施釉。
，， ，， ，，， くびれる。

12.0 C-25第I陪

灰色。有色物質 ・ 胴部破片。外面
「口香」の刻印あ

12 'l I 
白色鉱物が混入。 に施釉。

黄緑色 ク ケ り。
D-26第Il陪

淡橙色。有色物質 ・
「登春」の刻印あ

13 I,, I 
白色鉱物が混人。

,',, 茶褐色 ，， I,, り。
旧道束表採。

灰白色。机粒子。
胴部破片。外面 凹線を一・

文字の刻印あり。
14 ケ I 有色物質 ・白色鉱

のみ施釉。
，，， ，，， 

本廻らす。
判読不能。

物が混入。 B-34第1I培

淡橙色。細粒子。
「園忌」の刻印を施

15 ケ I 白色鉱物 ・有色物 外面にのみ施釉。 黄緑色 // なし
す。パスパ文字。
怠味不明。B-37

質が混入。
第 I陪
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第10表 褐釉陶器観察一覧

挿図番号
口径

名称又 器高 器形 ・成形等
図版番号

は仮称
類
底径

素地 施釉 釉色 貫入 文様
の特徴

逍物番号
(cm) 

第18図 26.8 灰白色。枡粒子。 口唇と外面滋胎。 非常に 肥厚荀下端は折り

図版20 鉢 I a 約13.5 有色物質 ・白色鉱 内面口縁から底 黄緑色 細かい なし 曲げる。

l 16.6 物が混入。 面まで施釉。 買入あり B-34第II曽

27.6 淡橙色。祖粒子。 口唇と肥原帯中 肥厚帯直下を浅く

2 ク I a 白色鉱物 ・有色物 央 ・胴部は滋胎。 茶褐色 なし ，， 成形。

質が混入。 内面は口縁施釉。 B-34第1]陪

19.3 灰白色。粗粒子。
外而の肥l原部に 仕上げは雑で、内

釉垂れ。内面は 外面に顕著な指圧
3 ,,. I C 8.6 有色物質 ・白色鉱

口縁から底面ま
，， ケ ，， 

痕。
12.3 物が混入。

で施釉。 B-34第I層

17.2 仕上げは雑で、内外

4 ，，， I C ，， ，， ケ ，， ，， 面に鼎著な指圧痕。

B-34第I陪

淡黄色。柑粒子。
外底面の縁辺に胎

外而は霧胎。内 土目の目痕 （重ね
5 ケ 有色物質 ・白色鉱

面は全面施釉。
ケ ,, ク

焼き）
[4 0 物が混入。

B-31第I/vi 

7.8 淡橙色。微粒子。 素地は精選され、茶

6 水注 a 有色物質 ・白色鉱 全而は施釉 ケ ,, ，， 人れの素地に近い。

物が混入。 B-31第1]府

9.4 淡茶色。微粒子。 素地は精選され、茶

7 ,, a 白色鉱物 ・布色物 ，，， ，， ,, ケ 入れの素地に近い，

質が混入。 8-35第I附

素地は粘選される。

外面はLI唇から 口頸部に 全体的に雑に什：上

8.8 灰白色。細粒子。 胴下部まで施釉。
黄緑色～

浅い凹線3 げる。外底面に煤

8 // a l9.l 白色鉱物 ・有色物 内面口縁に釉匪
黒褐色

，，， 把手外面 が付沿（使用時に

8.8 質が混入。 れ。釉の大半が に縦位の 火で加熱した可能

最lj落する。 凹線。 性が邸い）。

B-32第III杓

素地は打磁のもの

白色。微粒f。混
口唇と肥j厚梢下 と一致。LI唇の釉， 

入物の観察が困難。
は篠胎。両面と 黄緑色 ，，， ケ は焼成後に削 り取

も施釉。 られる。

旦
B-37第I培

灰色。細粒子。有 口緑と口唇が捩れ、
不 内外而とも施釉。

lO 明 色物質 ・白色鉱物
内面の釉は薄い。

茶褐色 ケ なし 器の注ぎ口近い。

が混入。 B-32第I培

灰白色。細粒子。 「l縁と口唇が捩れ、
II 有色物質 ・白色鉱 ，， ，， 1/ 

,,. 器の注ぎLI近い。
物が混入。 IU姐表採

4.9 淡黄色。微粒子。
外Tffi施釉。内藷i U頸部 ・屑部が
は11縁に施釉。 「く」の字状に折

l2 茶人れ 約5.1 白色鉱物が微茄滉
釉の大半が禿げ

ケ ，， ク

れる。
約4.5 入。

る。 B-29第I陪

灰白色。粗粒子。
内而口縁は有段状

の蓋受けを造る。
13 特殊壺 d 白色鉱物 ・黒色鉱 無釉 なし lj ，，，， 

有耳壺
物が混入。

B-34第I附
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第18図 褐釉陶器 (2)
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(5)黒釉陶器

いわゆる天目茶碗と呼ばれているものの；貧料が数点得られている。胴部の小破片がほとんどであるが底部の賓

料が1点得られている。得られた資料からすると 、内面から外面の高台脇まで施釉し、以下は無釉である。釉は

黒色味の強いもので、表裏面に貫入が走るものも見受けられる。胎土は禎白色で細かいものと灰白色で細かいも

のがみられ、後者のものがほとんどである。

底部の脊料を第19図に示した。底径は約4cmを測る。邸台は低く 、

やや外側へ反り気味につくられ、悩付けは斜位につくられる。外底

面の内側の削りは非常に浅く 、高台脇には鍋が見られる。胎土は黄

白色の細かいものである。

(6)須恵器

0 3cm 

I I I I 

第19図 黒釉陶器 （天目茶碗）

71点得られているが、復元して全形の窺えるような査料は見受けられない。口縁部及び大き目のものをみると 、

ほとんどが壺形に属するものであるが、碗形になるかと考えられる賽料も 1点得られている。以下、器種別に概

略を述べる。

碗

第20図1に示す無文の口縁部脊料である。推定口径の算出が可能で約11cmを測る。器形は底部からゆるやかな

カーブを描いて口縁部へ至り 、口唇部は尖る。表面は滑らかにナデられているが、凹凸はきえきっていない。裏

面は回転擦痕の横線が明瞭にみられる。胎土はきめ細かく 、白色細粒が散見される。割れ面のほとんどは茶褐色

を星す。器犀は約 5mn1。D-26第II陪の出土。

~ le · 

'.i.lli 

得られた賓料のほとんどが本器種に／属す。しかしながら、全形の窺える

ようなものは見受けられない。

これらの賽料をみて、まず感じるのは器厚が5mm前後の薄手のものがほと

んどであるということである。次に内部の色が茶褐色を呈し、白色微砂粒

を混入することである。後者については南島須忍器のひとつの特徴として、

既に指摘されているところである。特徴的なものを第20図2~10に示した。

2~ 4は口縁部の資料であるが、頸部あるいは胴上部までのもので明確な

器形は示せない。あえて現存のものから想定すると口縁部上端が強く外反

し、頸部がしまり 、胴部が膨らむ器形が考えられる。

第11表 須恵器出土状況

~ I II 
口縁部 5 6 

胴 部 36 2l 

底 部 l 2 

合計 42 29 

合計

11 

57 

3 

71 

3は折れまがった口縁端部がパイプ状にな り、上部は丸味を幣びる。4は上部の外側に浅い沈線を施している。

n唇直下の内面に凹線を廻らし、端部をより強調している。 2は「l唇部を平坦に成形し、口縁部外面が且l面をつ
くる。また、その下端は下方へ垂れ下がり 、頸部で返しの部分を形成する。

文様がみられるものは3だけで、頸部から肩部ヘラフな波状沈線文が施されている。本責料では 5条確認でき

る。また2~4はいずれも口径の推定ができ、 2が約17.2cm、3が約[5.2cm、4が約l3.2cmを測る。器而は良く

調整されているが、3は両面に敲き目の痕を残す。表面は斜め方向の沈線、裏而は格子目である。

5~8は頸部および胴部の賽科である。5・7の2点は頸部から開部にかけての資料で、肩が張る。
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8は肩部の破片で、有文の査料である。ラフな波状沈線文と柚位沈線文が紺み合わされるものである。

有文のものは敲き目はみられず、無文のものに敲き Hが残っている。 5は裏面に格子目のものが、7は表面に

斜位方向の短線様に残る。6は表裏面に敲き目が残るもので、表面は斜位方向の短沈線様のものである。裏而の

ものはかすかにみられるもので判然としない。

8の有文査料は内部も灰褐色を呈す。他の簿手のものは内部は茶褐色を呈す。白色微砂粒を滉入するなどの特

徴は同様である。

9・lOは底部の資料である。 9は底径の推算ができ 、約9.6cm。9はほぽ直線的に立ち上がっていくもので、

10は外側へ反りながら立ち上がっていくものである。後者のものは底面からの立ち上がり部に沈線様のものを廻

らしている。

(7)鉄製品

新里村東迅跡の鉄製品は、一点のみ出土した。これは鉄鍋の破片である。鉄鍋は東西の新里村辿跡から出土し

ており 、タイプも二種類ある。便宜上、A・Bのニタイプに大別した。

鉄鍋A:口頸部の内外面を段状に成形するため、両面に明瞭な稜を残す。口縁は外側へ若干張りだし弧状と

なる。口唇は尖り 、内面□緑端の縦断面は鉤状となる。胴頸部は「く」の字状に折れる為に内外面
に明瞭な稜を残す。

鉄鍋B:底部は平底で、丸味を保持しながら立ち上がる。tl伺上部から口縁までは逆「ハ」の字状に開く 。ロ

唇は丸味をおびるものと尖るものがある。口縁形態は平II縁と山形口縁の二種類がある。

新里村東追跡出土の鉄鍋をヒ記分類に！！せらし合わせると鉄鍋 Aタイプの範貼にある。

節21図は口縁を欠く胴部賓料である。胴頸部は 「く」の字状に折れる。残存重批52g。犀さ3.5mm。B-32

第 I層出土。

この種の鉄鍋の報告例はなく 、今匝］はじめて得られた。この鉄鍋Aの口縁破片が新里村西遺跡で一点得られて

いること等から新里村東から新里村西へ伝世品として持ち出されたものと推定される。広島県の草戸千軒町辿

跡 .IIIでは、この種の鉄鍋を校倣したとみられる土器がある。草戸千軒町雌跡の鉄鍋模倣土器の時期は13世紀後

半から11世紀中頃に位脳づけられている点などから新里村東の鉄鍋Aタイプと茸戸千軒町の検倣土器との時間差

はほとんど感じられない。

註

，； I: l. 広島呪教有委員会 ・広島県如 iT-軒Ill]沿跡，)/;]査研究所編 「l,¥J_jT-HIIIJ逍跡 (-第35・36次発拙瀾介概淡ー）J 1986年

鼻 塁ミ

疇
~ 

胴園ヽ0 5cm 
I , , , , I 

第21図鉄製品 図版2 鉄製品
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(8)貝製品

本追跡で出士した貝製品には装飾品はなく 、すべて実用品となるものが17点である （第12表）。 種別に見ると

スイジガイ製利器、シャコガイ製貝斧、 二枚貝有孔製品、貝刃などがあるものの羅的には少なく 、二枚貝有孔製

品以外のものはそれぞれ 1点ずつの出土となっている。二枚貝有孔製品は14点の出土であるが、その中で主要な

5点を第23図に図示し、観察表にまとめた。以下、製品ごとに簡記する。

a)二枚貝有孔製品

14点出土してお り、貝錘とされているものである。本種製

品に利用される貝種は大きく分けると二枚貝製のものと 、タ

カラガイ製のものが知られているが、今回得られたものは前

者の資料だけである。八重山地域においてはビロースク遺

跡 (,111、カンドウ原遺跡は2)、下田原貝塚 ・大泊浜貝塚 (,[3)な

どから報告されており、一般的に出土する製品の一つである。

今回本遣跡から得られた貝種をみると、シャコガイだけで

あり、他の貝種は見受けられない。素材として使用されてい

るシャコガイにはヒメジャコとシラナミがあり、ヒメジャコ

の出土が9点と多い。 ヒメジャコを主に使用するという点に

おいては、手頃な重さであるという事も 一部関係があるもの

と思われる。

陪序においてはrr界と I際からの出土で、rr野6点、 I陪
8点とほぼ同数程度の数が出上しており 、極端な差はみられ

なかった。平面的にみると追跡全体から散発的に出土してい

る。

第14表 二枚貝有孔製品観察一覧

第12表 貝製品出土状況

缶衣IJ日口n シ
— 有 ヤ

一孔 貝 コ/目, 
枚缶衣lj 刃 ガ斧
ノ目、riロ日 ィ

グリッド ・層序 製

B・C-17 石積み l 

B-30 II層 2 

B-31 I陪 l 

B-31 u層 3 

B-32 I I唇 3 

B-37 I層 3 1 

C-23 lJ層 1 

C-25 I層 1 

合計 14 l I 

第13表 二枚貝有孔製品出土状況

＼ 貝種名
完形 破損 ムロ

R L R L 計

ヒメジャコ 6 2 l ， 
シラナミ 2 2 4 

合 計 6 4 I 2 13 

ス
イ
ジ利
ガ器
ィ
衣卸J

1 

I 

挿図番号 出士地 法址(cm/g) 孔の内径 腹緑部 孔の状況
図版番号 左／右 貝種 主な特徴
遺物番号 培｝ギ 殻裔殻長重批 たてよこ の調整 形状 位閻 穿孔

第23図 B-31 L部 l::メジャ 孔の固囲は水磨を受けており、
図版22 6.0 8.8 52 1.4 2.5 左 なし 艮杓円形 内から
3 II層 左寄り コ 全体に細かい多孔がみられる。

4 
13-30 

7.2 10.0 112 2.2 2 7 右 なし 楕円
中央
内から
ヒメジャ
かなり水磨を受け放射肋も不明

Il ~ 上脊fl コ

5 
B-37 

7.8 10.l 104 2.3 2.4 右 有り 楕円 中央 内から
ヒメジャ
股縁部の調監がよく確認できる。

I I杓 コ

6 
B-31 

7.6 94 2.1 4.0 右 なし 長楕円形
上部
内から
ヒメジャ
内面左側は腹縁部の調整が不明

I層
11.4 

中央 コ

7 
B-31 

7.7 [4.4 175 I. 7 2.2 右 なし 略台形
L部
内から
シラナ 放射肋の状態が水磨を受けた為

II層 右より ミ にうすく不明瞭になっている。
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b) 貝刃

ヤコウガイのフタを利用し、刃を附して利器としたものである。本遺跡では表採を含め2点出土している。ヤコ

ウガイのフタの薄い縁辺部を打ち欠いて刃部をつくりだし、利器として用いたものである。一般的に出土する製

品で与那国島のトウグル浜辿跡 1.. 111でも多く出士している。ここでは下記に示すトウグル浜辿跡の分類概念に準

じた。

I. 下半緑辺加工型（下半痺縁部を加工する。刃部は鋭いが、例外的に鈍いものもある。）

II . 右辺 ・下辺加工型（右辺及び下辺部を加工する。縁辺部から中心部近くのおよぶものもあり 。）

ill. 下辺加工型（左右両側の苅辺部に未加工部を残す。刃部が鋭い。）

N. 下半加工盟 ( I に比べて）~II工範囲が中心部近くまでおよぶ。 加工によるものが、 I-illの使用による破損

かのいずれかと考えられる。）

V. 三辺 （右 ・左 ・下）加工型 (Iょりさらに加工範囲が原手の部分まで広がる。平面観は四角形に近くなる。）

VI. 三角形型 （左右両側は加工が内側までおよぶが、下辺は縁辺部で止まる。平而観は逆三角形。）

VII. 右欠 ・下辺加工型 （右辺が欠け、下辺にのみ刃部が残っている。）

第15表貝刃観察一覧

挿図番喜号 出土地 計測値 (cm/g)

迅図版物 号号 層序 たてよこ璽餓
分類 加工状況

第23圏 B-37 加工は丸みのある形態の輪郭を変えることなく縁辺部に限定される
図版22 6.5 7.3 120 I 
l I層 範囲は上半緑辺部におよぶ。 ゜

2 表採 5.7 7.0 106 V 
加工部を復元してもl厚みから小型と判断される。加工後、四角形の
形態を示す。

C)シャコガイ製貝斧

シャコガイ製貝斧の未製品が1点得られている。シャコガイのちょうつがい部を利用したもので、大まかに荒

割りをした後、細かい打割調整で貝斧の全体形を整えている。外側表面は放射肋のうねの起伏が激しい為、大き

く打割されておりわずかに残る表皮の部分には多孔がみられ水磨を受けているようである。内面のちょうつがい

部はかなり厚みがあり 、比較的大型のものを利用しているようである。

刃部の研磨を行えば、すぐにでも十分に使illすることができる責料である。又、貝斧の製作工程の様子もうかが

える。

第16表 シャコガイ製貝斧観察一覧

挿迫物図番番号号
出土地 計測値(cm/g) 

備考
陪序 たてよこ厚み重砧

多孔は内面にはなく 、外側（表面部）のみである。又、打割によ って

第24図 B・C-17 
20.7 6.9 5.7 750 

剥離された部分に多孔はみられないことから死貝を利用した物で、

l 石積み 加工後に水磨を受けたものではないと考えられる。内部は黒く変色

している。
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d) スイジガイ製利器

スイジガイ製利器の出土は 1点のみである。かなり水磨を

受けた痕がうかがえる。腹面部やや上部に縦、横と 1.8cm程

度の孔を穿ってある。刃部の研磨はにぶいように思われる。

突起部の表面にも少々研磨が残るが、左右両側とも欠損し不

明瞭になっている。裏面の研磨は一度で行われており 、何度

も研磨しなおしたような痕跡はみられない。刃縁は刃が欠け

ており鋭さがみられず、使用の痕をうかがわせる。

突起の研磨は⑥番突起も施されており 、稜線が確認される

が研磨は弱い。突起部の研磨がニカ所施されているのは木綿

原遺跡叩 I、大原貝塚は61でも出土している。

スイジガイ製利器の出土例は多く 、大原貝塚で22点、その

他木綿原貝塚、名蔵貝塚群 <oln、久里原貝塚 山ヽ） などにみら

れる。また、奄美諸島および沖縄県内の造跡から出土したス

イジガイ製利器をまとめた上原静氏の論文があり はOJ、下記

の観察表も上原氏の分類に従った。

第17表 スイジガイ製利器観察一覧

ヘ
¥

I

 

喜

〉
~

第22図

之
②

-f

e

,
 

a
 
／
 

八
ー
ク①

利器の突起番号と各部の計測位置

挿1:x1番号 竹~"突起の保{i状況
))部形態

i本部と'},]
休部のイし(cm) 各部の計測(cm/g) 

図版番り 1,:1i1r: w /)"J 、
!Iii 老

以乞,,;i,€諷 部 縁の位il'.t 位 形 類 ill: 
追物番り T血形佃11面形 n 状 l・-1;・m・ ―’ : i1 b C d e 

屈

第231:J.J ①横刃
C 

たて・よこ
突起のfiJflitは①

B-31 
図版22

[]),:-1 
▲● xx● .... 円メJ 片刃 有

⑥横刃
I rJ-fL I a 15 4.4 9.2 6.'I 14. 7 ~00 と⑨の2カ所施

8 股！面
1.9X I 8 

されている。

)・ しjyl) ▲ ：附））突起、 ● ：完令保存突起、 x:全欠m突起

注I. 「ピロースク迅跡」石J1(di文化財，;J乱介骰告・Ji'第六り

,Tt 2. 「カンドウ原逍跡」沖縄県文化財調介報告，'1第58集

註

ィi厨TIT教-ff委員会

沖縄県教-ff委員会

1981年3月

1984年3月

nt 3 • 「下llli,,;(JPゑ・Jd1浜具塚」沖縄県文化財，JM1f報’占，＇｝：第 74秘

「トゥグル浜遺跡」沖縄県文化財調査報告);,第66集:11、:4. 

-．3
 
t
 

••• 

'
 

1
9
 

註 6.

1986年3JJ 

「木綿原貝塚」読谷村文化財訊）介報告，'r第5躯
「大原具塚群」沖縄限文化財調介報告占第32集

沖縄県教有委員会

沖縄県教有委員会 1985年

成谷村教脊委員会

沖縄県教育委員会

1978年

1980年

壮 7.「名蔵且塚群」沖縄県文化財調在報告占第37集

註 8. 「久＇且／原貝塚」伊平届村文化財調介報告11::第 l集

註 9.

1, 縄県教育委員会

(JI平屋村教有委員会

「いわゆる南島出上の具製利器について」「南島考占7りJ

1981年

沖縄考占学会

1981年3Jl 

1981年
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I I I I I I 

第23図貝製品 1
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O 5cm 

第24図貝製品2 (貝斧未製品）
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(9)骨製品

l点だけの出土で、第25図に示した。荒く削っただけの資料であるが、形を整える段階のものか完成品なのか

判然としない。平面形は長方形状を呈すが、先端部の方へ若干細くなっていく 。横断面は身の部分が楕円形状で、

先端部は扁平になる。ヘラ状につくられており 、基部は破損している。 カンドウ原追跡 1,,111やビロースク辿

跡 ,,121では研磨仕上げのものや研磨がみられないものなどが報告されているが、本製品はそれらのものとは若干

趣を異にしている。

牛 ・馬などの大型獣の骨が利用されており 、現存長約3.4cm、最大幅約1.0cm、最大厚約0.7cm、重さ約23g。B-

30第Il層の出土。

註

注 I.「カンドウ｝）；（逍跡一淮 ・排水T用に係る緊急発掘，料査ー」 沖縄県文化財調．在報告，！｝：第8集 沖縄県教脊委員会 1984年3)]

註2.「ピロースク逍跡」石垣市文化財調査報告内第六乃 石垣市教脊委貝会 1983年3月

cぅ

R 0 3cm 

I I I I 

第25図骨製品 図版3 骨製品

(10)石器

明確に種類の判明するものは石斧 l点、敲き石2点、石llll2点、砥石1点である。石皿の小破片を除く 6点を

第26・27図に示した。以下、種類別に簡単に述べるが、法批や石質などは第18表に示した。

石斧

第26図lに示すもので、粗いつくりのものである。表面からみると刃祁が右側ヘカープしている。刃は円刃で

ある。現賓料の平面形は短冊状を呈すが、右側面には敲打による凹み部がみられる。横断面はレンズ状をなすが、

右側は蔽打により丸味を持つ。左側面も打割調整痕を明瞭に残す。研磨は刃部を比較的丁寧に施すものの、身の

部分は表面中央部にみられるだけでほとんど研磨が及んでいない。断面もやや右側へ反っている。両刃を呈し、

刃は鈍くなっている。頭部は右側の端部にやや滑らかな部分がみられるものの、大きく割れた而をそのまま残す。
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敲打器

第26図2・3に示すものである。 2は平面形がいわゆる石鹸状を呈すもので、表裏而及び両側面に凹み部がみ

られる。両側面のものは表公面のものより深い。側面は4而とも敲打痕がみられる。側面部はほぽ全面に敲打が

及び平坦に近い状況をなすが、 卜.下端部のものはやや右側寄りに敲打痕が著しくみられる。表裏面は滑らかな手

触りである。

3は棒状のもので、柚断面が桁円形状を呈す。表裏面は磨かれており滑らかで、4側面には敲打痕がみられる。

特に上下端部は敲打痕が著しく上端部は裏側へ欠けている。上下端を主に使用したようである。

石皿

3点得られており 、2点を第27図4・5に示した。 2点とも厚みのある大きな板状の石が利用されており 、5

は極小破片で全体の状況は不明。4は図の上下端は製作時の面を有すが、左右の面は大きく破損している。現存

の査料からみると長方形状のものであったかと想定される。表面だけが使用されており 、凹面を形成する。

砥石

第27図6に示すもので、半欠品の査料である。1厚みのある板状のもので、平面形は長方形状のものである。表

面と右側面がよく使月lされており 、滑らかな面を形成している。左側面も若干使われているが下端部と裏面は使

用されていない。

第18表石器出土一覧

挿図番胃号号
法 蠍

誓版 種類 長さ 幅 原さ 重さ 石 質 出土地点 備 考
物号 (cm) (cm) (cm) (g) 

第26図
図版23 石斧 9.0 5.4 2.6 185 緑色片岩 表採 完形
l 

2 敲打器 9.8 6.6 4.3 400 ？岩 表採 完形

3 敲打器 l l.4 6.1 -1.2 460 ？岩
B-25 

完形
第III~ 

第27図
B-6 

図版23 石fill l 7.8 6.3 4500 石灰岩
第II層

両端が欠損

4 

5 石皿 4.8 240 花こう岩 （細粒）
D-26 

破片
第 I層

6 砥石 8.0 5.3 750 砂岩
13-6 

半欠品
第 I層
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10cm 

第26図石器 (1)
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 ＼ーロ

5
 

゜
10cm 

6
 

第27図石器 (2)
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(11)貝類

本追跡で出土した貝類は、腹足綱(1枚貝） 3科 3種 ・（巻貝） l8科73種 ・（陸産貝） 1科 2種、斧足絹（二枚貝）18 

科40種、甲殻類 1科 1種、頭足綱 l科 1種の計42科120種である。出土総数は4,581個で、陸産貝55個、巻貝2,085

個、 二枚貝2,432個、一枚貝 7個、甲殻頬 1個、コウイカ科 1個である。貝の出土状況ー買は第22表に示したと

おりである。

軟体 ・甲殻類動物造存体種名一覧

1次体動物門PhylumMollusca

a. 腹足綱 Gastropoda 

オオベッコウガサガイ Cellana Lesudinaria(Linne') 

リュウキュウウノアシ Patelloidasaccharinalanx 

(Reeve) 

ニシキウズ Trochus maculalus(Linne') 

ギンタカハマ Tectus pyramis(Gorn) 

サラサバテイ Tectus maximus(philippi) 

チョウセンサザエ Marmarostoma rostma(Linne') 

ヤコウガイ Lunatica marmorata(Linne') 

オオベ‘ノスガイ Lunella cinerea(Gorn) 

コシダカアマガイ Ritena plicata(Linne') 

キバアマガイ Ritena plicata(Linne') 

ニシキアマオブネ Amphinerila polita(I、innc')

アマオブネ Theliostyla albicilla(Linne') 

オオマルアマオブネ Rilena chamaeleon(Linne') 

オニノツノガイ Ccrithium nodulosum(Bruguie're) 

コオニノツノガイ Cerithium columna(Sowcrby) 

マガキガイ Conomurex luchuanus(Linne') 

クモガイ Lambis lambis(Linne') 

ラクダガイ Lambis trucata(LighlfooL) 

スイジガイ Harpago chiragra(Linnc') 

ゴホウラ Tricornis latissimus(Linne') 

ホウシュノタマ Tectonatica lurida(Philippi) 

トミガイ Polinices pyriformis(Re'cluz) 

ヘソアキトミガイ Polinices flemingiana 

リスガイ Mammilla opaca(Re'cluz) 

ハナビラダカラ Monetaria annulus(Linnc') 

ハナマルユキ Ravitrona caputserpenlis(Linne') 

ホシキヌタ Ravitrona caputserpenlis(Linne') 

コモンダカラ Erosaria erosa(Linne') 

ヤクジマダカラ Arabica arabica(Linne') 

ホシダカラ Cypraea tigris(Linne') 

ハチジョウダカラ Pcribolus mauritiana(Linne') 

シノマキ Lampusia pileare(Linne') 

シオボラ Cymatium muricinum(Roding) 

ホラガイ Charonia trilonis(Linne') 

シロナルトボラ Tutufa bubo(Linne') 

イワカワトキワガイ Malea ponum(Linnc') 

テングガイ Ch' ' 1coreus ramosus(Linne) 

ガンゼキボラ Chicoreus brunneus(Link) 

オオガンゼキボラ Ch' 1coreus m1crophyllus(Lamarck) 

ツノレイシ Menalhais tuberosa(Roding) 

シラクモガイ Mancinclla armigera(Link) 

ツノテッレイシ Mancinclla hippocaslanum(Linne') 

アカイガレイシ Drupa spalhulifera(Blainville) 

ムラサキイガレイシ Drupa morum(Roding) 

ホ‘ノスジテツボラ Purpura persica(Linne') 

マルニシ Latirolagena smarahdulus(Linne') 

イトマキボラ Pleuropioca Lrapezium(Linnc') 

チトセボラ Fusinus nicobaricus(Roding) 

リュウキュウッノマタ Lalirus polygon us(Gmelin) 

ナガイトマキボラ Pleuroploca filamenlosa(Roding) 

ヒメイトマキボラ Pleuroploca trapezium audouini(Jonas) 

コオニコブシ Vasum turbinellus(Linne') 

ヒメチョウセンフデ Milra episcopalis(Linne') 

イモフデ Pterygia clactylus(Linne') 

チョウセンフデ Milra mitra(Linne') 

サツマビナ Oliva annulata amclhyslina(Rocling) 

マダライモ Virroconus ebracus(Linne') 

ヤセイモ Virgiconus emacialus(Reeve) 

キヌカッギ Virgiconus flavidus(Lamarck) 

イボシマイモ Virgiconus liviclus(Bruguiere) 

イボカバイモ .' Virgiconus drslans(Brugure re) 

ヤナギシボリイモ Rhizoconus milcs(Linne') 

サラサミナシ l~hizoconus capilaneus(Linne') 

カバミナシ Rhizoonus vexillum(Gmelin) 

クロミナシ Conus marmoralus(Linne') 

ゴマフイモ Puncticulis pulicarius(l3ruguie're) 

ニシキミナシ Denclroconus sしriatus(Linne')

アンボンクロザメ Lilhoconus lilteratus(Linne') 

キバタケ Oxymeris crenulatus(Linnc') 

ベニタケ Terebra maculata(Linne') 

ウシノツノガイ Subula arcolata(Link) 
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コウダカカラマッガイ Siphonaria laciniosa(Linnc') 

ウスカワマイマイ Fruticicola (Acusta)despecta 

(Sowerby) 

クロイワオオケマイマイ

Acgista(plcctotropig)rnackcnsii(Adarns&Reevc) 

b. 斧足絹 Pclecypoda 

工ガイ Barbatia decussata(Sowerby) 

ベニエガイ Ustularca bicolorata(Dirrwyn) 

クロミノエガイ 13arbatia cruciata(Philippi) 

リュウキュウサルボウ Anadara anliquata(Linnc') 

ソメワケグリ GI ycyrnens reerei(¥ layer) 

キクザル Chama renexa(Reeve) 

シロザル Chama brassica(Reeve) 

ヒメジャコ Tridacna crocca(Larnarck) 

シラナミ Triclacna elongata(Larnarck) 

ヒレジャコ Triclacna squarnosa(Lamarck) 

ヒレナシジャコ Persikirna derasa(Rocling) 

シャゴウ Hippopus hippopus(Linne') 

カワラガイ Fragurn uneclo(Linne') 

リュウキュウザルガイ Vasticarcliurn navurn(Linne') 

アサザル Vasticarclium alternalurn(Sowerby) 

リュウキュウヒバリガイ Vlodiolus agripeta(lredalc) 

ホ‘ノスジイナミガイ Gafrarium pectinatum(Linnc') 

アラスジケマンガイ G f ・ a rnrium tum1clum(Rocling) 

カイシアオリ lsognornon pcrnurn 

ミドリアオリ Pinclada maculata(Gould) 

クロチョウガイ Pinctada rnargarilifera(Linne') 

オハグロガキ Saxostrca mordax(Gould) 

シャコガキ Pretostrea hyotis(Linne') 

クロフトマヤガイ C . ara1ta vancgata(Brugu,c re) 

シレナシジミ Gcloina papua(Lcsson) 

ウラキッキガイ Codakia paytenorurn(lrcdalc) 

ヒメッキガイ Ctena divergens(philippi) 

カネッケザル Chama iostorna(Conrad) 

シマザル Chama divaricata(Rccve) 

ケイトウガイ Chama dunkeri(Lischkc) 

ヒレインコ Chama lazarus(Linnc') 

ヌノメガイ Ptcriglypta puerpcra(Linne') 

アラヌノメ Pteriglypta reticulata(Linne') 

マルオミナ工｀｀、/L1oconcha castrcns1s(L111nc) 

リュキュウマスオ Asaphis dichotoma(Anton) 

リュウキュウシラ トリ Quiclnipagus palalum(lreclale) 

サメザラ Scularcopagia scobinata(Linne') 

モチゾキザラ Cyclotellina remies(Linne') 

イソハマグリ i-¥tactodea slriata(Gmelin) 

c, 頭足綱

コウイカ Sepia esulenta(Hoylc) 

d. 甲殻綱

ミナミクロフジツボ
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第28図は層序別に貝類の出土状況をまとめ

たものである。

一認表（第19表）に列記した石栢み周辺から

出土したものは、表採ということではずし I

附から1V思までの発掘で培位的に出土したも

ののみを図に表示した。

第28図では I陪からの出土が最も多く 48.2

％を示している。その次に出土批が多いもの

はII屑で32.9%、III層は6.5%、N思になると

ほとんど貝は出土しない。このことからする

と貝類は上陪の部分に躾中してみられること

がわかった。

表示した I層からN層までの貝をまとめる

と87.7%を占め、その他の石積み周辺で採集

されたものは11.2%のみである。

第19表はその個体数と比率を求めたもので、

I培から III陪までに多く出土しているのは図

示したグラフのとおりで I層は1,629個と最

も多い。北側石栢みから190個の出土があり 、

皿陪とほぼ同数程度の蜀である。

第29図は本辿跡から出土した全ての貝種の

うち、屈的に最も多く主体となる貝を多い順

に10位まで抜き出し図示した。

ヒメジャコが最も多く 22.2%を示す。チョウ

センサザエは殻よりフタの破損率が低くフタ

の出七が多い。フタは14.8%である。

1位から4位までは比率構成でも69%を越え、

個数でも2,345個休出土しており 、本追跡で

の主体となる貝と考えられる。

5位以下になると絨も減り 、10%以下になる。

出土個数も350個体を下まわるが、全体の出

土紐 (3,379個）に対して 1位から10位 まで

の出土が全体の82%を占めているのはやはり

同種類の貝を多く採っていたことがわかる。

第20表をみてもわかるとおり 、 1位のヒメ

ジャコは753個出土しており 、同じシャコガ

イのうちでもシャゴウとシラナミはその個1本

数が少ない。

第28図

I層

II層

m屈

w層

第19表

屁序 表採
石積み 北側 南側

石積み
石稽み

と表採 石精み 石積み 追構内

個体数 28 20 190 8 96 2l 

比率 0.8 0.5 5.6 0.2 2.8 0.6 

附ii茅
石積み逍 北側

I陪 11培 Ill陪 IV層
構内出土 土堤

個体数 23 5 1,629 l,ll2 220 6 

比率 0.6 0.1 48.2 32.9 6.5 0.1 

第29図

30 

20 

I 0 

゜

゜

第20表

ヒ

メ

ジ

ャ

コ

層序別出土状況

2
 
8
 

1
1
14
 

10 

サ

ラ

サ

パ

テ

イ

チ

ョ
ウ

セ

ン

サ

ザ

ェ

（
フ
タ

）

20 30 40 50 60 

％ 

出土地別個体数と比較構成

主体貝上位 10種

リ
ュ

ウ

キ

ュ
ウ

マ

ス

オ

ウ

ス
カ

ワ

マ

イ

マ

イ

オ

ニ

ノ

ツ

ノ
ガ

イ

シ

ラ

ナ

ミ

シ
ャ

ゴ

ウ

マ
ガ

キ

ガ

イ

カ
ネ

ッ

ケ

ザ

ル

主体貝の個体数と比率構成

順位 貝種 個体数 比率

l ヒメジャコ 753 22.2 

2 サラサバテイ 648 19.1 

3 チョウセンサザエのフタ 503 14.8 

4 マガキガイ 44l 13.0 

5 シャゴウ 120 3.5 

6 シラナミ 95 2.8 

7 オニノツノガイ 65 1.9 

8 リュウキュウマスオ 60 1.7 ， ウスカワマイマイ 52 1.5 

10 カネッケザル 51 1.5 
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凡例

生息場所の記号は下記の種系によって表した。

第21表 貝の生息地の分類

外洋～内湾 水深 底 質

I 外洋 ・サンゴ礁域

゜
潮間諮上部 (Iではノッチ、 mではマングローブ） a 岩盤

I 怜）]/If]叶；：叶I • j'. 吝I¥ b 転石

II 内湾 ・転石地域 2 亜潮間帯上緑部 (Iではイノー） C 岩礫底、砂泥底、砂底

3 干瀬 (Iにのみ適「IJ) d マングロープ植物上

ill 河口干渇 ・マングロープ域 4 礁斜面およびその下部 e 淡水の流入する礫底

I¥' 淡水域
5 止水

6 流水

7 林内

V 陸域
8 林内 ・林縁部， 林縁部
10 海浜域

\~ その他
11 打ち」._,ず物

12 化石

（い 11df古我地原貝塚 1987年12月より）

個体数の多1出は下記のようにおこなった
l . な貝は殻頂音IIを布する貝と、殻頂は欠拍しているが3;,1以上残存している完形に近い貝を 1個休とした。
また、リュウテンサザ工科の貝は殻数／盗数を示し、その多い方を最小個体数とした。

2 -_:, 枚具は殻T打を介する貝を左右それぞれ集計し、その多い方を最小1~11本数とした。

3. 迭貝 ．一．枚貝とも、個体数を符出できる貝はなく、殻町が欠似し破損のいちじるしい具だけが出 Lした場合に限り、

l片でも数片でも 1個休とした。

貝頻の分類は、主に白井祥平 「原色沖縄海中動物生態図鑑Jを参考にし、下記の図鑑から補充した。

l . 白井祥平著 「原色沖縄海中動物生態図鑑」 1977年新生図書

2. 波部忠重 ・小管貞男共著 標準原色図錯全集3 「貝」 1977年保育社

3. 吉良哲明著 増補改訂版「原色El本貝類固鑑」 1964年保育社

4. 波部忠重著 「続原色日本貝類図鑑」 1962年保育社

5. 奥谷喬司著 自然観察シリーズ18生態編「日本の貝」 1983年小学館

6. 池原貞雄 ・初島住彦著 〈生態写真集〉沖縄の生物 1976年 沖縄生物教育研究会編著

7. 波部忠重 ・小管貞男共著 原色世界貝類図鑑 l966年保育社

8. 監修 • 海中公園センター 沖縄海中生物図錯 「貝」 1988年新生図習

・リュウテンサザ工科のチョウセンサザエ、ヤコウガイについては殻と蓋の両方の個数とも数え、個別に示し

た。

・ニ枚貝は殻頂を有する貝を左右それぞれ個別に集計し、その多い方を最少個体数とした。

・巻貝、 二枚貝、その他、個体数に数えられない破片は貝種の確認の惹味で ．を記号として付した。
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(12)脊椎動物遺体

l. 検出された脊椎動物

脊椎動物門

I 硬骨魚綱

スズキ目

ベラ科

ベラ類

ブダイ科

ナンヨウブダイ

ナガブダイ

種不明

フグ目

カワハギ科

屈 ・種不明

II 爬虫絹

ウミガメ科

屈 ・種不明

ID 烏綱

キジ目

キジ科

ニワ トリ

N 哺乳類

食肉目

イヌ科

イヌ

ネコ科

ネコ

偶蹄目

イノシシ科

イノシシ屈

ウシ科

ウシ

動物追体種名表

Phylum VERTEVRATA 

I Class Osleichthyes 

Order Perciformes 

Family Labridae 

Gen. ctsp. incleし

Family Scaridae 

Scarus gibbus 

Scarops rubrouio/aceus 

sp. indet 

Order T elraod ont1formes 

Family Aluceridac 

Gen. etsp. indet. 

II Class Reptilia 

Family Chclonidae 

Gen. ctsp. indet 

ill Class Aues 

Order Galliformes 

Family Phasianidae 

Celius gel/us uar. domestivus 

IV Class Vlammalia 

-72 -

Oeder Canivora 

Family Canidae 

Canis jamiliaris 

Family Felidae 

Fe/is catus 

Order Artiodaclyla 

Family Suidae 

Sus sp. 

Family Bovidae 

Bos taun,s 

金 子 浩 昌



2. 出土した動物骨の概要

西遺跡に比べると出土した骨の砿、動物種は少ないが、西遺跡にみられなかったニワトリ 、イヌ、ネコの骨が

出土している。東辿跡の方がより古いと考えられているのにニワトリ、ネコなどのあるのは、これらが新しいも

のの混入ではないかという疑いをもたせる。

1 . 魚類

ベラとブダイを主とするあり方は西遺跡と変らない。西遺跡のような小型の魚の骨は検出されていないが、保

存されている可能性はあろう 。

2. 爬虫類

ウミガメの甲板、肢骨片が若干ある。

3. 烏類

ニワトリ

すべて第I陪の出土で新しいもののようである。骨質もそのような感じである。大小の標本があり 、おそらく

雌雄の違いであろう 。

第23表魚類遺存体

El＼ ・t1名種名 ・部位
B-19 8-25 

表土 II附

ベ
ラ A ,~--1. —L 土 _L  

科 l I 

ス ブダイ R+L 

ズ
キ プ
目 ダ ナンヨウ 11_.J_L 
イ プダイ
科

ナガブダイ R__1_L 

背びれ棘

主上顎骨

前鰹菟骨

そ 不 主鯉蓋骨
の
他 明 舌顎骨

脊椎骨

ひれ棘

破片

合 計 J l 

凡例右前上顎骨 1左前上顎骨

右歯骨左歯骨

B-30 B-30 B-32 B-34 B-35 

I席 rr屈 I陪 I陪 I培

土
J 

ナ -t-

l 

4 

l 

I 

1 11 

6 

2 l l l 23 

右上咽頭骨 I左上咽頭骨
下咽頭骨

-73 -

B-37 

I層

I 

1 

C-10 C-19 D-26 
不明 合計

表採 表採 II I~ 

土
3 

f- ＋ 2 l 
土 ー」」

ーし 土
1 I 

I I 

I 

4 

l 2 

l 

12 

l l 

l 8 

l I l 4 38 



4. 哺乳類

ネコ

おそらくイエネコであろう。成獣個体の標本のみである。標本は断片的であるが、埋没の経緯は明らかでない

が、 包含界の樅乱によ っ て辿体が散在するに至っ たのであろう 。 本）•卜1 の中 、 回近世辿跡から出土するイエネコと
ほぽ同大か、やや大きい位の標本であった。

イノシシ属

I層出土のものも含めごく少祉の骨が検出されているのみである。この査料で全体の埋存虻を西追跡と比較で

きるかどうかはまだ明らかではない。これらの骨の保存状況、大きさは西逍跡の標本と変る ことはないようであ

る。イノシシ属としたのはブタも含まれると考えたからである。

第24表 ウミガメ類 第25表ニワト リ

クロ〗扇： 背甲板 肢骨片 合計 グリッ ド

B-30 Il層 l l 

B-32 I培 1 l 

D-27 I培 l 1 B-35 I I習

不明 2 2 4 

第26表イヌ

グリッド

C-18石栢

部位 個数 C-25 I居

L M, ＾ 白

第27表ネコ

~ 
[3-16 f3-25 B-33 

II 北石積 II I 

R L R L R L 不明 R L 

上腕骨 逃、土fU-J_叫1而9 l l 

逃可止-'-・均屯而I J 

大腿骨 骨体 1 

l I 

腔 骨

破 片 3 

合 計 l 

゜゚
l l 2 3 

゜
I 

第28表イノシシ属

訂 R下顎C含 R下顎dm, R下顎 Ml未出） 胸椎骨 R尺骨

B-30 I陪 l 

B-32 I膀
l 

B-33 I陪 1 

B-35 II陪 l 

C-19表採 l l 

合計 I 1 l l 2 
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部位 個 数

L上腕骨 l 

L撓骨 1 

R大腿骨 l 

R胚骨 L 

L腔骨 l 

R烏口骨 2 

L大腿骨 1 

計 8 

C-25 D-26 

I I 合計,~ L R L 
2 

l 

l 

2 

l l 2 

3 

゜
l l 

゜
I l 

L大腿骨（遠位端） 合 計

l 

l 

l l 

1 

l 

2 

l 7 



第29表ウシ

部位 下顎骨
椎体 肋骨 肩甲骨

撓骨 大腿骨
距骨

足根骨

グリッド・層位 関節突起 近位部 骨体 第4中心

R I 

B-17南石積 L 

不明

R 

B-29 I L 

不明 1 

R 

I L 

不明 1 
B-30 

R 

II L l 1 

不明

R 1 

B-32 I L l I 

不明

R ］ 

B-33 I L l 

不明

R 

B-34 I L 

不明 2 

R 

B-37 I し

不明 1 

R 

C-18 石積 L 

不明 l 

R 

C-21 表採 L 1 

不明

R 

C-25 I L 

不明 1 

R 1 

D-27 I L 

不明

R I l l l 

合計 L l 1 2 l l 

不明 7 
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(13)人骨

土肥直美

l . はじめに

新里村遺跡において出土した埋葬人骨について報告する。調査は沖縄県教育委員会によって1986年から1988年

に行われた。人骨の年代については考古学的所見からグスク時代と考えられている。出土した人骨は男性3体、

女性 1体、性別不明若年1体の計5体分である。

2. 人骨の所見

B-16: (性別不明 ・若年）

本人骨は仰臥伸展位と推定される埋葬人骨である。ほぽ全身骨片が検出されているが、全体的な保存状態は悪

い。四肢骨は華奢で、下顎第3大臼歯の歯根部が未完成で未萌出だったと考えられることから、20歳前後の若

年と推定した。性別は不明である。大腿骨骨体部に前後方向の扁平傾向が認められた。また、中手骨と指骨には

遠位端が細く、ほとんど骨が溶解しているような病的所見が認められた。病変の詳細な検討については今後に譲

るが、興味深い所見である。歯式を下に示す。

・ .¥,l. M, / / 0 0 0 j O O O / / / / 
(M3) (此）

o: 歯槽開放 ・： 遊離歯／：破損 （上顎は破損）

B-29北側土堤： （男性 ・成人）

右）＜腿骨骨体中央部片と左腔骨遠位部が検出された。いずれも骨質が頑丈であることから成人 （詳細な年齢は

不明だが20歳以上と思われる）の男性と推定した。腟骨には竹膜炎の痕跡が認められる。

B-3 0 1層： （女性 ・成人）

頭蓋骨小片が少誠、左右の上腕骨骨体部、右尺骨近位部片、 左大腿骨片が検出された。上腕骨が細く 華奢であ

ることから女性と推定した。尺骨肘頭部に炎症の痕跡が認められた。

B-3 0 : (男性 ・成年）

顔を西方に向け、手足を曲げた側臥屈位の埋葬人骨である。頭蓋骨の大部分と左の下腿骨が失われているが、

ほぼ全身の骨片が検出されている。四肢骨は頑丈で筋付箔部の発達が明瞭であることから性別は男性と推定 した。

年齢は歯の咬耗がそれ程進んでいないことから 20代から 30代の成年と考えられる。また、本人骨には左撓骨

遠位部に骨折痕と思われる病変が、右下腿骨と右尺骨近位部には広汎な骨膜炎の痕跡が認められた。残存する歯

の歯式を以下に示す。

0 M'¥if'P' P'0  / I' 

X M, X Pe P, C O O I O O O O Pe X O M, 
0: 歯槽開放x:歯槽閉鎖／：破損 ．： 遊離歯

B-3 2 1層： （男性・熟～老年）

出土状態は不明であるが、頭蓋骨片と下肢骨片が検出されている。四肢骨はやや華奢であるが、側頭骨乳様突

起の発達が顕著であるこ とから性別は男性、下顎骨はほとんどの歯が生前に脱落し歯槽骨の吸収も進んでいるこ

とから年齢は熟年？老年 (60歳代程度）と推定した。大腿骨および腔骨には広汎な骨膜炎の痕跡が認められる。

歯式は以下の通りである。

I I I I I x O x~x O O x xx  x / 

o: 歯槽開放x:歯槽閉鎖／：破損 （上顎は破損）
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図版4 上：新里村東遺跡近景 下：作業風景
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1 ~ 5 : 作業風景 6 : 遺物出土状況
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図版6 上：新里村東遺跡・調査区近景 下：検出された建物跡
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図版7 土留め石積み検出状況 C-22.....,24グリ ッド
（上 ：西側より 下 ：北側より）
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図版8 土留め石積み検出状況 A・B-9 ~11グリ ッド
（上 ：東側より 下 ：北側より）
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図版10 上：グリ ッド西壁 下：人骨検出状況 (B-30グリッド）
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図版11 遺物出土状況
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図版12 上：花城ガー全景 下：作業風景
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図版14 土器 (2)
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図版16 土器 (4)

-92 -



~ 
2
 

5
 ー

ぃ
4
 

- ・ ＇ →璽•
':• 

呵＇
7
 

言

3
 

6
 

8
 

二~-」、
，
 

10 

図版17 青磁
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図版18 白磁
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図版22 貝製品1
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図版23 石器1 • 2 
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図版24 貝類 1 (巻貝）

上

l . オオベッコウガサガイ

2. リュウキュウウノアシ

3. ニシキウズ

4. ギンタカハマ

5. サラサバテイ

6. チョウセンサザエ

7. チョウセンサザエのフタ

8. ヤコウガイ

9. ヤコウガイのフタ

10. オオベソスガイ

l l. コシダカアマガイ

12. キバアマガイ

13. ニシキアマオブネ

14. アマオブネ

15. オオマルアマオブネ

16. オニノツノガイ

下

18. マガキガイ

19. クモガイ

20. ラクダガイ

21. スイジガイ

22. ゴホウラ

23. ホウシュノタマ

24. トミガイ

25. ヘソアキトミガイ

26. リスガイ
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図版24 貝類 1 (番号は表と一致）スケールの一目盛はIcm 
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図版25

上

貝類2 （巻貝）

27. 

28. 

29. 

30. 

31. 

32. 

33. 

35. 

36. 

37. 

38. 

39. 

下

40. 

41. 

42. 

43. 

44. 

45. 

46. 

47. 

48. 

49. 

50. 

51. 

52. 

53. 

55. 

56. 

57. 

58. 

59. 

60. 

ハナビラダカラ

ハナマルユキ

ホシキヌタ

コモンダカラ

ヤクジマダカラ

ホシダカラ

ハチジョウダカラ

シノマキ

シオボラ

ホラガイ

シロナルトボラ

イワカワトキワガイ

テングガイ

ガンゼキボラ

オオガンゼキボラ

ツノレイシ

シラクモガイ

ツノテッレイシ

アカ イガレイシ

ムラサキイガレイシ

ホソスジテツボラ

ァッキガイ科

マルニシ

イトマキボラ

チトセボラ

リュウキュウツノマタ

ヒメイトマキボラ

コオニコプシ

ヒメチョウセンフデ

イモフデ

チョウセンフデ

サツマビナ
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図版25 貝類2 (番号は表と一致） スケールの一•目盛は 1cm
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図版26 貝類3 (巻貝・ニ枚貝）

上 ：巻貝

61. マダライモ

62. ヤセイモ

63. キヌカツギ

64. イボシマイモ

65. イボカバイモ

66. ヤナギシボリイモ

67. サラサミナシ

68. カバミナシ

69. クロミナシ

70. ゴマフイモ

71. ニシキミナシ

72. アンボンクロザメ

74. キバタケ

75. ベニタケ

76. ウシノツノガイ

77. コウダカカラマツガイ

78. ウスカワマイマイ

79. クロイワオオケマイマイ

下 ：二枚貝

80. エガイ

81. ベニエガイ

82. クロミノエガイ

83. リュウキュウサルボウ

84. '. ノメワケグリ

87. ミドリアオリ

88. クロチョウガイ

89. ヒオウギ属の一種

90. メンガイ属の一種

91. オハグロガキ

92. シャコガキ

94. シレナシジミ

95. ウラキッキガイ

96. ヒメッキガイ

97. カネッケザル

98. シマザル

99. ケイトウガイ

100. ヒレインコ
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図版26 貝類3 (番号は表と一致）スケールの一目盛は1cm
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図版27 貝類4 (二枚貝）

上

103. ヒメジャコ

104. シラナミ

105. ヒレジャコ

106. ヒレナシジャコ

107. シャゴウ

下

108. カワラガイ

109. リュウキュウザルガイ

110. アサザル

11 l. ホソスジイナミガイ

112. アラスジケマンガイ

113. ヌノメガイ

114. アラヌノメ

115. マルオミナエシ

116. リュウキュウマスオ

117. リュウキュウシラトリ

118. サメザラ

119. モチヅキザラ

120. イソハマグリ

122. ミナミクロフジツボ
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図版27 貝類4 (番号は表と一致）スケールの一目盛は Icm 
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図版28 骨 1

上：サカナ

l . ベラA 下咽頭骨

2. ブダイ 左前上顎骨

3. 種不明背鰭棘

4. 種不明 主上顎骨

5. 種不明 前鯉蓋骨片

6. 種不明 主鯉蓋骨片

7. 種不明舌顎骨

8. 種不明脊椎骨

9. 種不明

下

ウミガメ

1 . 肢骨片

2. 背甲板

ニワトリ

ひれ棘

3. 左上腕骨

4. 左大腿骨

5. 左撓骨

6. 右大腿骨

7. 右胚骨

8. 右 烏口骨

-108 -



5

9
竃

．．
 遍
一~

£

rA汎
3
4

9し
笠
督
誓
.

.

 
濯

n艶

"7

冒

＼

l
6-
一

；

ヽ

―図版28 骨 1 (スケールの一目盛は Icm) 

-109 -



図版29 骨2

上

ネコ

l . 腟骨

2. 左腔骨

3. 右上腕骨遠位端

4. 右大腿骨遠位端

5. 左上腕骨遠位端

6. 左大腿骨

7. 左大腿骨骨休

イヌ

8. 左歯 M,

イノシシ

9. 右尺骨

10. 右下顎犬歯 (6)

l l. 右下顎骨

12. 胸椎骨

13. 右下顎骨 dm4

下

ウシ

左ド顎骨 (P4.M1.M, .~ ふ）
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図版29 骨 2 (スケールの一目盛は Icm) 
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図版30 骨3

ウシ

l . 下顎骨 関節突起

2. 椎体

3. 右 肩甲骨

4. 肋骨

5. 左 大腿骨骨体

6. 右撓骨近位部

7. 左 距骨

8. 左第4中心足根骨
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5
 

図版30 骨3 (スケールの一目盛は1cm)
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図版31 人骨

上 B-16
1. 頭頂骨 ・後頭骨 2. 右側頭骨 3左側頭骨 4. 下顎骨 5. 右上腕骨 6左上腕骨 7右尺骨 8右大腿骨 9左大腿骨

下 B-30
1. 頭蓋骨片 2. 上顎骨 3. 下顎骨 4. 右上腕骨 5. 右撓骨 6. 右尺骨 7. 右大腿骨 8. 左排骨
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新里村西遺跡





第V章 新里村西遺跡

新里村逍跡を通り海に向かう旧道の西側一帯に展開する屋敷囲いの石垣を有する集落で、全体としては 10の

屋敷が確認できた（第32図）。今回の調査はこの集落の北側に位置する第 l~第4号屋敷である。調資の成果は

当時の集落のありかたや生活の様子を垣間見せてくれるものであった。以下に今回の調査成果について略述す

る。

第 1節遺跡
(l)陪序

本遺跡も堆積土は厚くない。各屋敷とも 20cm前後の深さで基盤の古生陪に達する。第2号屋敷内ではチャー

トが露出しているところもみられる。3枚の層が見受けられる。以下に簡記する。

第I層ー暗褐色土思の表土である。ほぽ水平方向の堆積で、厚さは 15cm前後である。遺物はあまり含まない。

第 1]層ー暗褐色を呈すが、やや淡くなる。比較的水平に堆積しており、厚さは 10cm前後で厚くない。遺物は

あまり含まないが、基盤層に掘り込まれた土拡や柱穴内からは第43図8、第44図3に示す土器及び第

63図2の鉄製品 （ヘラ）などの遺物が得られている。

第1II層一古生層の岩盤で、本地域の基盤をなす。岩自体が比較的柔らかく、柱穴が掘り込まれているところも

見受けられる。

(2)追構

屋敷囲いの石栢み、それを切るようにつくられた通用門、屋敷内の柱穴群及び土拡などのほか、第3号屋敷で

は南西側で大きく掘り込んだ穴なども見受けられた。以下、それぞれについて概略を記す。

屋敷囲いの石積み

第 1号～第4号の各屋敷ともほとんど同じような石積みである。 しかし、第3号屋敷の場合には他の屋敷と異

なる状況にあった。

第 1号屋敷と第2号屋敷は接している。石積みは南側がほぽ直線的になり、北側へ略 U字状に張りだすよう

に廻らされる。南北方向に積まれる石積みには、約 lm幅で石積みのない部分がある。屋敷間を行き来した通用

門かと考えられ、第 1号屋敷の東 ・西石積みとも南側寄りに設けられている。第2号屋敷西側石積みではほぼ中

央付近に確認された。南側は調査対象区域外で、石積みの詳細（通用門の有無など）については不明である。ま

た、第 1号屋敷の北西隅では約 5m石積みの途切れた所があり 、そこも屋敷への出入り口かと考えられる。

第 1. 第2号屋敷とも石積みの幅が明確に確認できた場所をみると約2mである。外側 ・内面とも大き目の石

灰岩 (40~60cm大）を配し、中を小さ目の石灰岩（拳大～人頭大）で埋める。両屋敷とも北東隅の角は弧状に

なり、コーナーをつくる。確認できた石積みの高さは2~4段である。

第4号屋敷は範囲が狭いものの、同じような状況の石積みが廻る。

第3号屋敷の状況は昇なっている。第2号屋敷側 （東側）では第2号屋敷西石積みと約2m離れてほぼ平行し

てみられる。第2号屋敷の通用門付近までで、それ以北に石積みはみられない。第4号屋敷との境に石積みがみ

られ、そこでは第 1. 第2号屋敷と同じような通用門が検出された。第3号屋敷は南西側 （第4号屋敷との境の

石積みに接する所）が若干高くなっており、その部分を囲むように石積みが廻る。この石積みは斜面部を押さえ

るように配されており、 2ケ所に石積みの途切れる所 （東側が幅約 60cm、西側が幅約 140cm)が見受けられた。

この石積みは屋敷を囲む石積みとは異なる感じを受ける。
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屋敷内の柱穴群と土拡

第l. 第2. 第4号屋敷においては、屋敷内のほぽ全面に無数の柱穴群が検出され、幾度となく建て替えがあっ

たものと想定された。第3号屋敷の様子は異なり 、石積みで囲まれた南西側に袋状に掘られた穴と 2基の柱穴様

のピットが確認されただけで、他屋敷のような柱穴群は検出されなかった。以下、各屋敷ごとに状況を簡単に述

べる。

①第1号屋敷

ほぼ全面に柱穴群 (300余）が検出された。場所によっては岩盤を掘り込んだ所も見受けられた。ほとんどの

ものが20~40cmほどの円形状を呈し、深さは 20cm前後のものが多い。深いものは 40cm前後のものもある。や

や集中的に検出された所が3ケ所あり、そこでは第33図にみられるような平面プランが確認された。中央付近及

びその東側に 1基ずつ、そして中央付近のものの南側に 1基の計3基である。南側のものは全体を検出していな

い。他の2基は東側のものが長方形状を呈し、中央側のものは略方形状を呈す。東側のものは縦約8m、柚約 5

mで、中央側のものは約6mX約 Sm、南側のものは縦約 Smを測り、横の長さは不明である。

また、東側の石桔みに設けられた通用門の両脇にひとつずつ柱穴が見られる。さらに北西側の石積みが途切れ

る所には4つの柱穴が直線的にほぼ等間隔で検出された。両方とも出入り口にはなんらかの設備が想定された。

②第2号屋敷

第 1号屋敷よりもさらに多くの柱穴が検出されている (500余）。 その他北東側では土坑なども検出されてい

る。柱穴群の状況は第 1号屋敷とほぽ同様で、岩盤を掘り込んだ所なども見受けられた。また、やや狛中的にみ

られる所では平面プラ ンの把握できたものもある。柱穴のほとんどは平面が円形状を呈し、大きさは 20~40cm

ぐらいである。深さは 20cm前後のものが多い。南西側ではこれらの柱穴の倍以上の大きさ ，深さを有するもの

がみられた。

平面プランの判明するものは東側に2基、南西側に 1基の計3基である。その他に平面の南側部分が検出され

たものが北西側で2基みられた。前者の3基をみると束側の2基は略方形状を呈し、南西側のものは長方形状を

呈す。東側の2基の大きさをみると、南側のものは約4mX約3mで、 4本柱の小さな建物のようで、周辺には

土坑も検出されている。北側のものはそれより大きく約6mX約 Smである。また、南側部分の確認ができた 2

基は、南辺の長さがそれぞれ約4mと約 5mである。

南西側で検出されたものは、これらの建物と異なる状況にある。まず、プランとして把握される柱穴が他の倍

以上の大きさ ・深さを有すること 、さらにプランの内側に約 40cmの高さでチャートの岩盤が露頭していること

である。このようなことから、何か特別の意味を持つ高床式の建物が想定された。第2号屋敷の西石垣にほぽ平

行するようにあり 、長軸は南北方向にある。大きさは縦約Sm、横約4mである。

土拡として考えられたものは、東南側で検出された4本柱の建物跡の東側に2基、西側に 1基見受けられた。

東側のうち 1基は岩盤の縁に掘られたもので、約 70cmの隅丸方形状を呈している。もうひとつは 60cmX50cmの

略楕円形状に掘り込まれており、その縁に 10cm大ほどの石灰岩が多く見られる。第43図8の土器はこの土肱か

ら出土している。西側のものは約 100cmX約 60cmの楕円形状に石灰岩が集中してみられるもので、石灰岩は 15

cm前後のものを主体にしている。あるいは東側のものとは異なるものかもしれない。
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③第3号屋敷
本屋敷では前述したように柱穴群は検出されていない。南西側の一角に廻らされた石積み内で掘り込み部が確

認された。最も東側で検出されたものは、直径約 120cmの円形状を呈すもので、袋状に下部が広く掘られている。

北側に隅丸方形状の突出部がみられる。突出部は長さ 30cm、幅 50cmほどである。深さは約 70cmであるが、突出

部のところは約40cmである。検出された状況から便所のようなものではなかったかと推察される。

これに接近して柱穴様のものが2つ南北に並ぶようにみられた。北側のものは長軸が約 100cm、短軸が約80cm

の梢円形状を呈す。深さも 60cm前後を測る大きな掘り込み部である。南側のものは直径約 30cmの略円形状のも

ので、深さは約 35cmである。

④第4号屋敷

最も狭い所で、調査範囲も他屋敷の半分弱である。しかしながら、第1. 第2屋敷と同じようにほぼ全面に柱

穴群 (123基）が検出されている。20~40cm大の円形状を呈すものがほとんどで、深さ J5~30cmぐらいのものが

多い。楔石がみられるものとそうでないものがある。

これらの柱穴群で平面プランの確認できたものは 1基で、南半部だけ検出されたものが1基ある。前者のもの

は東側で確認された 6本柱のものである。概ね 250cmX 500cmの長方形状のプランで、柱穴内には楔石がみられ

る。柱穴は 40cm前後の径を有する楕円状のもので、深さは 30cm前後である。

もうひとつのものは南半部だけを検出したもので、西寄りにみられた。南辺の長さは約 350cmである。柱穴は

円形～楕円形を呈し、大きさは 30~50cmで深さは 40cm前後である。
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— EL=7.805m 

C-40 B-40 (東壁） B-40 

— EL=8.218m 

B-40 (南壁）

— EL=8.218m 
B-41 (西壁）

8-42 (南壁）— EL=8.218m 

三
第34図層序
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第 2節遺物

今回の調査で西追跡からは多批の追物が得られている。特に土器・褐釉陶器については復元して全形の窺える

資料も 10数点あり、その特徴がより明確になってきた。また、褐釉陶器は種類も豊富でひとつのセットとして

捉えられる可能性もあり、今後の研究に一石を投じる成果が得られている。

得られた辿物としては土器、輸入陶磁器（白磁 ・青磁 ・褐釉陶器 ・白地鉄絵 ・黒釉陶器など）、須恵器、鉄製

品、貝製品、小玉、石器のほか植物遺体、貝類、脊椎動物遺骸などがあり、多種多様である。最的には土器が圧

倒的に多く、次いで輸入陶磁器が多い。この両者で90%以上を占める。鉄製品は羅的には少ないものの、鍋形

のものは比較的大型の資料がありその形状がある程度想定された。その他、第63図4に示すような新資料も得ら

れ、鉄鍋の形状に幾つかあることが判明した。第63図2に示すヘラ状のものも注目される。

他の製品は僅少である。

得られた輸入陶磁器からすると 12-13世紀に屈すものも若干含まれるが、ほとんどが 14世紀に屈すもののよ

うである。以下、各製品について略述する。

(1)土器

本遺跡で最も多裁に得られている。器種が明確に判明するものは鍋形と壺形の2種である。批的には鍋形に屈

すものが圧倒的に多く、壺形のものは僅少である。第IIl章の分類でみると鍋形のものは第 I類が僅かにみられる

だけで、ほとんどが第II類に属すものである。前者のものは第2種が1点確認されている。後者のものはいわゆ

る八重山式 （外耳土器）に屈する第4種が圧倒的に得られ、第 l. 第2種のものが若干含まれる。第3種は第42

図Ilに示す l点だけが確認できた。

第 I類は第2種が 1点だけ得られている （第42図 l)。これまで滑石混入士器はやや内湾気味で、口唇部が平

坦なものがほとんどであったが、本種査料の出土によ り異なる形状を示すものが確認され、鍋形土器の出自を考

えるうえからも非常に注目される。ただ、今回得られた資料は小破片のため、全体の器形や外耳の有無などの詳

細については不明である。

第II類はほとんどが第4種としたもので、第 l~第3種は僅かに得られているだけである。第1種は口唇部及

び外耳の形状から a~Cに細分した。aは長方形～方形状の縦耳（第42図2~ 4)、bは平面及び断面が楕円形状

を呈す分厚い横耳（第42図5)、 cは平面がやや扁平になり断面が三角形状の横耳が付されるもの （第42図7. 

8)である。cは口唇部 ・外耳の形状をみると第4種のものと同様である。本種の中では Cが多く得られている。

第2種は第42図6に示すようなもので、虻的には僅少である。形状は第 I類第2種に近似している。第3種は

l点だけ （第42図lI)得られている。ビロースク遺跡1,11 などで類例賽料の報告がある。

主体をなす第4種は一部ではあるが口縁部から底部まで接合できる賽科が 10点余り得られており、詳細がか

なり明確になってきた。基本的には口縁部がやや外側へ開き気味になり口唇部が尖る。外耳は口唇部から 2~4

cm下に付される。断面は略三角形状になり、やや上向きのものが多い。大体4ヶ所に付されるようである。外耳

を貼りつける場合、ほとんどが口唇部にほぼ平行につけているが、平行にならないものも見受けられる。また、

4ケ所の耳が等刷陥にならないものもある。

口唇部の形状に数種みられ、今後はそれによる細分も可能かと考えられる。底部は全て平底で、底面からの立

ち上がり部が角を有すもの、丸味を帯びるもの、若干くびれるものなどがみられる。類例資料は多く、フルスト

原追跡..;z, や石城山迫跡..l3 など石垣島の遺跡のほか西表島や波照間島の遺跡からも得られている •fl 0 

このような形状の鍋形土器は、宮古島の野城追跡 .rsや砂川元島遺跡 <,t6 などからも出土している。宮古島に

おいては野城式土器と呼ばれ .i・,、宮古の土器の中では古く位骰付けられている。このような土器との比較研究

も今後の課題のひとつである。

壺形は虻的にはすくないものの、推定復元してほぼ全形の窺えるものが 1点（第40図3)得られている。口縁

部に玉縁状の肥厚の痕跡が認められ、全体的な器形も本遺跡出土の褐釉陶器に似た感じである。その他の口縁部

や大き目の破片をみても、褐釉陶器の影響を受けたと思われるものが比較的目立つ。また、肩部付近の査料には

ブリッジ状の横耳や縦耳が付されるものもみられ、このことからも褐釉陶器の影響が看取できる。 しかし、鍋形

土器に比べると査料が少なく、判然としない部分も多い。

本器種についても住屋遺跡 ,Eh、宮国元島造跡ふ9など、宮古島の遺跡から出士するいわゆる宮古式土器にみら
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れるブリッジ状の縦耳との関連は注意される。未だ全体的な状況は不明な点もあるが、前記したように推定復元

を行い全形の窺えるものもあり、資料的には大きく前進したものと考える。

以下、特徴的なものについて同示し、観察表を作成した。

、王―
――
-a
 

註 I.「ピロースク沿枕」石恒市文化財調査報告、(!'第6号 石垣市教有委ti会 1983年3FJ

JJ;Z. 「フルスト 1以逍跡」石垣 rh・文化財調査報；~;-1.-占第 l 虹 石垣市教府委員会 1977年3JJ 

註3.「石城山一緊急発掘調究概報ー」沖縄県文化財調1t報告許第 15集 沖縄児教脊委且会 1978年3JJ 

計：4. 「沖縄出土の中国陶磁（上）ージョージ 11・ケア氏調在収集：tf序L一」先島編 沖縄県立t専物館 1982年3月

註5.「大牧逍跡 ・ 野城遺跡一範1用確認調介報告',~ -」城辺l!IJ・文化財調査報告 ，'l'第 2 集 城辺町教有委員会 1987年3月

註:6.「砂川冗島追跡発掘調介概報」砂川冗島造跡調介I] 1975年

註 7. F地禾11宏「考古学に見る宮古」新沖縄文学 六-1・一号沖縄タイムス 1984年

註8.「ftl±i鉗跡 (f谷称 ・尻Ill!)発掘調°1f'報告」沖縄県平良市教n委員会1983年3月
註9.「宮Ix!元島一宮lxl元島追跡調在報苫ー」沖縄県宮古上野村教育委員会 1980年3月
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第31表土器観察一覧 (1)

挿!XI番り 「l径

図版番サ 器種
器邸

器形の特徴 外耳の状況 器而調整 器色
器IV 出 J-.地、•.'.i.

底径 (nm1) 出」附位逍物番り (cm) 

口縁部」：端から直線的に約2cmの短い
第101><1 12.9 

頸部がみられ、そこからゆるやかに／汀
2ヤシキ

図版39 、'.,芋,!. 
部の方へ向かう 。口緑祁上端に凸帝を

不明 ナデfO;.J整
両面とも

6 13-46 
I 廻らし、玉縁状の肥似をつくる。表面 暗褐色

西石垣は貝殻破片呼の混人物が器面に日立つ
が、災面はそれほどではない。

口唇下約 1cmの箇所に沈線様のものを
両面とも

8.6 
雑に配し、肥IQ:1I縁にみせる。頚部は

暗褐色と 3ヤシキ
2 、'.. O .. L ' •• 

約1.5cmと短く内傾し、その F部から
不明 ナデ調整 赤褐色の 8 B-50 外側へ膨らみながらTi-i部に向かう。ナ

デJ,Iのようである。混人物のH殻砕片 部分がみ 両石垣

は器表面にはあまり9名出していない られる。

底1tiiからの立ち上がり部の稜は明瞭。
底而部からliT-11、]側ヘカープしながら 表災面と

2ヤシキ
10.'1 
立ち上がり、胴J:部に最大径がある。 現；ff料からす

比較的 J―
もllii褐色

13-46 
3 壺 22.5 

11縁部,-.端はイ翡j瞭ではあるが、カマ ると外耳はな 呼iなナデ
と赤褐色 7~ 

通）llr'J-
9.4 
ボコ状に肥躯。11唇部は')ミり気味。器 いものとみら

湖整
を呈す部 10 

括形的には褐釉陶器の'ii)に類似。具殻砕 れる。 分が見受
片の器表面への森出は比較的密で、粒 けられる。

西,(j厨

の大きさは一定していない

LI争拉部上端がわずかに外／又し、その邪
両面とも

lヤシキ

" 壺 分を若 r・-肥r,f. 「l唇部は）L味僻びる ,j~Iり ナデ溝整
賠褐色
， B--12 

具侶tfi't':J「力ゞ 器表1fliにII立つ 石J1J内

20.0 
11緑itl¥」；端は上緑状に肥1'/.。約2cmの

3ヤシキ
;) 壺

頭部は奸 Fすぼまり 、Id部へ移行する。
不明 ナデ潤整

両1niとも
11 B-50 肥Ji;:部は割りと雑である。鉱物竹の混 賠黄褐色

入がIJ立ち、器表面にも硲出。 西石垣

府i猜II上端から直線的に外側へIJilきなが
府祁の,-ヽ．端に

表如面と
16.6 ら11縁部に至る。口特部は舌状につく

プリッジ状の
も開褐色 3ヤシキ

6 壺 る。肩の似るタイプのようである。器
縦耳。何箇所

ナデ調整 と赤褐色 10 B-50 
表血に鉱物t'tの混人物が鉗出するのが かは不明。輻 の部分あ 西ィ—jJTJ 
日立つ。 約1.8cm。m

り部はt端‘がり

18.3 
「l縁部が比較的強く外反し、頸部がし

7 壺
まり、ナデfif様に胴部の）jへ移行。薄

不明 ナデ瀾整
表哀面と

7 
B-31 

手でI翫なつくりである。石灰質の混 も賠褐色 I層
入物が多く 、器表面にも Fl立つ

16.0 
膨らみ気味の町祁の」．．端から約2.5cm 2ヤシキ

8 壺
直線的に立ち上がり、口縁祁に至る。

不明 ナデ調整
両面とも

6 
B-15 

口棺部は尖る。右灰竹や鉱物質の混人 赤褐色 I I 9号柱
物が多く 、器表面にも作出。 穴

約1.5cmの短頸で、「I縁部は外反気味
2ヤシキ16.0 になる。11唇部は尖りぎみである。訂

両1fiiとも C-42 ， 壺 部は膨らみ気味に F方へ向かう 。 石/:)~ 不明 ナデ調整
暗褐色

8 
北石垣l勺買や鉱物質の混人物は器表面にも森出

し、表面よりも裏面で17立つ。 I附

肩部上端から約2.5cm直線的に立ち J・.
ナデ調整 表面1--1.6 がる。LI唇部は舌状を呈す。内面の訂 3ヤシキ

10 、出,, 部」．．端で比較的明瞭な稜をつくる。町 不明
裏面に積 暗褐色

12 13-50 
部はやや脹らむようである。器表面に

み痕や削 裏面
西イi垣

貝殻蔽片が柑にみられる。
痕が残る。 黒褐色
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第31表土器観察一覧 (2)

挿図番号 11径

図版番号 器種
器高

器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色
器匝 出上地点

底径 (mm) 出臼号位迫物番号 (cm) 

表面
頚部が短く、ほぽ直線的に立ち Lが ナデが中心

表面第41図 り 、 口唇部は •re坦に仕上げている 。 裏而
赤褐色

3ヤシキ
図版40

益一 ナデ府を呈し、やや膨らみながら胴 ヘラ~}て［具や
災面

8 B-50 
I 部へ移行する。貝殻破片を密に混人 指頭による調 .':I.¥褐色 西什垣

し、器表面にも日立つ。 整痕が明瞭に
残る。

頸部は短く、くの字状に外側へ強く 表裏面ともナ
表裏面と折れfillがる。rI唇部は舌状を呈す。 デ，凋整施すが、
も暗褐色 2ヤシキ

2 1H 
直線的に外側へ開きながら胴部へ向 ］睾ではない。

災面やや 5 B-46 かう 石灰代の砂粒を中心に貝殻破 災面には掠痕
赤み僻び 西石垣片も 11立つ。器表而iに多く霧/L',して 様のものが見
るいる 受けられる

頸部がやや長く、 )~ "f内傾して立ち

11.5 
l:.がり、 11唇部は尖り気味につくる l<裏面とも比 3ヤシキ

3 壺
ナデJ,iを追し、やや膨らみながら胴

較的丁9郎なナ
表災1fliと

6 13-51 部に向かう。,{j灰質の砂粒を混入す
デ調整を施す。

も赤褐色
西ィi垣るが、器表面にはほとんど見受けら

れない。

如面1ー率なナ
頸部と胴」＾部の榜nがやや不明瞭。 頸祁下端にプ デ調整災面11

表面11縁;}IIヒ端をわずかに外J又させる。 リッジ状の横 柑部はほとん
賠褐色

lヤシキ
Iヽ 壺 11麻部は）L味僻びる。石/:)(質の砂粒 耳を付すが、 ど調整されて

裏面
8 B-42 

を多く含み、 l!穀蔽片も/t'I.見 器表 何箇所に付さ しヽ ない 胴itl,
黒褐色

石虹内
面に混入物がII立つ。 れたか杓リ］。 は掠痕が明瞭

に残る

頸部と胴J-.部との境IJはイ渭明瞭ぐ差Ii 表面

9.6 
部はほぼ直線的に立ち上がり、「l唇 表裏而とも「 暗褐色

1ヤシキ
5 ，並.,.. 部は,rq且 ナデJ,-/を足し、若「・膨ら 布なナデ調柩 裏而

7 B-・12 みながら胴部へ向かう。 11-灰質の砂 で、滑らかな 11縁はII粁
石J-1(内粒を含むが他的には多くない 器表 器JJJLをイiす。 褐色Ill叫部

面に混人物が散見。 は黒褐色

頸部がやや長く、内頻気味に立ち 1こ
がり、 U唇部は尖る 口好部の一部

8.8 
がゆるやかな弧状を嵯して凹む。注

表裏面とも比 3ヤシキ
6 ~ J.• ぎ"のようなものか。 頸；~I\ F端から

較的丁，，根なナ
表裏面と

5 B-50 球状に胴部へ移行。混入物の石灰質 もII行褐色
砂粒は砿的には多くなく、器表面に

デ調整 西石垣

露出したものも散見される程炭。薄
手のつくりである。

胴上部の破片。全体的な形状につい
胴埠11にプリッ 表面ては不明。 石11~質砂粒は悩的には多
ジ状の横耳を r, 梃なナデ調 表面

7 'i""-"-'マ; ・ 
くなく 、器表面に貝殻破片が散見さ

付すが、何箇 整
赤褐色

5 
2ヤシキ

れる。裏而の混人物の鉗出はほとん 裏面 c-,16 
どみられない。赤色粒もわずかに含

所に付された 哀1面
柁褐色

む。 か不明。 雑なナデ調腋

胴部にプリッ
ジ状の横耳を

胴部の小破片。令休的な形状は不明。 付すが、何筒 表面
2ヤシキ

8 '.52'. ー,, ,{j灰牧砂粒を比較的多く含む。器表 所に付された 表裏面とも雑 賠褐色
5 B-'16 面の貝殻破片も日立つ。必面への況 のか不明。横 なナデ調整 裏面
西石垣人物の露出はほとんどみられない 耳の共下に、 黒褐色

縦方向の掠痕
が残る。
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第31表土器観察一覧 (2)

挿図番号 11径

図版番号 器種
r』itr・"・・J 器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色

器／双 出士地、•:·~、

底径 (mm) 出 u~位
逍物番号 (cm) 

n緑部の形状はイ渭1。)1~1部が球状に 表面

丸味を菊び、底部へ向かう。底部付 I・. 部はII行 2ヤシキ
第41図 近ですぽまる感じになり、そこから 表裏面ともナ

褐色、）ll•iJ 13-45 
図版40 ・ヽn〗1、4-J • • 直線的に底面に令る。底面部からの デ調整

淵1以 Fは 8 119り杜， 12.2 立ち上がり部は比較的明瞭な稜をイT 、~I.!,褐色
穴

す。貝殻破片を比較的多く混人して 災而

おり 、器表面でも割りと U立つ。 滉褐色

胴下半むIIに最大径があるもので、そ 表衷iifiともナ
こからすぽまりながら昂孔ド端祁に至 テ調整 3ヤシキ

10 壺
り、顕部が立ちヒがる。破片のため 災而にi糾}計様

表災而と 8 B-50 
全体的な状況は呵l。石灰質砂粒の のものが若干

も赤褐色 西石.h~
ほか鉱物nの机粒を比較的多く含む。 残る。
鉱物’践のものは器表面にも1;1立つ。

胴 I::.令IIから底部にかけての森村。底 表面
rf1iからの立ち上がり部は比較的明瞭 ナデ調整施す
な稜をイTす。底而から直線的に外側 が、ヘラ削り

表面

へ IJfl きながら胴部に至り、胴 1-.;~11付 の艇も残る。
黒褐色 4ヤシキ

ll ,J‘:,ヽ--: ’ 近で）L味を,:i'iびて、すぼまりながら 裏血
裏面 7 13-52 

15.0 上方へ移行する。石灰T'tの況人はそ 雑なナデ，Ji!膀
赤褐色及 西石J,( 

れほど多くなく、表面での露出は日 小孔が行しく
びIJ;'i/火色

立つものの哀面での露出はほとんど みられる
みられない。

ほぼ直線的な胴i猜片。鍋のll即II片(6
cm X 7cm)の右側の上方に径が約 lcm 表災面ともナ 表1ffi

12 イ道/]
の丸い孔を穿つ。2次使川を慈図し デ調整施すが、 黒褐色 8 

B-33 

ている可能性もある。.fil火t1砂粒を 表而は雑であ 公面 ll培

j:_に貝殻破片が散見され、器表1f1iに る。 賠褐色

もb位出。

鍋の底部付近のlll≪l部片を利川してい
る。略台形状の；'lt料の直1のほぼ1,
央に 1孔を有す。裏面側からは2度 表裏面ともナ

表裏 4ヤシキ

13 不明 あけとなっている。そのイしの k方の デ調整
1(1iとも11{1 8 B-51 

哀面には-flをあけようとした痕跡が 褐色 表 lこ

認められる。石灰t't砂粒が器表lfiiに
II立つ。

脚台の；介料。器種は不明。脚部は割

りと雑につくり出され、底而部は平 表而 ［ヤシキ

14 イ道月
坦に1」:,-_げている。全1本的な‘夕引用気 表裏面ともナ 賠褐色 ， B-'12 

58 
は，'f磁碗の翡台部をイメージさせる。 デ調整 裏IHI

石Jii
貝殻破片が器表lfLiに密にみられるほ .'H褐色
か、赤色粒も倣見される。

底部；紆料。底面部からの立ち上がり 表面
部は丸味を常びる。ほぼ直線的に胴 表裏面とも雑 赤褐色

1ヤシキ

15 不明 部の方へ向かう。6灰nの砂粒を密 なナデ調整 公而
6 13-39 

に含むが、器表1/tiにはほとんど見受 黒褐色
]J府

けられない。
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第 31表土器観察一覧 (3)

挿図番号 口径

図版番号 器種
器高

器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色
器厚 出土地点

底径 (mm) 出土層位
辿物番号 (cm) 

第42図
口縁部上端を外側へ折り1!11げ、 外面 ：暗褐色

1ヤシキ

図版41 鍋
端部を若干上方へつまみ上げ

不明 ナデ調整
内面 ：口緑部

7 B-41 
る。口緑部が蓋受け様を呈す。 黄褐色

l 口唇部は尖る。滑石粒を混入。 胴部 ：黒褐色
7号柱穴

口唇部は平坦。口縁部からほ
上端が口唇部に接す

ぼ直線的に胴部へ移行。貝殻
る縦耳。正面観が長 外面 ：暗褐色

lヤシキ

2 鍋 等の破片を密に含み、器表面
方形状で長さ約 4.5 ナデ調整

内面 ：黒褐色
11 B-39 

cm、幅約 I.Semo匝 第 1思
に露出。 味は約2cm。

n唇部平坦。口縁部からほぼ 上端が口唇部に接す
25.2 直線的に胴部へ移行。細かな る縦耳で、正而観が 内外面 ：暗褐

2ヤシキ

3 鍋 砂粒が密に表面にみられる部 長方形状。長さ約2. ナデ調整 色
8 B-44 

分とi:Jlになる部分あり。赤色 5cm、幅約 I7 cm。 80号柱穴

粒も混入。 匝味は約 0.7cm。

口唇部は磨滅しており形状不 上端が若干口唇部よ

明。口縁部からほぼ直線的に り上にとび出る。正 外而 :橙褐色 3ヤシキ

4 鍋
胴部へ移行。糸Illかな砂粒を密 面観が長方形状で、 ナデ調整 内面 ：暗黄褐 10 ③ B-50 
に含むが、器表面への露出は 長さ約 3.4cm、幅約

みられない。器表面はアバタ 1.5cm。原味は約 1.2
色 第1陪

状を呈す。 cmo 

口唇部は尖り気味。口縁部か
口唇部直下に正面観

らほぽ直線的に胴部へ移行。
がだ円形状の横耳を 外面 ：黒褐色

lヤシキ

5 鍋
貝殻等の破片を密に含み、器

付す。長径が約 3./4 ナデ調整 内面 ：II音褐色
11 B-42 

表面に露出。
cm、短径が約 1.5cm。 石垣内

厚味は約2cmo 

口唇部は尖り気味。口唇下約
3.5cmの箇所まではほぼ直線 内外面 ：暗褐

Jヤシキ

6 鍋 的で、そこから胴部へは内傾 不明 ナデ調整 JO B-39 

する。そのため、その箇所で
色 石垣内

比較的明瞭な稜を布する。

LI唇部は舌状。口縁部からや
口唇下約 3.5cmの箇

外面口緑
26.9 
や内側にすぼまるように胴部

所に上而観が弧状を
内面 ：賭褐色

2ヤシキ

7 鍋 へ移行。貝殻破片等を密に含
星す柚耳。長さ約6. ナデ調整

外面胴部 ：黒
7 B-46 

み、器表面に露出。
5cm。端部尖る。1厚

褐色
西石垣

味は約 l.2cmo

口唇部は丸味荀びる。II村F部 口唇下約 3.5cmの箇
から上部へほぼ直線的に移行 所に上面観が弧状を 内外面 ：暗褐

4ヤシキ

8 鍋 し、そこから口縁部が内約す 呈す横耳。長さ約 7 ナデ調整 色
8 B-53 

る。貝殻破片等を含み、器表 cm、端部が丸味帯び 西石垣

面に札lに硲出。 る。匝味は約 1.5cm。

口唇部は舌状。口縁部が若千 lヤシキ
内泡気味にな り、胴下部へす， 鍋 ぽまりながら移行。細かな砂 不明 ナデ調整

内外而 ：暗褐 ， C-40 
粒を混入し、部分nりに器表血 色 第2附柱

にも露出。
穴

口唇部は尖り気味。日縁部に ナデ調整。
浅い溝状の凹1部をもうけ、胴
下部へすぽまりながら移行。

擦痕梯の
外面 ：暗褐色

lヤシキ

10 碗？ 貝殻破片等を混入するが、鼠
ものが梢

内面 ：黒褐色
5 B-42 

的には多くない。器表面に利
えきらず 石垣内

に露出。
に残る。

口唇部は平坦。口縁部上端を 内外面 ：暗褐
1ヤシキ

11 鍋 不明 ナデ調整 8 13-42 
外側べ折り,u,げるように外反。 色 石垣内
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第31表 土器観察一覧 (4)

挿図番号 口径

図版番号 器種
器高

器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色
器l厚 出土地点

底径 (mm) 出土陪位
磁物番号 (cm) 

底面からの立ち上がり部の稜は明瞭。 口唇 F約2.5cmの箇
表裏面とも 表而

第131又I 17.3 
胴部中央付近までは内側にすぽまるよ 所に上而観が弧状を

ナデ調喉裏 11縁～胴下部 3ヤシキ

図版42 鍋 12.1 
うに立ち上がり、そこから外側へ開き 呈す横耳を付す。長 面にはヘラ 里褐色 7 B-50 
ながら口縁部に向かう。胴上部で直方 さは不明。端部は丸

1 l5.0 
向になる。LI唇部は丸味をもつ。貝殻 味を帯びる。厚味は

調整の痕が 胴下部～底部 西,{j垣

砕片の器表而への露出は散発的である。 約 lCnlo 
残る。 裏面馬褐色

底而からの立ち上がり部の稜は明瞭。そ
の部分をわずかに斜位に面取りし、そこ

口唇下約 2cmの箇所
19.0 
から11、]側へ若干すぼまるよう に胴部へ移

に上而観が弧状を呈
2ヤシキ

2 鍋 11 4 
行し、 111•1部中央付近で径が最も小さくな

す横耳を付す。長さ
表裏面とも 表裂而とも llir

7 
B-47 

る。そこからゆるやかに外反しながら口 ナデ調整 褐色 西石垣の
18.0 
縁部に至り、口唇部は舌状を呈す。貝殻

は約5cm。端部は尖
曲

砕｝「の器表面への露出は比較的1-1立ち、
る。瞑味は約 lcm。

粒の大きさは一定していない。

底面からの立ち上がり部の稜は比較的
口唇下約35cmの箇 表面

明瞭で、その部分を若干斜めに而取り
所に上而観が弧状を

表衷而とも
赤褐色

28.6 する感じで仕上げている。そこからほ 呈す横耳を付す。長
ナデ調整表

裏面
3ヤシキ

3 鉛 [5.0 ぽ真っ直ぐに胴上部まで移行し、その
さは約 7cm。端部は

面の口縁部
口緑部は赤褐

9 8-50 

24.2 部分から外反して口縁部に向かう。ロ にヘラ調整 西石垣
唇部は丸味を持つ。器表面には貝殻砕

平坦に仕上げている。
の痕が残る

色、胴部以下

片が鈴出するが、 1枚発的である。
1豆味は約I2cm。 は黒褐色

底而からの立ち上がり部の稜は明瞭。 口唇下約3cmの箇所
表面

ほぽ直線的に胴上部まで立ち上がり、 に上而観が弧状を呈
口緑部と胴下

22.0 
そこからわずかに外反してU唇部に至 す横耳を付す。長さ 表哀而とも

半部は暗褐色 3ヤシキ

4 鍋 12.8 
る。口唇部は舌状を呈す。貝殻砕片の は不明。端部は丸味 ナデ調整

胴中央部 10 13-50 

l8.0 
器表而への露出は密になる部分とそう を幣ぴる。匝味は約

黒褐色 辿1石坦

でない部分が見受けられる。 0.7cmo 
裏而
黒褐色

底面からの立ち上がり部の稜は明瞭で、 表面
その部分を斜位に面取りしている。底 赤褐色
部から /ll~ J:.部へ直線的に開きながら移 表衷面とも 胴上部に部分

29.2 行し、胴上部でさ らに外反して11緑部 ナデ調整1山j 的な黒褐色あ 3ヤシキ

5 鍋 13.8 に至る。その部分の内而は凹而をつく 不明 面にヘラ調 り II B-50 
20.2 るため、胴上部に不明瞭な稜が廻る。 整の痕が残 裏1/ii 西石垣
口唇部は丸味を幣びる。貝殻砕片の器 る。 11縁部赤褐色
表面への篠出はあまり多くなく 、床ll密 胴部以下黒褐
の部分がみられる。 色

底而からの立ち上がり部の稜は明瞭。
口唇下約3.5cmの箇

やや膨らみ気味に胴部へ移行し、胴上 表裏面とも 表面
25 6 部から若干外反しながら口縁部へ向か

所に上面観が弧状を
ナデ調整両 賠褐色 と焦褐 3ヤシキ

6 鍋 14 9 う。口唇部は丸味を沿びる。器表面に
呈す横耳を付す。長

而にヘラ調 色の部分あり。 8 B-50 
20.6 硲出している貝殻砕片はまんべんなく

さは約8cn1で、端部
整の痕が残 衷而i 西石垣

みられるものの、鈷的には多くない。
は尖る。匝味は約0

る。 煤褐色
粒の大きさも一定していない。

9cm。

底面からの立ち上がり部は明瞭でその
口唇下約2cmの箇所に

部分を若下斜めに削っている。口縁部
上面観が長楕円形を牛

28.0 の方へ胆線的に,mきながら向かい、ロ 分にしたような形状の 表面
4ヤシキ

7 鍋 14.1 縁部上端を若干外反させる。口唇部を
横耳が付される。長さ 表裏而とも 暗褐色 7 B-52 

21.0 尖り気味に成形している。.l-l殻砕片の
は約65cmで、端部は ナデ調整 衷而

西石垣
器表而への露出は密であるが、粒が糸Ill

平坦而iをつくる。匝味 忠褐色

かくそれ程目立たない。
は約l鼻3cm。上而はや
や凹凸がみられる。

底而からの立ち上がり部の稜は明瞭で、
表必而とも

立ち上がり部を斜めに削っている。そ 11辱下約 3cmの箇所 丁寧なナデ
こから口緑部の方へ匝線的に開きなが に上面観が弧状を呈 表而

27.8 
ら至り、口唇部は丸味を帯びる。胴上 す横耳を付す。長さ

調整裏面に
赤褐色

2ヤシキ

8 鍋 15.0 
祁から口縁にかけては簿くつく ってい は約6.5cmで、端部

はヘラ調整
裏面i 13 B-43 

23.0 
る。貝殻砕片の揺表面への露出は密に は平坦に仕上げてい

や指ナデの
黙褐色

10号柱穴

みられ、大きな粒のものと小さな粒の る。即味は約I3cm。
調整痕がみ

ものが見受けられる。
られる。

底面からの立ち上がり部の稜は明瞭で 口唇下約2cmの箇所 表面
ある。その直上で若干内側へくびれる に上面観が略台形状 表裏面とも 暗褐色と焦褐 2ヤシキ

27 4 ものの、そこから直線的に開きながら の横耳が付される。 ナデ調整裏 色の部分あり， 鍋 IO 5 口縁部に至る。口唇部は舌状を呈す。 上面は凹而をつくる。 而にヘラ調 裏面 8 
B-47 

24.0 器表而に露出している貝殻砕片は、粒 長さは約6cmで、端 整の痕が残 口縁部上端暗
西石垣の

の小さなものが主流でそれほど目立た 祁は雑な仕上げであ る。 褐色、胴部以
西

ない。 る。J豆味は約0.8cm。 下は黒褐色
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第31表土器観察一覧 (5)

挿図番号 口径

図版番号器種
器高

造物番号
底径
(cm) 

器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色
点

位

地

陪
土

土

出

出
馴

5

第44図 28.4

図版43 鍋 15.1 

I 22.0 

底面からの立ち上がり部の稜は

明瞭で、外耳が付される胴上部

までは直線的に開きながら至る。

そこからやや内側へ凹むように

口緑部を外反させる。 口唇部は

丸味を帝びる。表裏面とも場所

によっては若干の凹凸がみられ

る。貝殻破片の器表面への篠出

は散発的であるが、密集する部

分も見受けられる。

口唇下約3.5cmの

箇所に上面観が

弧状を呈す横耳

を付す。長さは

約7.5cmで、端部

は平坦につくる。

上下の稜は丸味

を幣びる。1豆味

は約1.3cm。

表裏面と

もナデ調

整。 裏面

にはヘラ

による調

整痕が明

瞭に残る。

表面

口緑部及び

胴下半部は

赤褐色、胴

中央部は黒

褐色

裏面

口縁部上端

赤褐色、 そ

れ以下は黒

褐色

4ヤシキ

1 I s-52 
西石垣

2
 

鍋

外耳が付されている所からやや

内傾するように口唇部に向かい、

上端部を若干外反させる。その

26.0 
ため口唇部直下に浅い溝状のも

14.l 
のが廻る感じになる。 口唇部は

22.4 
丸味を帯びる。胴部から底部へ

はほぼ直線的に至 り、底面から

の立ち上がり部は明瞭な稜を有

す。貝殻破片の器表而への露出

が比較的目立つ。

口唇下約3.5cmの

箇所に、上面観

が弧状を呈す横

耳を付す。 長さ

は約 6cmで、端

部は平坦面を意

識するが、稜が

丸味を帯びる。

厚味は約1.1cm。

表裏面と
表面

も丁寧な
暗褐色

ナデ調整
裏而

黒褐色 ，
 

3ヤシキ

B-50 

西石垣

底面部からの立ち上がり部は明

瞭な稜を有し、約 3cmまでは外
側へ開くように立ち上がる。そ 口唇下約3.5cmの 表而

28.8 こから"ぼ直線的に口緑部に向 箇所に上面観が ――.. 赤褐色

3 
I鍋 I14_9 かい、口唇部は尖り気味につく 弧状を呈す横耳 表表.面I六と( 部分的暗褐

23.0 る。表汲副とも若千の凹凸が部 を付す。 長さは も比々し較的色

2ヤシキ

分的にみられる。貝殻破片の器 不明。 端部は尖丁-•"学なナ裂面
8 B-43 

表而への旅出は密にみられ、粒 がり気味になる。 ァ調整 暗褐色

8号柱穴

の大きな ものと小 さなものが見 厚味は約1.3cm。 底面部黒褐

受けられる。 色

口唇下約4.5cmの

底面部からの立ち上がり部の稜 箇所に上而観が

は明瞭で若干くびれ気味に立ち .弧,状を呈す横耳 表面

4 

24.0 上がる。 そこからほぼ直線的↓～ を付す。 長さは 一 里褐 ― 
I鍋 It4.8 口縁部に向かうが、外耳を付し 約 5cmで、端部表裏面ー--と 部....付，色`斤、が底 4ヤシキ

23.9 た所で、若干の凹部をつくる は若干丸味を帯 もナァ調 賠褐色皿-け
， B-52 

口唇部は尖る。貝殻破片の器°表 びる。上面に粘 整 裏El面
西石垣

面への露出は密度的には薄い。 土を付け足して、 里褐色
形を整えている。 , ... 

厚味は約1.4cm。

5
 

鍋

28.0 

15.5 

28.0 

底面部からの立ち上がり部は比

較的明瞭な稜を有し、約l.5cmは

外側へ開く 。そこから口縁部の

方へわずかに内傾して向かい、

口縁上端部を若干外反させる。

口唇部は舌状を呈す。貝殻破片

の器表面への露出はまばらであ

る。

口唇下約 3cmの

箇所に上而観が

弧状を呈す横耳

を付す。長さは

約 7cmで端部は

尖る。厚味は約I.

3cmo 

表裏面と

も雑なナ

デ調整

表面

口縁部は赤

褐色 、 胴部

以下は黒褐

色裏而口縁

部上端赤褐

色 、 以下は

黒褐色

8
 

3ヤシキ

B-50 

西石垣
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第31表土器観察一覧 (5)

挿図番号 口径

図版番号器種
器高

迅物番号
底径
(cm) 

器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色
点

位

地

培
土

土

出

出

原

叫
器

h

固
4
3

4
4
版

6

第

図 鍋

20.8 

口唇部は舌状を呈し、口縁部上
端に溝状の浅い凹部が廻る。胴
下半部までほぽ直線的に至り、
そこからゆるやかにカープしな

がら底部に向かう 。内外面に貝
殻の破片がみられるほか、赤色
粒も散見される。

口唇下約3.5cmの
箇所に上面観が

弧状を呈す横耳
を付す。長さぱ

約7.5cmで端部ぱ
細かく而取りし、
平坦面をつくる。
匝味は約1.5cm。

口縁部は

比較的丁
寧なナデ

調整。胴
部は表面
にヘラナ
デの裏面
には粗い

擦痕様の
ものが明
瞭に残る。

表面
暗褐色
裏面
黒褐色

3ヤシキ

6 I B-50 
西石垣

7
 

鍋

22 

口唇部の形状は不明。横耳の付
された箇所からほぽ直線的にす
ぽまりながら底部に向かう 。底
面部からの立ち上がり部はカド
を有すが、それほど明瞭ではな
い。底面部は中央の方へ薄くな

る。

上面観が弧状を
呈す横耳。長さ
は判然としない。

端部は尖り気味。
駆味は約l.3cmo

表裏而と
もナデ調

整。 表面

の/11°]下部
に縦方向
のケズリ
痕が部分
的にみら
れる。

表面胴上部

黒褐色
胴下部
暗褐色

裏面
黒褐色

7
 

3ヤシキ

8-50 

西石垣

8
 

鍋

25 

口唇部の形状は不明。底面から
ほぽ直線的に外側へrmさながら
立ち上がっていく 。胴下部は外
側へ若干脹らむ感じになる。底
而部からの立ち上がり部は割り
と明瞭なカドを有す。胴上部か

ら漸次底部へl厚くなる。

上而観が弧状を
呈す横耳。長さ
は約 6cm。端部
はやや尖り気味
になる。1厚味は
約1.5cm。

表裏面とも
ナデ調整施
すが、表面
の胴部には
ヘラナデ痕
が裏而には

椋痕様のも
のが残る。

表面の胴 F
部にはヘラ

削りの部分
も見受けら
れる。

表而
赤褐色
裏面

黒褐色

8
 

3ヤシキ

B-50 

両石預

，
 

鍋

20 

口唇部の形状は不明。胴部下部
がやや膨らみ、そこから外反気

味に外側へ開きながら□緑部に
向かう 。底而部からの立ち上が
り部は割りと明瞭な稜をイ了す。
LI縁部から胴上部は薄い。底而

部も中央へ薄くなる。貝殻破片
が器表面に館出。

は約5.5cm。端部
は尖り 、やや上
方へ反った感じ
である。厚味は
約1.3cm。

ナデ調整

上面観が弧状を 1
施すが、

呈す柚耳。長さ
表裏而に
ヘラナデ表裏面とも
の痕が見赤褐色の部
受けられ分と患褐色

る。 表面の部分あり
の胴下部
に指頭痕

あり。

-（ 

3ヤシキ

B-50 

西石頚

10 鍋

20 

口唇部の形状は不明。底面から
の立ち上がり部は明瞭な稜を有
す。約1.5cmはヘラ削りのため直
線的でその上方で若干凹み、そ
こからやや膨らみ気味に上方へ
立ち上がっていく 。貝殻破片の
器表面への露出が比較的目立つ。

上面観が弧状を
呈す横耳。端部

が若干上方につ
まみ上げられ、
上而はやや凹面
をつくる。長さ

は約7.5cm。端輝
は平坦に仕上け
る。駆味は約1.2

cm。

も
デ
残
而
か
ち
部
ラ
痕
れ

と
ナ
が
表
面
立
り
へ
の
ら

面

ラ

痕

°
底
の
が
は
り
み

。

両
へ
の
る
の
ら
上
に
削
も
る

表裏面とも

黒褐色 8
 

3ヤシキ

B-50 

西石垣
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第31表土器観察一覧 (6)

挿図番号 「l径

図版番号 器種
器糾

器形の特徴 外耳の状況 器面調整 器色
器原 出土地点

底径 (mm) 出土｝舒位
追物番号 (cm) 

「l麻部は丸味を僻びる。II月上部
l::rfii観が弧状の横耳。n 両而とも比

から「l縁部へ直線的に開き気味
唇下約 3.5cmに配すが、左 較的丁寧な

第15図 26.0 
になり、口緑部はゆるやかに外

下がりの斜めに貼り付け。 ナデ調整を 両面とも口緑 3ヤシキ

図版44 鍋
反する。器表面に［！殻破片が露

長さ約 5cm。端部はやや 施すが、必 部は赤褐色胴 6 B-51 

I 1-.)Jにつまみあげられ、 面に船痕様 部は黒褐色 西石.h:i
出する箇所やアバタ状になる部

尖り気味。上面は1凹面を のものが残
分がみられる。

つくる。瞑味は約 1.2cm。 る。

17唇,'illの形状は不明。U縁部か 上面観が弧状を呈す横耳。 表面

ら胴部へほぼ11り：線的に移行する 長さ約7cm、端部はやや
両而ともナ

胴」こ部から「l 3ヤシキ

2 鍋 ようである。器面はアバタ状の 丸味をすlち、上面は1サH
デ調整

縁赤褐色 8 B-51 

部分がみられ、混入物はあまり にイ_f上げる。JV:味は約 表面胴部と裏 西石J月

II立たない。 1.7cm。 面児褐色

「l唇部は尖る。「l縁部の方へ直 上而観が弧状を呈す。長
表面11緑部
賠褐色 2ヤシキ

35.0 線的に開く。外耳の部分で11f さ約 7cm。端部はやや尖
両血ともナ 胴部赤褐色 !3-,16 

3 鍋 すぼまり、「l緑部とllio1部が外側 り気味。 L・.1面は‘日坦面。
デ品l柩 裏面U緑;';II

7 
通/lll"J-

ヘ膨らみ気味になる。器表I面に 肛味は約 I0cm。「l唇下
赤褐色 括

貝殻破片が密に~'i 出。 約 35cmに付す。
胴j祁黒褐色

」・.而観が弧状をはす横耳。 ナデ謂整を
表面

20 0 「l棺祁は舌状を＇立す 。11緑部が 「l唇下約 2.5cmに付す。 施すが、外
暗褐色

3ヤシキ

4 鍋 わずかに外反する。器表1fiiにH 長さ約 8cm。端祁は尖 り 面の11緑部
裏1ffi

7 B-51 

殻破片が密にv~出。 気味。上面が外傾し、下面 に船痕様の
'..1.1. 褐色

西右垣

が水平。/'』i味は約2cm。 ものが残る。

21 0 I 1'1和糾は尖る 。 111•1部か ら 17緑部
L面から弧状を危す横耳。 1<面「！縁祁 t.

3ヤシキ
11杯ド約4cmに付す。長さ 11l,j而ともナ 端赤褐色表1fll

5 鍋 の方へ店「外側へIJflく。11糸点令II
約 6cm。端部は＇）、：り気味 。 デ，i判径 11緑部と裏I面

6 B-51 

はわずかに内消する。 r. 面は平坦、臥味は約2cm。 は黒褐色
西石垣

11唇部は舌状を呈す。11縁部が
ヒ面観が弧状を呈す横耳。 両面ともナ

22.0 
店「•直線的に外側へ聞く 。表裏

11唇下約 4cmに付す。長 デ調整。公 ft.'&面ともn 3ヤシキ

6 鍋
血とも混人物は器表1f1iにはほと

さ約 7.5cm。端部は尖る。 而には擦痕 緑部 I・.端賠褐 7 B-51 

んどみられない。
t面は杓＋の凹凸をなす。 様のものが 色頸部県褐色 ~ り.fiJ-1[ 
原味は約 I.Semo 残る。

11麻部は尖る。「l緑部の方へ1井l
上rui観が弧状を基す横耳。

27.3 
き気味になる。11縁部はやや11'(

n唇下約 3cmに付す。L乏 ,,,,rn面ともナ 表衷面とも赤 3ヤシキ

7 鍋
線的になる。表共l面にJl殻破片

さ約 9cm。端部は尖り気
デ調整。 褐色

7 13-51 

が机に｝名出。
味。上面は.,,:坦。的味は約 西石煩

I 6cm。

上面観が弧状を呈す横且。 両面ともナ

18.8 11麻部（ま舌状を同す。ほぽ直線 l」唇下約 4.5cmにf・Jす。長 デ湖整。災
如葡赤褐色哀

3ヤシキ

8 鍋 的に「l縁部に令る。表裏ともH さ約 75cm。端部は丸味僻 面に椋痕様
届l.'.l.¥褐色

8 B-51 

殻破片が机に器表裏に露出。 びる。他のiそ科に比し、雑 のものが残 西石坦
なつくり。厚味は約 1.5cm。 る。

11梢部は尖る。底部から外側へ 表1iii

28 0 
開きながら胴上部まで立ち上が

11唇下約5cmの箇所に横
赤褐色 2ヤシキ， 鉗 り、そこから1村傾に17緑部に至

耳を付すが、痕跡が認．め
両面ともナ 裏1fii

IO 
13-,16 

る。く字形の形状を足す。表裏面
られるだけで詳細は不明。

デ調整 口縁部上端 通/flf'1 -
とも器表面に貝殻破片が'Ii','に露 赤褐色 括

I 'I' lo 胴部黒褐色

32 9 
11唇部は平坦面をつくる。口縁

17唇下約3cmの箇所に横
両面ともへ 表而口縁部

10 禍
部から胴部へほぼ直線的に至る。

耳を付すが、非ljげ落ちて
ラナデの痕 黒褐色

10 
B-38 

胴部がIr;[くなる。表裏面とも器
おり、詳細は+明。

跡が認めら 胴；}II II針褐色 II培
表面に貝殻破片の露出がH立つ。 れる。 裏面黒褐色

23.6 
11唇部は舌状を呈す。11縁部か 1::面観が弧状を坐す横耳。

表公面ともn 3ヤシキ

II 鍋
ら/JJ;J上部へほぼ直線的に至る。 11唇下約 4cmに付す。長 両面ともナ

緑部赤褐色 6 B-50 
両面とも貝殻破片が器表面iに割 さ約 55cm。端部は尖り デ調整

胴部黒褐色 西石厨
りとみられる。 気味。印：味は約 IOcmo 

表而ヘラ削

19.8 「l唇部が尖る。n緑部から胴部 現脊料に痕跡はみられず りの部分残 表面II沿褐色裏 2ヤシキ

l2 縞 へほぼ直線(Iりに至る。両面とも る。公面I条 7 B-49 

貝殻破片が器衣l面に密に:i¥i'.出。
不明。

痕様のもの
面黒褐色

西石垣
が残る。
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(2) 青磁

(!) 鏑蓮弁文碗 （第46図 1)

鏑蓮弁の幅が狭いタイプである。高台が細くて、畳付だけが紺胎である。内底が凹む。

(2) 無鏑蓮弁文碗 （第46図2・3)

鍋がなく、箆描きの蓮弁である。

(3) 型造り蓮弁文碗 （第46図4・5、第49図3)

内体面に型造りの蓮弁文や花文がある。外体面には箆で蓮弁幅を描き 、口唇部に刻み目を入れることによって

弁先を表現している。このタイプは慶田崎遺跡はFIiで検出されている。

(4) 弦文帯碗 （第46図6、第49図 1・2)

口縁直下に数本の弦文帯を廻らし、その弦文を 2~3本単位の短斜線で区画するタイプである。

(5) 外反口縁碗 （第46図7~13、第47図 1~ 12、第50図 1~ 5) 

I類 素地が白色又は灰白色の微粒子で、腰部が張る大振りの碗がほとんどであるが、小振りの碗も見

られる。今帰仁城跡の外反口縁碗A窯系に甲＇あたる。

II類 素地は淡灰色でやや柑粒子。 I類に比して痺手で、釉も薄い。高台の幅は細く 、畳付は水平に切

られている。釉は高台外面で止まり 、怪付から外底までは蕗胎である。今帰仁城跡の外反口縁碗

B窯系にあたる。

Ill類 釉が陣く、高台剖りの浅い特徴がある碗である。今帰仁城跡でも 1点出土しているが、 「むしろ

c窯系と独立させた方がよい」 は21と述べている。
(6) 富文帯碗（第50図6)

口緑直下に箆描きの雷文帯が廻る。

(7) 玉縁状口縁碗（第48図 1~5、第50図7~I!) 

いわゆる佐敷タイプの範疇であるは3)0 

I類 D縁が玉縁状に肥厚する。内底から高台外面まで施釉したあと、内底釉を円形に削り取るのが多

い。蕗胎の内底に陰印花が多く見られる。口縁は外反し、腰部で張る大振りの碗が多い。

II類 I類に比して腰部の張りが小さく、器高が低い浅碗タイプ。

(8) 直口口縁碗

ここでいう直口口縁碗は無文である。小破片のため図化割愛。

(9) 酒会壺の薔 （第48図8・9)

酒会壺は検出されてないが、蓋が2点検出された。

(10) 鍔縁盤 （第48図6・7)

小破片のため、2点とも文様の有無については不明。

(l l) 口折JJll(第48図10)

無鏑蓮弁の口折llllである。口折れの稜が明瞭ではなく丸くなっている。

(12) 碁筍底皿 （第48図ll) 

底部は碁筍底だが、口緑部については不明。

(13) 内智Jill(第48図12)

無文の内樹皿である。

註

註 I.金武正紀 ・大田宏好他 「炭田崎逍跡J与那国町教育委員会 1986 

註2. 金武正紀 • 宮里末樅他 「今帰仁城跡発掘調杏報告 IJ今帰仁村教育委且会 1983 

註3.当IMJ倫]- ・宮里末廣他 「佐敷グスク」佐敷村教育委員会 1983 
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第32表 青磁出土一覧

1・2号屋敷 3・4号屋敷

器種（名称又は仮称） 部位 第I層 第Il層 第I層 第II陪

鍋蓮弁文碗 底部 l 

゜ ゜ ゜無鏑蓮弁文碗 口縁部 I l 〇 〇

ケ 底部 1 

゜ ゜ ゜型造り蓮弁文碗 口縁部 2 〇 l 〇

，，， 底 部

゜ ゜
1 

゜弦文帯碗 口縁部 8 〇 5 〇

ケ 底部 1 

゜ ゜ ゜外反口縁碗I 口縁部 101 4 42 

゜'l 底部 10 2 13 

゜，，， Il 口縁部 20 4 6 

゜，，， 'l 底部 13 1 4 I 

ケ ill 底部 1 

゜ ゜ ゜王縁状口縁碗 I 口緑部 8 〇 20 

゜，，， I 底部 4 

゜
5 

゜ク II 口～底 l 〇 〇 〇

直〇口縁 碗 口縁部 4 〇 2 〇

酒 ム云 . .!.'=' .. <. ~ 蓋 2 

゜ ゜ ゜鍔縁盤 口縁部 2 1 〇 〇

ロ 折 皿 口縁部 1 〇 〇 〇

碁笥底皿 底部 1 

゜ ゜ ゜内 樹 llll 口縁部 l 〇 〇 〇

不明 （碗） 底部 64 3 46 l 

ムロ 計 247 16 145 2 
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第33表 青磁観察一覧 (1. 2号屋敷出土）

挿l叉1番り
II 径

図版番号
名称人

類
器，・::j
ぶ地 施柚 釉色 い'"・ 人・ 文様 廿ii 考

は仮称 高台径
逍物番サ (cm) 

第-16図
鍋蓮弁 灰白色微

印：い透明釉を前面施釉の
!孔<~ 
荒い1T入が内 ・外 鏑蓮弁の稜線が，：泊台

伐付研麻。 l

図版45 あと、,;•::付の釉を削り取っ り1丑敷~t11 hI 
I 

文碗 、1.4 粒 f ている。 色
面に見られる 脇まで見られる。

外

,, 無鉛蓮
18 0 似いやや失透柚を内 ・外 灰 怖約 4nllTIの箆で蓮弁

11緑はド．縁IX。
ケ

点
なし Iり・}ぅi敷束石

2 弁文碗 ,niに施柚。 が描かれている。
垣外

似い失透柚を1/..J底から，・::;

;色~ 
外体面上位に箆描き 柑：付(i)f}Vi

ケ
台外1/Jiまで施柚。，，・::付か の辿弁のあるタイプ I ,}-/冦敷北石，， ,, 

3 
3 2 ら外底までは露胎。 の底部と考えられる。 煩内

内体面に陽印fr.文。

，， 判造り I 7.5 やや/'/い失透釉を11、j・外
やや細かい貫入が 外体面に箆描き弔線 lりat敷束石

述弁文 ケ
,, 内 ・外面に見られ の述弁。11辱;";IIに刻

,t 
碗

面に施釉。
る。 みを人れて弁先を表

.h(II、I

現。

］け！丑敷JI財i，， ,, ,, ，， ❖ 
,, 

5 hl.i'、J

11約1'(下に 3,j灌似こ

ケ 弦文僻
18 0 
白色微粒

印い透明釉をl人J/Jl;から，・::i
流いl'l入が内1(1iに よる弘文と刻みLI。 悦付研）朽。l

7.0 台外伯iまで施柚。性付か ，，， 胴部に 3,j., 櫛による り）五敷1J_LjイiJn:
6 碗

6.6 
！こ

ら外底までは祝胎。
僅かに見られる

巡弁文。μ、1底に印花 内
文。

，，， 
l~.2 
／火r'I色微 原い透明釉を1J、J・外面iに 内休面に箆描き文様 lり111敷束石,, なし

7 粒r 施柚。 の部が見られる。 J1[外

16.4 緑
内 ・外lfliとも

，， 白色微粒 旋いn人が外1ffiに 内底に 1本のI唸Iむ1稼 火を受けてい
I I',£ し、れhを11、J・外面に施釉 ,';-

8 r- 色
Jli'i: かに見られる。 が他っている。 る。I1}/ii敷

西石J11_1I、J

,, 外 17.2 似いやや透1!/-J柚を内 ・外 荒いn人が1勺・外 2 り届敷北1—i
反

，， ,, ,, なし， 
11 

面に施柚。 面に少し見られる。 頂内

，， 旦 17 4 
灰白色微 内体面に 1本の陰園 2り屈敷,,Ii石

IO 
,, 

粒(-
,, l1 ，' 

•,,_'*,., • 煩内

/,, 
17.2 J•;: いiゑlりJ釉を1村・外1friに l 流いl'l人が1村・外 11、lH泄i1-. 位に 1本の 2り）,;: 敷I囮石,, ，， 

施釉。 1uiに見られる。 陰1姐線が廻っている 煩rJ、J11 

白色微粒
Jt/いやや近叫釉を,,、1底か

> 内底に 1本のI唸位1線
~':: 付研1村。 l，， 

ら邸台外1ITiまで施柚。t:: なし サlせ敷束ィihi
12 

~ 
---Jこ が廻っている。

6.8 付から外底までは麻胎。 内

白色微粒
原いやや透明柚をl勺底か 1'i~ 内底に 1本のI陰1叫線

B-39 ，，， 

13 
，， 

Jこ ら茄台外面まで施柚。伐付 ⑰ 
,, が廻り、その中に陰

第 If-1
6.8 から外底は基本的に露胎。 印化文。

第47図
白色微粒

原いやや透明釉を内底か
閃 似：付研1柱。2

図版46 ，，， 

r- ら凶台外面まで施釉。岱： ，，， ク
号届敷第 I10 

I 6 3 付から外底までは爺胎。 色

> 細かい買入が内 ・
),'l: 付{i}f磨。I

❖ 

2 
ケ ,, ，，， 

外面に見られる。
，，， 号足敷西石J甘

6 7 内
外

I類では小刑。
ケ

反 12.2 
口 ，， 5.7 ‘ 

，， ,, ,, なし 2号民敷 B-
3 

旦
5.3 431])0 

,, 16 6 淡灰色で
やや薄い透明袖をJJ、J・外 灰 洗い貫人が内 ・外 1 号｝ぅサ敷第 I

I] ややlll粒 緑 なし
4 

f-
面に施釉。 色

面に少し見られる。 培

，，， 
18.0 細かい四入が内 ・ 1号屋敷束石,, ,, ,, ，，， なし

5 外面に見られる。 煩外
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第33表 青磁観察一覧 (1. 2号屋敷出土）

挿1叉1番号 口径

図版番号
名称又

類
器高
素地 施釉 釉色 虹人 文様 備考は仮称 邸台径

追物番号
(cm) 

第47図 15.1 淡灰色で
やや薄い失透釉を内 ・外 灰 2号屈敷

図版46 u やや机粒
面に施釉。

緑 なし なし C-44 
6 子。 色 II 1(1 

やや隙い失透釉を内底か 内底に 1本の陰圏線。
2号屈敷

,, 
られj台外面まで施釉。）~: 内体面に櫛描きの片

,, ，，， r,, ,., 
7 

64 付から外底まで硲胎。 切堀。
第 I培

,, 内底に 1本の陰圏線 悦付研磨。
が廻 り、その中に陰 2サ届敷ケ ，， ，， ,, 

"' 8 
5.0 印花花文。 西石垣内

外
細かし、四人が内 ・ l \~-届敷ケ 反

内底に［会1:11花花文。，， ，， ，，， ,, ， u 
6.3 外I針に見られる。 束h垣附

縁
碗

，，， 悦付研I紆。
，， ，， ,, ,, なし ,, 2サ屋敷10 
5 0 第 U:-1

伐付研liJ。,, 
流い1T入が内 ・外

内底に陰印花島文。
2号届敷，， ，，， ，， ，， 

I l 
5.3 面に見られる。 13-43 

第Il序

，，， 約 170 !.':: 付研磨。,, 約 7.3 ，，， ❖ ケ ，， なし 1号Jal敷12 
5.5 東石拓内

第,1s図 淡灰色で やや薄い透明釉を内底か
閤 荒いn人が内 ・外 内体面下位に 1本の 牲1・J研暦。図版47 ,, ややm粒 ら邸台外面まで施釉。低 ］サ届敷

I 5 7 子。 付から外底までb怜Jlf,o 色
而に見られる。 陰閲線が廻っている。

北石煩内

白色微粒 且 細かいfl入が内 ・
内底に 1本の1陰圏線 悦付iiJf磨。,, 

[I] が廻り、その中に陰 1号圧敷2 子。
，，， 

外面に見られる。
6 0 色 印花化文。 東石桓外

［ やや原い透明釉を1J..1底か

ti が；：付研磨。，， ,.,. ;c 
灰白色微 ら翡台外面まで施釉。内

3 状 I 
粒子。 底とヽ ¥'H,Jから外底まで硲

，，， なし 2号届敷
11 5.3 

胎。
色 西石垣内

緑
碗

20.2 .,. 肛い失透釉を内 ・外面に 2号届敷,, ，，， ，，， ，，， ,, 
4 施釉。 第I/N

やや薄い失透柚をI!、）底か
.,, 15.5 ら泊j台外,mまで施釉した 恐付研Ii'!。

IJ 4.7 ケ あと 、内底の中心部の柚 ，， なし ，， 1号／冦敷5 
5.8 を削り取っている 。 -~::付 束石坦内

から外底までも紺胎。

,, 20.6 Iり：い透11/l釉を11、j・外而に
仇色
荒いn入が内 ・外 l号屈敷

6 
I ❖ 

施祉lo 面に見られる。
，， B-40 

鍔 第 [I秤
緑

，， 盤 29.0 rvい失透釉を1村・外面に 2号斥敷
7 IJ ，，， 

施釉。
'l なし .,, 

第I序

匝径約
20cm。

,, 壺に収
白色微粒 匝い透明釉を益の甲のみ ドーム状の祁分に鉛

鍔縁は波状。

8 酒 まる部
子。 に施釉。

ケ ,, 
辿弁文。

2号松敷
会 分の直 第 I培
壺 径 12c
の m。
倫

ヶ i 2号圧敷， ，，， ，，， ，， ，，， 

西石垣内
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畠

12
/
 

13 
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゜
10cm 

第46図青磁 (1) (1・2号屋敷出土）
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~ 
10 
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第47図青磁 (2) (1・2号屋敷出土）
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第33表青磁観察一覧 (1. 2号屋敷出土第48図10~12、 3・4号屋敷出土第49図1~10) 

挿図番号
LI 径

図版番り
名称又

類
器高
素地 施釉 釉色 貫人 文様 りm 名

は仮称 .,,, 回..,__口, fヌ七； 
逍物番号

(cm) 

第48図 14 0 淡灰色で
やや薄い失透釉を内 ・外 灰 堀約 2mmの箆描き蓮 lり屈敷

図版47 「I折Jill やや祖粒 廿 なし

10 子。
面に施釉。 色

弁文。 東石垣内

> 白色微粒
原い透明釉を内底から外

l色1 荒い貫人が内 ・外 2サ庄敷，， 
底の半分まで施釉。外底 なし

II 子。 而に見られる。 1/ljlj垣内

1lll 7 2 中央部はii胎。

"' 
内 10.3 

厄い失透釉を内 ・外面に 胄 l号圧敷

旦 " なし ，，， 

12 施釉。 緑 第 I陪
色

第49図 15.2 淡灰色で 灰
「l緑直下に 6本の弦

図版48 やや机粒
原い失透釉を内 ・外面に

緑 ／／ 
文が廻り 、その上に 3号届敷

I f-。
施釉。 色

3本櫛による斜刻み 西石垣内

>
「Iが施文されている。

11緑1/iFに5本の弦JIil 18.0 
・（‘火火

ケ 白色微粒 _I, f ・・ 荒い貫人が内 ・外 文が廻っている。斜 3乃柑敷

2 子。
I,, 

緑 面に見られる。 刻み目の打無につい 第I培
色 ては不明。

内休面に 2段の迎弁

，， 吼造り 17 5 
｝火(1色微

ややI'/い失透釉を内底か
荒い［［入が内 ・外

文。外休1/riに箆描き 悦付/i]fJfj 

辿弁文 6.6 ら邸台外面まで施柚。r:: ,,. 叫球の蓮弁。口辱に 3号届敷
3 

碗 6.9 
粒チ。

付から外底までは露胎。
面に少し見られる。

刻みを入れて弁先を 西石垣,1、j

表現。

18.3 叩い失透釉を,1、J底から心：j ,'r 内休llfi上位に 1本の

"' 白色徽粒 陰園線。内底に 1本
7 9 
子。

台外面まで施釉。伐付か 緑 なし
の1唸圏線が廻りその

，， 
lヽ

6.9 ら外底までは露胎。 色
中に陰印化花文。

19.2 
原い透明釉を1前面施袖。

，， 外底には釉にくつついた 内底に 1本の陰l固線 3 \~ ・届敷
I 7 8 ，， 

‘‘ 
，，， 

5 
6.6 

トチンの部が残ってい が廻っている。 西石1,w、l

る。

，， 18.7 I!/い失透釉を内底から邸 内底に］本の陰咽線 ：竹：付研磨。

6 
,, 7 2 'l 台外1葡まで施釉。竹：付か ，，， ，， が廻り、その中に陰 3号1冦敷

7.3 ら外底までは紺胎。 I'll化花文。 西石垣l村

外
，，， 反 17.8 やや薄い失透釉を1村 ・外 内体而中位に 1本の 3号屈敷

17 ，，， ,, ，， ,, 
7 

旦
面に施釉。 陰樹線が廻っている。 西石用内

18.0 
l‘火火

，，， 匝い透明釉を内 ・外1(Iiに 村，， ,, ,, なし ，， 
8 施釉。 序H：K 

色

，， 17.9 ,, ,, ヶ ,, 11 ❖ ，，， ， 

,, 17.5 やや薄い透明釉を内 ・外

“ 色

内底に 1本の陰囲線 4号屈敷

10 
,, ，，， muこ施利lo「l粒約,n可こ釉 ,, 

が廻っている。 西石垣「付
垂れが廻っている。
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第48図青磁 (3) (1・ 2号屋敷出上）
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第49図青磁 (4) (3・4号屋敷出土）
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第33表 青磁観察一覧 (3・4号屋敷出土）

挿111番号 口径

図版徘サ
名称又

類
器窃
素地 施釉 釉色 い..,.人' 文様 備考

逍物番サ
は仮称 店台径

(cm) 

第50図
灰白色微

やや薄い透明釉を内底か i『
荒い四入が内i面に

内底に 1本の陰園線 r:+Hiif磨。
図版49 I ら贔台外1葡まで施釉。悦 緑 が廻り、その中に陰 3り松敷
1 6.9 

粒—{-
付から外底までは麻胎。 色 少し見られる。

印花花文。 西石垣内

黄白色微
1双い失透釉を内底から高

素〗，， 
台外面まで施柚。性付か なし

，，， ，，， 

" 2 
6.6 
粒子

ら外底までは爺胎。 色

，，， 岱 I 7 2 淡灰色で やや薄い透明釉を内底か 灰 荒い1't人が,1、J・外 姓：付研磨。

3 
I l n 7 4 ややlJl粒 ら硲台外而まで施釉。柑： 緑

面に見られる。
なし 3号居WJr.

は 6.4 子 付から外底までは紺胎。 色 西石厨内

，，， 17.5 
3号屈敷，，， ,, ,, ，， なし ,, 
西石垣内4 

，， 細かい買入が内 ・ 骰1,J1iJflii。
外面に少し見られ 内底にl陰印花花文。 3号）柑敷

,, ，，， 'l ケ
5 

6.4 る。 西石J-1i内

雷 16.0 ;i 「l縁直下にくずれた,, 
文 白色徴粒 似い透lリ］釉を内・外1/ITに 荒い此人が1勺・外

~r;-文帯文。 その下に6 -t'fful • チ 施釉。 ifりに少し見られる。
ク

碗 色 線描文。

ややI'/い透明釉を ,1、J li~か
，，， 16.2 灰白色で らぷ：j台外面まで施釉した

仇 細かV、n人が11、J.
内釦面HF位に 1木

3号屋敷7.3 やや粗粒 あと、 1村底釉を円形に削 の陰圏線が廻ってい7 
6.3 (- り収って森胎。伐付から 色

外1(1[に見られる。
る。

西{i坦I付

外底までも露胎。

‘ 
16 8 

やや胆い透lリ1釉を1勺・外
りヽ ク l1 なし ，， 

8 1f1iに施釉。

玉

，， ~r 17 5 
，， .,. ，， ，，， 

ケ ,,. ， 「l
緑
碗

やや似い透明釉を1勺底か
ら仙台外1面まで施釉した

荒いn人が内 ・外
内体面最下位に 1本 伐付Mi科。，， 

あと、内底釉を円）fクに削 の,,食l糾線。森胎の,1、） 3り屋敷10 
,, ，， 

面に少し見られる。6.2 り取って紺胎。牲付から 底に陰印花化文。 西石厨内
外底までも麻胎。

，，， -',':: イHiJf庖 。
，，， ,, 

み なし なし 4号）平．敷II 
60 第 I培
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第50図 青磁 (5) (3・4号屋敷出土）
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(3)白磁

検出された白磁は第35表のとおりである。これをつぎのように分類した。

(I)玉縁口緑碗 （第51図 1~4、第53図 1・2)

II類 I類に比して原手で、王縁も大きい。高台の内剖りは浅い。
(2)口禿皿 （第51図5)

内休而頂部から口唇部までの釉を掻き取って17禿にしている。
(3) ビロースクタイプ（第51図6~13、第52図 1・2、第53図3~ 7) 

I類 基本的には肛手の内円型であるが、 11唇内端を丸くし、口唇直下の外而を指でおさえてロクロをまわ
し、口唇部を尖らしている。内体面上位に陰圏線を 1本廻らし、下位には櫛描文のあるのが見られ
る ,.11。釉は内底から邸台脇まで、悦付は水平に切られている。内底に印花がない。

II類 基本的には1厚手の内丹型である。釉は内底から翡台脇まで、悦付は水平に切られている。内底に印花
がない。

(4)薄手直口碗（第52図3~6、第53図8)

薄い器壁が逆「ハ」の字状に開き、翡台は「ハ」の字状に開く 。牲付は水平ではなく、伐付内端だけが伐に付
<。II類のみ出上。

I類 口唇部は内傾して明瞭な稜を示すのと丸くなっているのがある。薄い釉を内底から高台脇まで施釉し
たあと、内底釉を蛇の目掻き取りしている。

II類 口唇部はやや内舟し、ビロースクタイプIIの「l緑に近い。高台をつかんで釉の中に突っ込む施釉方法
である。釉は悔い。

(5)外反口縁碗 （第52図7~ll、第53図9~ 11) 

I類 口緑部の外反のカープがゆるやかで、腰部で脹らまない器形である。器壁はII類に比してやや孔1,1手で
ある。

II類 口縁は外反し、腰部で脹らむ。高台づくりはピロースクタイプと類似するが、内底に印花文があるの
が多い。今帰仁城跡出土の白磁碗,ti)で最も多いのはこのタイプである。

(6)内舟型Jill(第52図12)

基本的に内舟するタイプの1Illで、高台は竹節状に仕上げられている。悪い釉を内底から邸台脇まで施釉されて
いる。同タイプの皿がピロースク追跡でも検出されている ・t30 

(7)腰折杯（第52図13、第53図12)

腰折れの稜が明瞭である。釉は内底から高台脇まで。

註

,,]: I. 金武正紀 「ピロースクタイプの!'I磁碗について」「貿易陶磁JNa8. R本貿易陶磁研究会 1989 
，： 1'2. 金武正紀 • 宮屯未版他 「今帰1-.城跡発掘，淵1f.報f,c」今Ml:村教介委員会 1983 
註:3. 金武正紀 ・阿利直治他 「ピロースク追跡」ィi.hJdi教n委ll会 1983 
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第34表 白磁観察一覧 (1. 2号屋敷出土）

挿図番号
u 径

名称又 器邸
図版番号

は仮称
類
.,,回,.ム「,I’土又 素地 施釉 釉色 貫入 備考

追物番号
(cm) 

第51I名I 16 8 
白色微粒

薄い失透釉を内底から腰

! 
内体面に 2本の陰圏線。屯緑下部に

図版50 II 7.0 
子“

部まで施釉。腰部から外 なし 釉垂れ。r::付研庖。 2号屈敷第[!
I 7.3 底までは紺胎。 層。

❖ 
16.0 

薄い失透釉を内 ・外面に 細かいrt入が外面 内面と壬縁に火を受けた痕あり。,, ,, ，， 
2 玉 施釉。 に見られる。 2号歴敷第a陪。

,, 旦 16 5 
簿い透明釉を内 ・外面に,, 

‘’ 
,;, なし 2号）丞敷第1]陪。

3 施釉。

薄い失透釉を内底から翡
高台脇にカンナ目が廻っている。，，， 

台脇まで施釉。高台脇か,,,. 
ケ ，， ，， 

4 
7.4 ら外底までは鉗胎。

2号屋敷束石垣内。

口 10.8 
薄いやや透明釉を前面施

,, 釉のあと 、内体面頂部か
牙/L< ,, ，，， ,, 2号屈敷第11層。5 Jill ら口唇部までの釉を削り

取って露胎にしている。

,, 17 2 
灰白色微 やや薄い失透釉を内・外

内休面 L位に 1木の陰圏線が廻って

6 
I 

粒子 面に施釉。
,,. ，， いる。

1号屋敷第 l]層。

やや薄い失透釉を内底か 閤"' 
内体面に櫛描文があ り、内底は11'1む

，， 黄白色微 細かいl't入が内・ 特徴があり、ビロースクタイプIの，， ら腰部まで施柚。嵩台脇
7 

5.2 
粒＋

から外／氏までは露胎。 色
外而に兄られる。 底部と考えられる。伐付r,Jf原。1乃

松敷西石垣内。

❖ 
15.6 
白色微粒 荒い虹入が外而に

指のロクロ痕が廻っているために王

8 
[I r ケ ，， 

見られる。
緑~Kに見える。
2号届敷第Ill•;,1 。

，，， 15.l 
外体面に指のロクロ痕あり。， ,, ，，， ,,. 

‘’ なし
1号屋敷第 lI杓。ピ

ロ

'l I 15 9 外休面に指のロクロ痕が3本廻って
ス ケ ,, 

"' 
,, ，， いる。

10 
ク 2号屈敷西石垣内。
夕

，，， イ 16.4 
荒い1't人が内 ・外 外体面にロクロ痕。

プ
，， ，，， ,, ,, 

II 
碗

面に見られる。 2り届敷西石垣内。

灰白色微 Q 内底中心部がi_ll_lむ。伐付研庖。，，， 

12 粒r-
,, ,, 

1号1せ敷第 I層。
4 9 

黄白色微 ~ 性付研磨。，，， 

13 粒子
,, ，， 

1号屈敷束石垣内。
5鼻6

第52図
白色微粒 ! 伐付研磨。

屈版51 ,, なし
I 5.4 

{- 1号居敷東石垣内。

灰白色微

E 
細かい1't入が内 ・ 内底に 1本の圏線が廻っている。，，， 

2 粒子
，， 

外而に見られる。 2号届敷第 I陪。
5.0 

，， 17 9 薄い失透釉が内 ・外面に
府

3 
I ，， 施釉されている。「1緑外 なし 2号屋敷第 I庖。

面に釉垂れあり。 色

薄い失透釉を内底から腰
部まで施釉したあと、内 使用時に低付を摺って滑らかにして，，， 

i ‘’ ，，， 底釉を蛇の目状に掻き取っ ，，， ，，， いる。姪付研席。l号1呈敷東石N4 
8.2 て露胎。腰部から外底ま 内。

口 でも露胎。

碗
簿い失透釉を内休而と外，， 伐付研磨。

II ，， 体面に施釉。内底部と外 ，， ❖ 
5 

7.4 底までは露胎。
2号屋敷西石垣内。

伐付研磨。，，， 
，，， ケ 4ヽ ，， ，，， 

6 
7 5 1号屋敷東石垣内。
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第34表 白磁観察一覧 (1. 2号屋敷出土第52図7~13、 3・4号屋敷出土第53図1~ 8) 

挿図番り・
11 径

図版番り~
名称又

知
命"' ，：':j 
索地 施釉 釉色 貫人 備考は仮称 高台径

逍物番り・
(cm) 

薄い近1リ］釉を内・外面に

第52図 13.J 
施柚。外体而蔽下部に9名

竹図版51 I 
白色微粒 胎部分がfliiかに残ってし‘

なし
内休1/fi最下部に1場圏線が 1本廻って

7 子 ることから，・::;台）協から外
色

いる。 1り）t沸敷東石垣外。
底までは鉗/jf;と考えられ
る。

,, 17.3 
池いやや透明柚を内 外 2号屋敷

❖ ，，， ，， なし8 面に施柚。 束石煩内
外
反
LI 16 0 やや薄い透明釉を内底か

竹
内底に陰圏線が 1本廻っている。内,,. 

縁 細かいl1入が内 ・I] ,, ら腰部まで施釉。腰部か 底に1唸I'll花化文あり。2り屈敷第 1， 碗
ら外底までは森胎。 色

外1fiiに見られる。 I沿ヽ, o 

.,, 約 17I 
荒し、n人が外体rfli 内底に1唸圏線が 1本廻り 、その中に

り 約57 ，， ❖ ，，， 陰印花文が代かに見られるが明眼で10 ti ,1 に見られる。
はなし'o'.閥付liJfli'i。

内底に陰印花花文。,, 
,, ,,. ,, ,, なし ぶt付研Jf!i。II 
5.4 2り・/せ敷第 I培

内 黄白色微
やや薄い透l財袖をl勺底か

許
非常に細かし慣入

翡台は竹節状に仕上げられている。
，， 

門 ら沿i台際まで施釉。ば：i台 が内 ・外面に見ら12 1111 ,1 3 粒1こ 外頂iから外底までは露胎。 色 れる。
悦付研磨。lり屈敷西石垣内。

，，， 胃 9.2 薄い透明柚を1J、J底から翡
2別冦敷，，， 台脇まで施柚。，:¥台脇か ,, ,, 

13 
杯 ら外底まではf名Jlf,o

第 1培

第53IXI 16.5 
白色微粒 薄い失透釉を内 ・外面に Q 3 l―j-}-tl敷

図版52 £ 
I] 

( 施釉。
なし

第Il附l 緑
口
縁

薄い失透釉を1村底から心j 岱：付/iJf磨。,,. 
碗 ，， ,, 台脇まで施釉。 ，•,::;台脇か " 

,,. 3り屈敷2 
6.8 ら外底まで（よ紺胎。 第 1]培

，， 16 0 やや薄い失透釉を,,、j底か
竹

閥台脇にカンナIIが廻っている。
[J 59 ,, ら，:':j台脇まで施釉。沿j台 ,, 牲付ji)f/f!}3 
5 3 脇から外底までは露胎。 色 3号圧敷西石垣内

，， 16.2 

8 
高台脇にカンナ1Jが廻っている。

，，， .,. ,, ，， ，罪付研）吾。4 ピ 3号屈敷両石垣内
ロ
I 

,, ス 17.0 
黄17色微 やや薄い透明釉を内 ・外

fil 
細かし,n人が内 ・ 3号1韮敷

5 
ク ,, 

粒子 面に施釉。 外ifiiに見られる。 西石垣内夕

イ
プ
碗

白色微粒
やや博い失透釉を内底か

厄
伐付研料。，，， ,, ら邸台脇まで施釉。邸台 なし6 

53 
寸'..

脇から外底までは露胎。
3げ径敷西石煩内

貨白色微 ~ 細かい買入が内 ・
内底に I,1辺のI唸1斜線が廻っている。,, 

7 
，， 

粒r
.,, 

外面に見られる。
似：付研磨。

6.0 3号歴敷洒石垣内

塁
薄い失近釉を内体面中位

,, 16.8 
/J(17色微

までと外体而qi位まで施 灰 ,・::i台脇にカンナ目が廻っている。

8 
直 a 5.4 

粒 Jこ 釉。内体面中位からl勺底 fl ，， 似：付研IE。
11 6.5 までと外体面中（立から外 色 3号1丑敷第1]附
碗 底までは麻胎。
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第34表 白磁観察一覧 (3・4号屋敷出土）

挿図番号
口径

図版番号
名称又

類
器沿j
素地 施釉 釉色 且入 備考

追物番号
は仮称 高台径

(cm) 

第53図 19.7 閤
内休而中位に 1本の陰圏線が廻って

図版52 I 
灰白色微 薄い透明釉を内 ・外面に

なし
しヽる。

， 粒子 施釉。 色
岱：付研磨。

3号屋敷西石垣l勺

岱
18.4 胃，， 口

I] 
黄白色微 細かい貫入が内 ・

3号屋敷西石垣内縁 粒子 ’’ 外面に見られる。IO 
碗 色

白色微粒
薄い透明釉を内底から窃

骨 荒い四人が僅かに
内底に 1本の陰恩線が廻っており 、，， ,, 台脇まで施釉。高台脇か その中に陰印北花文がある。仕付研

II 
6 3 
子

ら外底までは硲胎。 色
見られる。

磨。3号屋敷西石垣内

『
9.2 

薄い透明釉を内底から腰

! ，， 折部まで施釉。腰折祁か 細かい貫人が内 ・ 腰折の稜線が明瞭である。，， 
l2 ら外底までは硲胎と考え 外面に見られる。 3号屋敷西石垣l村

られる。

第35表 白磁出土一覧

I 1・2号屋敷 3・4号屋敷

器種（名称又は仮称） 部位 第 I層 第II層 第 I'R 第II層

玉縁口縁碗 I 口縁部 l 2 l 〇

// /,, 底 部

゜
l I 

゜口 未JL 皿 口縁部 l 〇 〇 〇

ビロースクタイプ碗 I 口縁部 〇 1 〇 〇

,,. // 底部 l 

゜ ゜ ゜❖ I] 口縁部 25 5 8 2 

，，，， ケ 底 部 15 l 3 

゜薄手直口碗 I 口縁部 l 〇 〇 〇

，，， ,,. 底 部 3 I 1 〇

'l II 口縁部 〇 〇 l 〇

ケ I,, 底 部 2 〇 3 〇

外反口縁碗 I 口縁部 2 〇 2 〇

，，， II 口縁部 28 

゜
5 l 

ケ ，，， 底 部 8 

゜
2 

゜内 舟 皿 底 部 l 

゜
1 

゜腰 折 杯 口縁部 l 〇 〇 〇

不 明 （碗 ） 底 部 10 

゜
4 

゜
合 計 99 11 32 3 
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(4)褐釉陶器

本遺跡で確認できた器種は、壺、鉢、水注、茶入れの 4器種であった。最的には壺形が全体の 81%を占め、

独占的な出土傾向にある。壺の中でも特に I群が41%を占めている。壺Ilb類の賓料は与那原遺跡 ,fllから出土

した龍文の壺と素地や釉色などが共通する。この壺Ilb類は土原追跡・戸 ．糸数城跡 .f31 • 勝連城跡,u . 阿波根

古島造跡・,f.5から出土しており、ひとつの形式として把握できるものである。今回の出土例から 14世紀前半まで

遡ることが判明した。壺の中で特殊壺a・b・ cが各1点づつ得られている。この手のものは県内での出土は初

めてである。中でも特殊壺aに近似する器形と素地が一致するものは佐賀県霊仙寺跡 I゚6 1から出土した水注があ

るが、本資料は、器形が算盤玉の様な水注にはならないようである。特殊壺bは、本土の中世追跡から出土する

蔵骨器は”と素地などが一致するようである。

鉢形は、 I類がほとんどであり 、他のIl・III類は各 l点づつ得られている程度である。Il類と I類は新しい時

期では共伴して出土する傾向にある。今回の出土例からは I類がIl類に先行する可能性が考えられた。III類につ

いては今のところ県内での類似査料がなく、今後の各県に期待した上で、比較検討を重ねたいところである。茶

入れの資料はビロースク追跡<,Ei,1 .今帰仁城跡は91のものと近似する。

、王==" 

註 I.金城f邸;: r与那原追跡」与那1川町教脊委員会 1988年
註2,令城({;,信 (6多良間村）「第m布グスク分布とその概要」

「ぐすく グスク分布調介報告）'r-(11) -; 呂古請島ー」沖縄児教ff委員会 1990年

註:3'糸数城跡の森料格理で金城亀信確認

註4. 1989年の勝連城跡発掘調介で検出 （勝連城跡の担当者である島袋祁氏の教示）

註 5.金城屯信 ，照伍孝ほか 「阿波根古島追跡J沖縄県教fr委員会 1980年

註6.「虚仙寺跡」佐買県束存振村教有委員会 1980年

註 7.鎌!}名古学研究所1所長の丁・塚直樹氏の教示

註8.金武正紀 ，阿利直治ほか 「ピロースク遺跡J石垣rl1教育委員会 1983年

註9. 令武JE紀 ・窮里末Jfjtほか 「今帰仁城跡発掘調介報告 I」今帰仁村教行委員会 1983年
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第36表 褐釉陶器分類別出土状況

~ 分類

1号屋敷 2号犀敷 3号栓敷 4号屈敷 屋敷なし
小

表採 西通 I II 柱 衣採西西通 I II 柱穴 北 表採 西通 I ll 採表西 通 I II 杜 外外表採 西 I II 
石川序序穴 石石用培 1,:1 石 石用 IM附 石 !fl培附穴 西石 /l"i荊
垣門 垣垣西門 垣l村 垣門 垣 P'J 垣 ;;1 

a I 6 1 3 I I 2 7 2 2 26 

b 3 I 9 2 l 12 2 2 I 5 I ， 3 4 I l 2 I l 2 63 

C 5 l 4 I I I 1 14 
I 
d I I 2 

e I I 2 

a・b I I 

a 3 6 I 3 l I 6 I I I 2 26 

b I I 

II C I 4 I 2 I I 10 

d 2 l 1 I I 6 

叫；: 不明

゜rr a・m 

゜m I 2 2 8 I 3 12 3 I I 34 

IV 2 2 1 3 I I 10 

V 1 5 I 5 l 13 

a I I 

b I I 
特殊

C I I 

d 

゜底令II 24 5 37 5 2 IO 46 21 9 6 6 4 59 14 7 5 6 2 I 3 23 I 12 I 309 

小計 0 39 7 76 6 4 15 79 21 15 II ll 15 3 0 106 0 23 7 0 13 0 8 3 0 l 6 30 2 18 I 520 

a 3 1 1 5 

b 2 I 2 I I I 8 

C I l 2 
I 
d 

゜e 

゜鉢 不明 I l 

I] I l 

m I I 

不明 I I 

底部 J 2 I I I 6 

小，;I' 0 6 

゜
l 0 0 2 6 I 0 0 0 0 0 0 4 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 I 0 2 0 25 

LI緑部 I 2 I 4 

百 底部 I I 

小計~ 0 0 0 2 0 0 0 2 0 0 l 0 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 

胴!"ill 2 l 3 
茶
入 底部 I I 
iL 
小計 0 0 0 2 I 0 0 0 I 0 0 0 0 0 

゜
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 

合 計 0 45 7 81 7 4 17 87 23 15 12 11 15 3 0 l 10 0 25 7 0 13 0 8 3 0 I 6 31 2 20 l 554 
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第37表褐釉陶器観察一覧

挿図番号
口径

図版番り
名称又

類
?" , if -I,"•r ) 

¥ 地 施釉 釉色 .,以.,.人. 文様 器形 ・成形等の特徴
造物番号

は仮称 底径
(cm) 

第54図 13.0 灰白色。細粒f。有 外面は肥瞑幣中央から胴 胴上部に砂 ・胎土目の
図版53 壺 I a 43 0 色物質。白色鉱物が 下部に施釉。内面は口頸 黒褐色 なし なし 目痕あり。
1 16.0 混人。 部に釉垂れ。 四耳壺。 第 3 ►:J-J玉敷

，，， 12 7 
灰白色。細粒子。有，，， 

‘‘ I a 40.0 
色物質。

,, ，， ，， ，，， ,, 
2 14.4 

胴上部に砂・胎土Hの
，，， 12 5 外面は口唇から胴下部ま 日痕あり。「口玄□家」
❖ ，， I a 38 7 淡橙色。細粒f。有 で施釉。内面口頸部に柚 ,,. 4ヽ ,, の亥lj印あり。

色物償。 内面の胴上部に当て具
3 14.5 垂れ。

様の痕跡。四耳壺。
第3号径敷

ヽ• 11.5 
灰色。細粒ー[-。布色

外而は17唇から底部の際 胴上部に砂・胎J.:日の
,, ，， I a 38 5 

物買。
まで施柚。内而は11頸部 ，， ,, ，，， 日痕あり。

4 15.8 に釉垂れ。 四耳壺。第3号尻敷

第55圏 12.0 
淡橙色。柑粒子。有

外面は17唇から胴部まで 府が強く張り出す。
図版54 .,, I a 施釉。内而の「l頭部に釉 茶黒色 ,,. ,, 四耳戒。
l 

色物竹。
垂れ。 第3号屈敷

ケ 10.6 
淡橙色。甜II粒子。イI けが弛く張り出す。，， ，，， I a 
色物竹。

,, ,, ケ ，， 
第2り屈敷2 

,, 11.0 
灰白色。芍ll粒千。イI

頸下部に 口唇の一部に屯ね焼き
，，， ,, I b 約36.0

色物質。
,, 黄緑色 ,, 1傷樹線を 後に生じた采lj離痕あり。

3 約13.0 一本施す。 第2号足敷

ケ 10.8 
淡橙色。札l粒-{-。布

府が強く張り出す。
,, ，，， I b ，， 茶褐色 ，，， ，， 有耳壺。
4 

色物質。
第2号届敷

ク 11.0 外面は口唇から胴部まで
府が強く張り出す。,, ，， I b ，，， 施釉。釉の大1とは禿げ治 ，，， ,, なし
第 1号屋敷柱穴

5 ちる。

，， II 0 淡橙色。末1l粒＋。打
肥J•,[幣中央から下に施釉。 Iiiの張り出しはナデ肘。，， 4ヽ I b 色物質・白色鉱物が
釉の大半は禿げ落ちる。

黄緑色 ，， ク

第3号尾敷
6 /'; II じ人,。

，，， 11.2 肥匝；；「中央から下に施釉。 胴ヒ部に「大占」の亥IJ
,, l1 I b ,, 内面の口頸部に釉垂れあ ，，， ，，， クヽ 印あ り。
7 り。 第3号届敷第 I培

，， 12 4 淡橙色。未1l粒子。白
口麻は露胎し、外面施釉。

肥l豆帯直下を弛く削り
，， 
" I b 約373 色鉱物 ・イI色物質が 内而は11縁に釉垂れ。

，， ケ ,, 出す。
8 約145 混入。 第2号廿ぎ敷

,, 12.0 淡橙色。細粒了・。白
頸下部に

肩の張り出しは Iaよ
外而は11唇から下に施釉。 二本の陽,, ケ I b 色鉱物 ・有色物質が
釉の大半は禿げ落ちる。

，，， ，， 
圏線を施

り弱¥,'o， 混入。
す。

第1号届敷第 1培。

灰白色。1敗粒子。1敗
外面は口唇から下に施釉

「l唇に胎土nの日痕あ
,, 11.6 細な白色鉱物 ・布色

後、頸下部の釉を若下掻
り。頻下部に亥lj印。文

，，， ，，， I b 物が少址混人。素地 黒褐色 ,, ,, 字は判読,1;能。
10 は茶入れのものと類

き取る。内面は薄い釉が
第 3 サ辰敷 • 第4号屋

似する。
前面に施される。

敷

,, 14.0 淡橙色。細粒子。有 頸部から Fに施釉。口唇 ．
頸下部に 肥厚帝直下の仕上げは

，， ,, I c 色物質 ・白色鉱物が U縁の内外面に釉垂れ。 黄緑色 ，， 二本の陪 非常に雑である。縦耳

11 混入。 釉の大半は禿げ落ちる。
圏線を施 を貼り付ける。
す。 第2号屋敷
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第37表 褐釉陶器観察一覧

挿1:;1.1番号
11径

図版番号
名称又

類
？, it ＂咋, .. 1 

素地 施釉 釉色 只OU・人' 文様 器形 ・成形守の特徴

逍物番号
は仮称 底径

(cm) 

顕下部に
肥匝帯直ドと類下部を

第551叉I 13.0 淡1火色。細粒チ。:fr 軽く削り出す。縦耳を

図版54 壺-. I C 色物竹 ・白色鉱物が
11唇から下に施柚。内而

茶褐色 なし
一本の陽 貼り付ける。

12 混入。
は胴部まで釉亜れ。 梱線を施

第1号屈敷第 II屈石
す。

垣内

n緑の肥Jtj.は二角形状
を星す。肥9且の造りは

第56図 16.1 淡灰色。細粒r。白 LI縁から/It,;]下部にまで施 雑。縦耳を貼り付ける。

図版55 ，，， I C 約37.0 色鉱物 ・有色物質が
柚。内面の11縁に釉垂れ。

// ，， ,, 后部から）II叶中央部にIii!
I 約17.5 1ノ)ヽ瓜,,.砒・13入。 きを施す約、内面に当

て具の痕跡。四耳壺。
第1号屋敷

肥駆幣f/i:下の成形は雑。

，，， 14.l 淡灰色。細粒子。1勺 n唇から底部近くまで施
耳の貼り付けはない。
頸部から胴上部に叩き，， ケ I C 35.6 色鉱物 ・イi色物質が 柚。内面の口縁部に釉乖 ，， ，， なし
を施す為、内而に当て

2 16 6 少虻混人。 れ。 具の痕跡が認められる。
第3号尻敷

,, 14 6 淡灰色。粗粒子。白 11唇から下に施釉。内而 肥1駁帯の成形は雑。
ケ 4ヽ I C 色鉱物 ・有色物質が

に釉垂れ。
，， ，，， ，， 

第3号屋敷
3 少梵混入。

胴上部に
口緑端；'illを外側に強く

,, 10.2 淡灰色。細粒子。イi 凸俯状の
屈1111させる。11111上部に

,, ，， I d 色物質 ・白色鉱物が ，，， ，， ,, 
賜圏線を

「利市」の刻印が2ヶ
4 混人。 施す。

所に施す。
第2号松敷通111l"l 

ケ 10.4 淡橙色。緋l粒f。イ'f 肥l双骨中央から下に施釉。 口縁端部を外側に強く
，，， ，，， I d 色物質 ・白色鉱物が

内而は爺胎。
貨緑色 ，， ，，， 1:r;,1111させる。

5 混人。 第2号屈敷

，，， 14.4 淡灰色。甜II粒:r。,(.f 頚下部に
幅）上；の目唇。成形は丁

，，， ケ I e 色物質 ・白色鉱物が
「J/1わから下に施柚。LI好 ，，， 'l 

困線を 2
<,*/ r・o 

6 混入。
は露胎。内面に釉垂れ。 本並行に

第2号屋敷
施す。

,, 19 0 頸下部に 広11の壺で、口唇の幅
，，， ケ I e なし ,, ,, ，，， 梃l線を 1 は広い。
7 本施す。 B-38第I培

,, 白色。 細粒—f-。 白色
全面に施釉。外而の釉色

外1f11に
比較的丁字に仕上げる。

，，，， ，， I e 鉱物 ・有色物質が混
は灰色 ・内面は茶黒色。

，， のみ虹 なし
第2号屋敷

8 入。 入

,;, 淡橙色。細粒子。白 「太平」の刻(:pを施し
，，， ケ I 色鉱物 ・有色物質が 外面のみ施柚。 茶褐色 なし ，，， た破片。， 混入。 第1号辰敷

，， 淡橙色。細粒子。有 屈線が1刻印を施すが判読でき
，， ，， I 色物質 ・白色鉱物が ,, ，， ,, 本認めら ない。
10 混入。 れる。 第1号屈敷

，， 灰白色。牡1粒子。布 ，，， 

，，， ケ I 色物質 ・白色鉱物が ,, ,, ，， ，' ゜
II 混入。

表採

，， 淡白色。粗粒子。有 上げ底気味の底部。，， ,, I 色物質 ・白色鉱物が 底部近くまで施釉。 ，， ，，， なし
第4号届敷第I培

12 15.4 混入。

,, 淡白色。柑粒子。有
立ち上がりはほぼ垂直
で、途中で開きながら

❖ .,, I 色物質 ・白色鉱物が ,, ,, ，，， ，， 
胴剖1に移行する。

13 l5.8 混入。 第1号屈敷第 l層
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第37表褐釉陶器観察一覧

挿l"J.I番号
n 径

図版番号
名称又

類
器裔

索地 施釉 釉色 l't人 文様 悩形 ・成形等の特徴
は仮称 底径

沿物番号 (cm) 

｝把I'/、:i'i1杜ドを強く削り

第57図 10 2 淡橙色。 細粒—f-。 白 l閤線が1
出す。

「l唇からJllnj下部まで施釉。 11唇に1J痕 (Ii少・胎上
図版56 ・,:'i II a 29.0 色鉱物 ・イ了色物質が 内『iiは口緑に釉並れ。

黄緑色 なし 本認めら l」)。
I 13.4 .. （比,―I 人" 。 れる。

四且壺。
第4J,J-J我敷

,, l2.2 
n界は釦Iiiし、）l包l沢詞I 11唇に砂 ・胎土IIのLI
央から）I月下部まで施釉。 痕あり 。

❖ ,, ,, 31 0 ，，， 

内而の「！緑から）Jl,J Iこ部に
// ,, ，，， 

四耳壺。
2 14.2 釉匪れ。 第3け）仕敷

,, 9 8 灰白色。till粒子。イi 11麻は硲胎し、肥印部か 耳の下）］に1--l痕 （砂 ・

ケ ケ ヽ 色物質 ・白色鉱物が らFに施釉。11、)面に釉乖 ケ 'l なし 胎 —LFI ) 。

3 混人。 れ。 第4け！せ敷

'l IOA 淡橙色。斜II私＇［了。白
胴上部を

耳のド方にIJ痕 （砂 ・

" 
，，， ク 色鉱物 ・介色物烈が

11唇にのみ顕者に残る。 ，， ，， 浅く削る
胎J..:.I」)。

4 混入。
胴部は釉が禿げ落ちる。 l}、布段

第3サIi敷
となる。

/; 10 8 淡灰色。細粒子。「ln唇は露胎し、）jせ）［汎i'i中 胴 I・．部に 耳の下）jに目痕 （砂 ・
,, ，， ,, 色鉱物 ・布色物質が 茶褐色 /,, 賜阻線を 胎上目）。

5 混人。
央から下に施釉。 1本施す。 第 1り屈敷

,, 10.4 淡橙色。細粒了・。白 肥lり繍','11り下を軒<i1IJり
，， ,, ケ 色鉱物 ・イi色物質が ,, ケ ，， なし 出す。

6 混入。 第2号1至敷

,, I 1.0 淡灰色。細粒r。白 11秤1む怜胎し、肥1c;:,:;;,q, I !11手iこl」Jj.£ (砂 .JJf, I:. 
,, ，， ,, 色鉱物 ・打色物質が 央から Fに施釉。内1ttiの 罰緑色

,, ケ 1-1)。

7 混入。 11緑に釉垂れ。 第 1り屈敷第11IM 

‘‘ 11 0 淡l:Jく色。雑l粒子。イJ 口唇にEl痕 （砂 ・胎土
,, ,, ，， 色物質 ・白色鉱物が ，，， 茶褐色 ~ // 口）。

8 混入。 第3り松敷

，， 淡灰色。細粒f。1'1 上げ底気味の底部。
ケ ，， [I 色鉱物。イi色物質が Ill吋f;;11に施紬。 ，， ，，， ，， 

第2号1冦敷， 12.2 混入。

，， 淡灰色。未ll粒＋。布
胴卜部に施釉。底部まで 上げ底気味の底;;II。

，，， ケ ，，， 色物質 ・白色鉱物が
釉亜れ。

黄緑色 ケ ,, 
第1号届敷

10 l3.7 混人。

，，， 淡橙色。細粒r-。有 t. げ底気味の底部。,, ，， ，，， 色物質 ・白色鉱物が ,, ケ ケ ，， 
C-39第 I1,:1 

II 14.3 混入。

頸部から
fl cmの 11緑の）I~ 叩は断而が辿

柚は肥l声j','上.'Iこと）lせl駁幣
個所にl在I「L」字状となり府の

第58図 19.0 淡橙色。粗粒f。1.'..J 直下 （頚祁）から下に施
線を 2本 張りは弱し、。縦耳は検
廻らす。 討の結果、6個が貼り

図版57 々 Il b 色鉱物 ・イi色物骰が 釉。内而のLI頸部に釉畢 ，，， ，，， 

胴部に龍 付けられていたようで
1 混入。 れ。釉は薄く、大半が禿 の浮き文。 ある。

げ洛ちる。 縦耳に 2
本の縦沈 第 1号展敷第IIi• 
線文。

❖ 淡橙色。末Jl粒子。白
龍文の一

胴部破片で、外1fijのみ施 部。1111線 ，前述した 1と同個休。,, ，， // 色鉱物 ・イi色物質が すが、釉は禿げ落ちる。
,, ，，， 

状の沈線 第 1号／丞敷
2 滉人。 が交差。

,, 淡椀色。細粒（-。白
胴部破片で、外面のみ施

龍文の・
前述した 1と阿個体。

‘‘ 
,, 
"' 色鉱物 ・有色物質が

すが、釉は禿げ沿ちる。
/,, ,, 部。文様

第 1号圧敷第 1培
3 :／比,―I人―’。 は浮き文。

,, 11.6 淡橙色。細粒子。有
胴上部に

肥j駁ヽ：i'i直下から施釉。n 凸術状の l跨tに仕上げる。，， ,, ll C 色物質 ・白色鉱物が 唇とl大JIili胴部に釉唾れ。
，，， (, 

陽I忍線を 第 1号届敷第II陪
4 混入。 一本施す。
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第37表褐釉陶器観察一覧

挿図番号
口径

図版番号
名称又

類
器窃

素地 施釉 釉色 貰入 文様 器形 ・成形等の特徴

辿物番号
は仮称 底径

(cm) 

第58図 10.4 灰色。細粒子。白色
胴上部に

肥匝帯直下の仕上げは

図版57 .←-,喩",一, ・ II C 鉱物 ・有色物質が混
肥1豆幣下部から下に施釉。

茶褐色 なし
凸帯状の

雑である。

5 入。
内面の口稼に柚垂れ。 陽圏線を

第3号屋敷
一本施す。

，，， 11 0 淡橙色。細粒子。有 口唇の一部から釉が掛か 肥駆常の仕上げは比較
，，， ，，， II C 色物質 ・白色鉱物が り始める。胴上在IIまで釉 淡茶色 ，，， // 的良好。
6 混入。 が認められる。 第 1号屋敷第 11¥".l

文様の直上に目痕が認

，， 14.4 灰色。細粒子。有色
胴上部 （府 められる （砂 ・胎土目）。

,, ，，， ll d 約33.2 物質 ・白色鉱物が混
「l唇からll目下部まで施釉。

茶褐色 ，，， 部）に縄u内而のn縁部を弧状に
7 12.3 入。

釉は薄い。 文を貼り付 形成される為、器壁が
ける。 一端薄くなる。

第3号届敷

ケ 13.0 淡橙色。細粒子。白
口唇から下に施釉。口唇

文様帝下に砂 ・胎七El
,, ,, Il d 色鉱物 ・有色鉱物が

と内面口緑に釉垂れ。
，，， ,,. 

ケ の目痕。
8 混入。 第2号届敷

,,. 11 6 
口唇から下に施釉。「l唇

頸部近くに砂 ・胎J.:.Fl 
,, 

ケ Il d ❖ 

から内面胴部に釉垂れ。
,, ケ ,, の目痕が悶状に辿なる。， 第2号屋敷

ケ 9.8 灰白色。細粒子。白
肥厄僻直下を軽く 削り

,, ,, [I] 21.0 色鉱物 ・イ｛色物質が
n唇は露胎。口緑から胴

黒褐色 ,, なし 出す。四耳壺。底部は

lO 11 2 混入。
下部まで施釉。 上げ底。

第3号屋敷

胴上部に 仕上げは比較的に丁寧
ケ 92 灰白色。細粒子。布

「I唇は露胎。口緑から下
1.4cm幅で である。四耳壺。

,,. .,, ill 色物質 ・白色鉱物が 黄緑色 あり 浅く削り 第3号屋敷
II 混人。

に施釉。内而に釉垂れ。
取る為巴l
状となる。

，， 10.6 仕上げは比較的にT1t1
,, ，， 皿 ,, ケ 茶褐色 なし なし である。

12 第2号屋敷柱穴

，， 9.4 淡橙色。細粒子。 布 肥匝帝附下を軽くi'ilJり
，，， ，，， m 色物質 ・白色鉱物が ，， 黄茶色 あり

,, だして成形。四耳壺。

13 況人。 第2号屋敷

,,. 淡灰色。細粒子。有 上げ底気味の底部。
，，， ，，， 皿 色物質 ・白色鉱物が 底部近く まで施釉。 黒褐色 なし ,, 第2号届敷通川l"l
14 12.0 混入。

第591忍l 9.6 淡灰色。細粒子。有
肥匝帯直下を軽く削り

図版58 出一會下i IV 17 0 色物質 ・白色鉱物が
n唇からII月下部まで施釉。

茶褐色 .,, ,, 出す。

I II 0 混人。
内而は口縁に柚垂れ。 四耳傘。

第3号柑敷

肥匝帯直下を軽く削り
出す。耳のドに砂 ・胎

❖ 9.5 
口唇は露胎。LI緑から胴

±目の目痕。底部は上
，， ，， IV 18.0 ，， 

下部で施釉。
黄緑色 ~ ，，， げ底気味で、底面から

2 l 1.5 の立ち上がりは乖直に
近い。
第2号屈敷

,, 8.5 淡茶色。細粒子。有
肥躯帯f/-l下を浅く削 り

ケ ケ N 色物質 ・白色鉱物が
11唇の釉のみ薄く、他は

茶褐色 ，，， ケ
出す。

3 混入。
（口緑 ・胴部）駆く施す。 四且壺。

第3号）立敷

;,, 淡橙色。細粒子。イf
胴 ・底部の破片。胴下部 底部は上げ底気味。

ケ ケ IV 色物質 ・白色鉱物が 黄緑色 ，，， ケ

4 11.2 混入。
まで施釉。釉は禿げる。 第4号足敷

ケ 灰白色。細粒子。有
胴 ・底部の破片。II月下部 底部は上げ底気味。

，，， ,, IV 色物質 ・白色鉱物が ,, あり ，， 

5 11.8 混入。
まで施釉。 第3号屋敷
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第37表褐釉陶器観察一覧

挿段1番号
口径

図版番号
名称又

類
器高

素地
逍物番号

は仮称 底径
施釉 釉色 間入 文様 器形 ・成形等の特徴

(cm) 

第59図 8.8 灰白色。細粒子。有
口唇部の掻き取り個所

図版58 曲ー→ V 約14.0 色物質 ・白色鉱物が
口唇から胴下部まで施釉。

灰褐色 なし なし
に目痕があった可能性

6 約 5.8 混入。
口唇の一部を掻き取る。 が裔い。

第3号屋敷

，， 8.4 淡橙色。細粒子。有
，， ,, V 色物質 ・白色鉱物が

口唇の釉は薄く 、口縁 ・
貨茶色 あり

成形は丁寧である。

胴部は濃く施す。
，，， 

7 混入。
第2号屋敷

底面の1豆さは2mmと非

ケ

、脅 ヶ V // 
胴 ・底部の破片。 胴下部

茶褐色

常に薄く内底面と外底

8 
まで施釉。

なし ，，， 面に製作時の巻き上げ

8.6 のjj{が残る。

第3号屋敷

，， 9.0 
，，， ，， V ，， 口唇は硲胎。口縁から下

淡茶色

肥匝幣直下を浅く、丁

， に施釉。内而に釉垂れ。
，，， ，，， 率に削り出す。

第 1号届敷

,, 8 4 灰白色。細粒子。有
,, ，， V 色物質 ・白色鉱物が

口唇と口縁から下に施す。
肥l豆荀直下を浅く、丁

内而も同様に施釉。
,, ❖ ，，， 寧に削り出す。

10 混入。 第3号屋敷

❖ 7.4 
,,. ，，， V ，，， 

LI唇外端から釉が掛かる。
淡褐色

肥厚帯直下を軽く削り

II 
口唇と内面は露胎。

，， ，，， 出す。
第3号屈敷

，， 淡橙色。細粒子。布
/,, ，，， V 色物質 ・白色鉱物が

胴 ・底部の破片。胴下部 内面に顕箸な帷位痕。

に施釉。
❖ ,, ，， 

12 9.8 混入。
第1号屈敷柱穴

,, 淡灰色。細粒子。 有
，， ，，， V 色物質 ・白色鉱物が ケ 茶褐色

胴部の中央に目痕 （砂 ・
,,. ❖ 胎土目）。

13 7.6 混入。 第2号届敷

ケ 灰白色。甜II粒子。有
，， ，，， V 色物質 ・白色鉱物が

底部破片。胴下部に釉が
外底而の縁近くに砂 ・

若干残る。
，，， ,, ,, 胎土目の目痕。

14 9.8 混入。 第4号屋敷

,, 9.4 
口唇と肥瞑幣に釉垂れ、 口縁を王縁状に成形す

,, 特殊並 a 16.3 ,, 頸部から朋上部の釉を掻
黄緑色

る。比較的大きい耳を

き取る。胴」消IIから胴中
,, /,, 

15 11.4 
4箇所貼り付ける。

央まで施釉。 第3号屁敷

，， 11.4 灰白色。微粒子。 有 肥叩俯中央から胴下部ま
口唇は焼成後に削る。

,, ,, b 約20.0 色物質 ・白色鉱物が で施す。内而は底面近く 茶褐色
素地は精選され茶入れ

ケ ，， 

16 約 8.0 少姑混入。 まで施釉。
のものに類似。
第2号届敷通用1'9

口唇端部をつまみ上げ

,, 6.0 灰白色。細粒子。有
て口縁を作る。口唇の

，，， ヽ C 色物質 ・白色鉱物が
外面は露胎。内而の胴上 内側は盗が受けられる

部に施釉。 " ‘‘ 
，，， 

I 7 混入。
様に成形される。
有蓋壺。
第2号駈敷第 l培

，，， 淡橙色。細粒子。
，， その他 白色鉱物 ・有色物質

胴部破片。外面施釉。内
淡茶色

外面の軌輯痕は雑で段

面に釉垂れ。
,, ~ 状となる。

18 が混入。 第2号屋敷

把手が貼

，，， 

水注
灰白色。細粒子。白

り付けら 口縁が欠洛する為、器

，，， 色鉱物 ・有色物質が 胴部破片。内外面に施釉。
れた個所 種は特定できないが水

胴部
茶褐色 ,, 

19 混入。
に圏線を 注の可能性がある。
1本廻ら 第 1号屋敷
す。
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第37表褐釉陶器観察一覧

挿I叉1番号
口径

図版番号
名称又

類
器 1::;

素地 施釉 釉色 且人 文様 器形 ・成形等の特徴
は仮称 底径

辿物番号
(cm) 

口唇の両端は突出する。

第60図 33.6 淡橙色。細粒千。有
外而は露胎。内面は11緑

口縁の縦断而は「て」

図版59 鉢 I a 16.6 色物骰 ・白色鉱物が から底部まで施釉。
茶褐色 なし なし 字状となる。肥駆倍直

l 23.6 混入。 下を軽く削る。

第2号届敷

,,. 34.0 灰白色。細粒子。有
肥原帯直下を深く削り

外而は露胎。内面は胴上 出す。内面を「て」の
，， ,, I a 色物質 ・白色鉱物が

部から釉を施す。
.. "' 

，，， 

字状に屈曲させる。
2 混入。 第3号届敷

，， 33 4 
肥ll/.~;•;直下を浅<rillる。

,, ，，， I a ，， 外而は総胎。内面は口縁
淡貨色 ，，， ，， 内面を 「て」の字状に

から下に施す。 屈曲させる。
3 第1号屋敷

,, 29.8 
肥9駁哨直下を浅く削る。

,, ,, I b 13.2 ，， 外面は窮胎。内面は口緑
茶褐色 ク /,, 

内面を「て」の字状に

から底面まで施釉。 屈曲させる。
4 16 6 第2号屋敷

,, 27.8 肥1豆僻直下の削り出し
、 ，， I b ，，， 

‘’ 
，，， ，，， ,, は浅＜、雑に仕」；げる。

5 第2号辰敷

,, 30.0 
外rui(H柑胎。内I面は口唇

肥原幣直下は欠落。削
,, ，，， I b 約110 ,, 

内端から底而まで施釉。
，，， ,, ，， り出しは浅い。

6 I 7.4 第 1号屈敷

,, 29.4 外面iは篠胎。内面は胴上
肥J双帯直下の削り出し

，， ，， I b 約12.5 ,, 
部から底面まで施釉。

,,. ，， ,, は浅い。

7 l 7.6 弟3号届敷

，，， 20.4 口唇の中央に目痕 （砂 ・
,, 'l I C ，， りヽ ❖ ，，， ，， 胎土且）。

8 第3サ尾敷第 I附

，， 17.6 
外而は篠胎。胴上部から

肥匝帯直下の削り出し
,, ，，， I C ,, ,, ,, ，， は非常に浅し'o， 下に施釉。 第3号屋敷

,, 
外面は露胎。内面iは仁1縁

口唇に目痕 （砂 ・胎土

ク ，， [] ，，， 

から下に施釉。
淡茶色 ,, ，， 目）。 玉縁状の口緑。

10 第1号1至敷第IIN

口唇から
，， 20 4 外面は口縁から胴下部ま 下 9こ2.5 n頸部の縦断面はラッ
，， ，，， III 約14.0 ，， で施柚。内而iは口縁から 黄緑色 ，，， cm ~111-1N 俊 パ状となる。

ll 8.2 底面まで施釉。 の1個所に 第2号届敷
,n滞文。

上げ底。底面から立ち

第61柊l 白色。微粒＋。況入
底部破片。胴下部まで施

上がりは直線的で丸み

図版60 ,,.::. ,_ I 物は見えない。精選
釉。

、県色 ’’ なし を持ちながら胴部へ移

I 14.4 される。 ,1-「O

第3号屈敷

，，， 淡橙色。細粒子。有 内面外面とも露胎する。 上げ底。輛櫨痕が認め
，，， ，， II 色物質 ・白色鉱物が 外而に薄く 、釉垂れの痕 ,, ,:, ，，， られる。

2 15 0 混入。 跡が残る。 第2号屋敷通/Ill"!

，， 淡灰色。細粒子。有
外面と底而に施袖。内而

底面の縁にU痕 （砂 ・
,, I,, II 色物質 ・白色鉱物が 黄緑色 ，，， ，， 胎土目）。

3 13.3 混入。
は無釉。 第3号届敷

,, 
外面はII月下部まで施釉。 内面の観輯狼は顕沿。,, ,, III ，， 茶褐色 ク ，，， 

4 11.0 
内面無釉。 第 1号民敷柱穴
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第37表褐釉陶器観察一覧

挿I没1番号 LI 径

図版番号
名称又

類
器高

素地 施釉 釉色 貫入 文様 器形 ・成形等の特徴
追物番号

は仮称 底径
(cm) 

第61図 淡灰色。糸Ill粒子。布
外而は胴下部まで施釉。

底面に胎土目の目痕が認
図版60 壺 III 色物質・白色鉱物が 黄緑色 なし なし められる。
5 12.6 多梨に混入。

内面無釉。
A-39 表採

,, 淡灰色。細粒子。布 立ち上がりで若干、くび
,, ,:, N 色物質 ・白色鉱物が ，，， 茶褐色 /,, ,, れる。
6 10 3 混入。 第2号屋敷

,, 
淡灰色。微粒子。混

底lffjの縁の大半を削り出
ケ ，， V 

入物が見えない。
柑ijffijとも無釉。 不SJ] ，，， ,., して面を造る。

7 9.5 第 2号屈敷

4ヽ 灰白色。細粒子。有
内外而 ・底面も施釉。外

底面の緑に砂 ・胎土目の
，， 鉢 m 色物質 ・白色鉱物が 茶褐色 あり ,, H痕。
8 14 2 1T比l人"。

面の釉色は貨緑色。
第 3号圧敷第1]附

11 
外而は底部近くまで施釉。

釉薬は良質のものを使用
,, ，，， m ,,. 

内面は底面まで施釉。
,, なし ，，， か。， 13 0 第 2号屋敷

ケ 淡粉色。 細粒子~。 布
外而は無釉。内而は底面 上げ庇気味。，， ，，， I c 色物質 ・白色鉱物が ~ ，， /,, 

10 10 6 混人。
まで施釉。 第 2サ届敷

,, 灰白色。細粒子。,f,- 底面は上げ底であるが、
，， ケ l c 色物質 ・白色鉱物が ，，， ,, ，， ，，， 盛り上がりが弱"'o
II 8.6 1.比,―J人→。 第 2号届敷

,, 7.8 灰白色。微粒子。布
「l唇に釉垂れ。内外而と 肥駆は小さい。,, 水注 b 色物質 ・白色鉱物が 黄緑色 あり ❖ 

12 混人。
も施釉。内而の柚は薄い。 第 2号屈敷

,, 6.3 灰白色。細粒了・。布
「I唇に釉唾れ。外面のみ

肥厚常直下を軽く削り出,, 
‘ b 色物質 ・白色鉱物が

施釉。
児褐色 なし ，，， し、肥I厚を強調。

13 l•比r, 人'。 第 2号1i:敷第 I翔

ヽ~

灰白色。 細粒—f-。 白 口唇と内外面に施釉 （全
口縁を若千、外側に折り

,, ,,. 
b 

色鉱物が混入。 而施釉）。
茶褐色 ケ

,, 曲げる。
14 第 2号屈敷

，，， 淡茶色。細粒子。白 口唇と内外面に施釉 （全 頸部のIr出川は強い。胴の
,, 茶入れ 色鉱物が混入。精選 面施釉）。 1J、1面は胴上部 ,, ，， ,, 最大径12.5cm。
15 された素地。 から底面まで施釉。 第 1号｝奉敷第 II倍

,, 淡茶色。微粒子。混 底lf[jから立ち上がりは直
,, ,, 入物が観察できない。 外而のII月下部に施釉。 県褐色 ，，， ，，， 線(1りにl)flく。
16 52 索地は精選。 第 2号圧敷

,, 外面の槻櫨調整は非常に
，， ，， .,, Jll;;Jもillr-,。負胆呆由。 不りj ，，， ,, 細かい。丁寧である。
17 第 1サ｝毛敷第 UI名

，，， 

白色。微粒子。混入 /II,]上部の破片。
/,, ,, 胴部片。外面のみ施釉。 茶褐色 ，， ,, 

18 
物が観察できない。 第 1サ屈敷第 JI,;芍

Ill叶し部に胎」」1のti痕あ

"' I a 約11.5
灰褐色。細粒子。微 り。口頸部を欠くが他の

，，， 壺 or 約35.0
細な黒色鉱物と 0.5 外而はI)月下部まで施釉。

❖ ，， ，，， I類沢料から残イiする器
-I nun程度の白色鉱 内而は¥名胎のままである。 形から la01 lbに該当す

19 I b 13 7 
物が多く視入。 る。

B-46第2号J:tl敷通川l"l

,,. 
その他

茶褐色。微粒子。白
頸下部から胴下部に施釉

内外而に顕著な輛紺痕が
,,. 
胴部

色鉱物 ・有色物質が
（全釉？）。内面釉垂れ。

，， 4ヽ ,, ある。器形も特異な形態。
20 混入。素地は精選。 第 2号圧敷柱穴
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(5)白地鉄絵

1点だけ得られており 、第62図lに示した。袋物の破片であるが、小破片のため詳細は不明である。表面に鉄

絵による枝葉の部分とその上部に横線がみられるものの、全体の状況はつかめないが竹葉文が考えられる。釉は

風化しており、光沢を失っている。裏面は無釉で、横方向の調整痕が明瞭に残る。第2号屋敷から得られている。

(6)黒釉陶器

いわゆる天目茶碗と呼ばれるもので、第1号、第2号屋敷からそれぞれ3点の計6点得られている。口縁部と

胴下半部の資料で、いずれも小破片であり 、器形や大きさについては明確にし得ない。口縁部の資料2点を第62

図2・3に示した。2・3とも口唇部が尖り 、上端の返しが比較的明瞭なべっ甲ロタイプのものである。2は推

算口径が約12.3cm。両者とも釉は口縁部が褐色がかり 、胴部は黒色を呈す。禾目のみられるものも得られている。

2の胴下部をみると外面の下半部は無釉である。胎土は 2が灰白色の細かいもので、3は灰黒色のやや粗めのも

のである。

(7)須恵器

第2号屋敷から 2点、第3号屋敷から 1点の 3点得られている。いずれも肩部及び胴部の小破片の資料である。

4は表裏面に格子目の叩き痕が明瞭に残り、 5・6は表面だけに叩き痕が残る。4は裏面の方が粗い目になって

いる。4はやや厚手のもので5・6は薄手のものである。胎土は暗茶褐色を呈 し、白色微砂粒を含む。
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(8) 鉄製品

新里村西遺跡出土の鉄製品は、実用品と用途不明がある。前者は刀子、手斧状鉄製品、鉄鍋の三種類である。

後者は板状の製品であるが同製品は、鉄鍋の胴部破片の可能性もある。以下、特徴を記述する。

（イ）刀子

第63図 1は刀子の完形品で、刃は両刃である。外反りの刃部をつくる。柄部から切先は若干反る。重批38g。

第2号屋敷柱穴内出士。

（口）手斧状鉄製品

同図2はほぼ完形の鉄製品である。柄部の両端を内側に折り曲げた袋状のものである。刃部は概ねバチ形を呈

する。刃部の両端は使用により潰れ、刃縁の平面観は円刃気味となる。残存重量111g、残存長13.0cm、刃部最

大幅5.8cm、刃部の厚さ2mni、柄部の厚さ2.5mm、第2号屋敷柱穴内出土。

（ハ）鉄鍋

鉄鍋の査料は 7点得られた。その内の 1点は図上復元を試みた。鉄鍋はA・Bの二種類が出土している。 鉄

鍋Aは一点のみ得られていて、新里村東から伝世された；資料と推定されたものである。

第63固3は鉄鍋Aタイプの口縁破片で、口縁は外側に若干傾く 。口頸部の内外面及び内面口縁に明瞭な稜を残

す。残存重罷32g。厚さ3mm。新里村西造跡第2号屋敷出土。

同図4は図上復元の査料で、鉄鍋Bタイプに含めた査料である。推符口径42.0cm、推定器高17.0cm、推算底径

13.0cmを測る。底部は丸味のある平底で、立ち上がりも丸味を保持しながら開き気味に胴部へ移行する。口縁部

は逆「ハ」の字状に外側に傾く 。口唇は丸味を帯びる個所と尖る所がある。残存重量 （口縁部130g、厚さ4mm。

底部180g、原さ3.5~4.0mm)第3・4号屋敷。

同図5は山を持つと考えられる口縁破片で、口縁は外側に緩く外反する。残存重羅139g。 第4号屋敷。

同図6は山形の口縁と見られる；資料である。口縁は外傾し、直線的である。残存重姑129g。第3号屋敷西石

垣。

同図 7は平坦口縁で、外側にきつく外傾する。 第38表 鉄製品出土一覧

残存重絨180g。第3号屋敷西石垣。

同図8も平坦口縁であり、傾きもかな りきっ

く外傾する。残存重羅15g。第4号屋敷。

同図9は底部破片で、平底である。残存重紐

l50+X g。表採。

（二）用途不明

同図10に図化した資料は板状のものである。

この種の資料は鉄鍋破片、あるいは製品を作る

際に鉄を溶かしやすくする為に板状に加工 ・成

形したものなどが考えられているが、現段階で

は判断できない資料である。残存重巌4l+Xg。

第4号屋敷。

番号 器種

1 刀子

2 手斧状鉄製品

3 
＇ 
4 

5 

6 鉄鍋
＇ 
7 

I 

8 
I ， 
JO 不明
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部位

完形

，，， 

口縁

口縁～底部

口縁

,, 

，， 

// 

底部

重菰 (g) 出土地点

38 第2号屋敷柱穴内

111 ,, 

32 B-32 I陪

130・180 第3・4号屋敷

139 第4号屋敷

129 第3号屋敷西石垣

180 ，，， 

15 第4号屋敷

150+X 表採

4l+X 第4号屋敷
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以上が新里村西遺跡出土の鉄製品である。刀子の類例は仲筋貝塚1,EI、平得仲本御嶽遺跡、成屋造跡l.[21などで

報告されている。手斧状鉄製品に近似する例はカンドウ原遺跡11[41で得られているが本査料を手斧として取 り扱

うには比較資科が少ないため、取り敢えずその形状から手斧状鉄製品として報告した。

鉄鍋Aタイプの資料は県内で初めて検出されたものである。この鍋は土器分類の鍋形I・II類の2種に模倣さ

れ、あるいは影響を与えている。この様な在り方は草戸千軒町l,F3の鉄鍋模倣土器のありかたと似通っている。

鉄鍋Bタイプの出土例は砂川元島追跡は51で報告されている。砂川元島の鉄鍋は口径が35.0cmであり 、新里村

のものが7cmほど大きい。この鉄鍋Bタイプも鉄鍋Aタイプと同様に土器に模倣 ・影響を与えるが、新里村の土

器には見出せない。

つまり、鉄鍋Bタイプを模倣あるいは影響を受けた土器の登場時期は、ほぼ 14世紀前半以降に始まり、 17・

18世紀まで続く可能性が考えられた。当然ではあるが、その期間に鉄鍋Bタイプ以外の要素やその他の影響 （外

面に横耳 :いわゆる外耳を貼り付ける）が入り込むのであろうが、基本となる土器の器形は 14世紀前半以降に

確立される。その模倣の例として、慶田崎遺跡<,f6I、カンドウ原遺跡1,£;)などの中森式土器,.ts (外反するタイプ）

があげられる。

現段階では鉄鍋AとBは鉄鍋Aが鉄鍋Bに先行する兆しを見せているが、鉄鍋AとBが並行するか、あるいは

鉄鍋Aが鉄鍋Bに先行するかが今後の焦点である。今後の鉄鍋資料の増加に期待される。

註

註 l. 「仲筋具塚発掘調査報告」仲筋貝塚発掘調介団 1981年。

註2.「西表 ，成1.ii逍跡発掘J紐会概報J・r'r11J学院大学 ・成屈逍跡調壺団 1987年。

註3.「釈戸千軒町逍跡 (-第35・36次発掘調査概要ー）」広島県教宥委且会・広島県1江戸千軒町逍跡調査研究所編 1986年。

註4. 「カンドウ原遺跡発掘；凋介報告 (I)」沖縄県教fi'委員会 1983年。

註5.島袋洋ほか 「砂川元島」城辺町教育委員会 1989年。

註 6.金武」t紀 ，｝くIll宏H「炭田崎辿跡J与那国町教育委員会 1986年。

註 7.大城芯 ，金城f(J,信ほか 「カンドウ原；且跡j沖縄児教宥委員会 1984年。

註8.高宮廣衛 「編年試案の部修正について」「南島考占」第7号 沖縄考古学会 1981年。

(9)小玉

小玉は人造ガラス製で、色調は緑色である。ガラス小玉は巻付け技法で製作されている。直径 2mm、孔の直径

が 1.5卿、残存厚 J.5mm、残存重紐 lg以下で計測不可。

小玉の出土例はビロースク追跡中）、アラスク村遺跡 .I2 lなどがあり、アラスク村の例と同様に小玉の製作技法

は共通する。

註

註 I.金武正紀 ・阿利直治ほか 「ピロースク逍跡」石垣市教宥委員会 1983年

註2 盛本勲ほか 「アラスク村遺跡 ・ウイヌスズ遺跡発掘調査報告古」沖縄県教脊委貝会 1985年

0-門
0 5cm 

第64図小玉 図版32 小玉
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(10) 貝製品

本遺跡の調査で第39表のとおり貝製品が出土している。今回出土した製品はほとんど実用品と思われるもので、

二枚貝有孔製品、貝刃、ヤコウガイ製貝匙、ク ロチョウガイと思われるものを加工した製品などがある。しかし、

装飾品ではないかと考えられるものもわずかに出土している。

実用品のうちでは、用途別に利器と容器に分類した。利器の中では二枚貝有孔製品が最も多く出土しており 、

そのほとんどがシャコガイを利用したものである。未製品として扱った貝製品 1点とヤコウガイ製の有孔製品 1

点は装飾品になりうる可能性も高いが、完形ではない為、形態が明確に把握できない。以下、実用品としての製

品について簡単に述べてみたい。

a) 二枚貝有孔製品

本製品は他の製品に比べわずかに多く出土しており、その

数は26点となっている。最も多く出土しているのは 3ヤシキ

と4ヤシキで前者が10点、後者が11点である。他のグリット

ではそれほど多く出土しておらず 1点、2点程度だが、前述

のヤシキでは集中して出土している。

一般的に本製品は貝錘として扱われる場合が多く、貝種と

してはシャコガイ、 タカラガイ 、リュウキュウサルボウ、メ

ンガイなどが使用されている。又、本製品を実用品としてで

はなく装飾品や人骨に共伴する形で出土する例もあるはI)o 

古我地原貝塚では本製品を貝錘の目的として扱う場合、偶発

的に穿孔される場合も考えられるとして3つの事項 「l. 孔

に数回の打割調整を有すること、 2.孔が複孔であること、

1. 腹縁に調賂痕（あるいは使用痕）があること」を満たす

ものを製品とすることを提議している。

第40表 二枚貝有孔製品観察一覧

挿図番号 出上地 法批 (cm・g) 孔の内径 服縁,tll
図版番号

培Iギ
左右 の調整

辿物番号 殻窃設長重ぷiたてよこ 形状

第65図 B-42 
図版62 石垣内

7.3 10 7 96 1.4 2.5 左 なし 横長

l 

8-51 
2 3号ヤシキ 7.2 10.5 85 1.9 29 左 なし 横長

11曽

3 
B-51 

76 10.0 75 2.9 3.2 左 なし 方形
3号ヤシキ

B-51 
4 3号ヤシキ 7.5 10.3 104 2.0 1.9 左 あり 丸形
西石垣

B-51 

5 3号ヤシキ 7.3 10.6 103 2.3 30 左 なし 丸形
西石垣

B-51 

6 3号ヤシキ 7.7 11.4 122 2.1 25 右 なし 方形
西石垣

- 184 -

第39表 貝製品出土状況

種類 実用 ロ 装飾品u日

利器 容器
ヤ

枚
ヤ コ有 用

誓
コ ウ孔 途

~ ウ貝 ガ製 不

贔
ガ匙 イ品 明
イ 衣缶IJ 

出土地 品
製

A-38・39 l 

B-38 2 

B-39 l 

B-42 l 1 

lヤシキ 1 

2ヤシキ 1 

3ヤシキ 10 2 1 

4ヤシキ 11 1 

合計 26 3 2 l 1 

孔の状況
貝種 主な特徴

位骰 穿孔

孔は内側から1片lけられ
上部左寄り 両側 ヒメジャコ ているが、外側からも

開けられているようだ。

かなり水磨を受けてお
上部中央 内から ヒメジャコ り、多孔もみられる。

上部中央 内から ヒメジャコ
孔は大きく開けられて
いる。

服稼邪の調整がされて
上部左谷り 内から ヒメジャコ おり、カットされて丸

味を僻びる。

これも水磨を受け、孔
上部中央 内から ヒメジャコ の左下や上は水磨で放

射肋がうすれている。

孔の右 ・左上は水磨で
上部右寄り 内から ヒメジャコ 放射肋がうすれている。



5cm 

第65図 二枚貝有孔製品
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b) 貝刃

今回得られた製品は3点の出土である。本遺跡独自の分類を行うには点数がわずかで不可能な為、新里村東遺

跡同様にトウグル浜逍跡に準じて分類を行った。

第41表貝刃観察一覧

挿辿図図版物番番番号号号 出土地
計測 (cm・g)

分類 加 工 状況
たてよこ匝さ重紐

第66図
凶版6l 2号ヤシキ 6.5 7.5 1.8 l42 II 8度に分けて打割が確認できる下辺のみならず右辺も使用。
l 

2 3号ヤシキ 6.9 7.4 1.7 124 
打割のならびが連続せず、 3ヶ所に離れている。表からは確認できな
いが、裏に割れが一ヶ所みられる。

3 3号ヤシキ 6. l 6 7 1.7 94 
サイズは小型で打割が3ヶ所みられるが1ヶ所は深く 、裏側にもおよ
ぶ。

', -一，’ ／ 

~ 4 

／
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5 
I 
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5cm 
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C) ヤコウガイ製貝匙

ヤコウガイの体陪部を利用して匙状に施された製品で、本遺跡では2点出土している。そのうちの 1点は側面
のカットに研磨されたような面をもち、形態的にもカープの具合から貝匙と思われる。
もう 1点は大まかに形を整えた段階で終わっており 、面をもつような研磨は確認できないが形態からすると貝
匙の未製品かと思われる。ヤコウガイ製貝匙を多く出土する遺跡と比較して本遺跡出土の貝匙は数が少ない。
沖縄本島及びその周辺遺跡出土t,f.21のヤコウガイ製貝匙は比較的多くみられる。宮古 ・八重山諸島においては、
きわめてまれであるが2遺跡での出土が確認されている。その一つは住屋追跡 ,tJであるが4点の貝匙が出土し
ている。4点とも完形ではなく、柄の部分と思われるものが2点含まれている。
八重山諸島での例では西表島の成屋辿跡＇，し＇で 2点の貝匙が出土しており、折損しているが匙面部と柄部になっ
ているもの一対と撥状を呈するものが紹介されている。

第42表 ヤコウガイ製貝匙観察一覧

挿図番号 計測 (cm・g)
加 工 状況図版番号り- 出土地

追物番 最大艮 最大幅 最大叩 重砒

第66図 形態からすると貝匙に含めてよいと思われる；行料である。未製
品で形を整える為、細かく打割されているが研磨されたような図版61 1号ヤシキ 5.8 3.7 0.33 13.0 
面は窺えない。右上部と下端部は欠損していて全体の形態は明4 
確ではない。中央部のくぼみの部分は浅い。

上下両端は欠損するがrll1線的な形態は貝匙そのものである。左
5 3号ヤシキ 9.2 5.1 0.34 33.l 右両側面は丁寧に研磨されており、面をもつ。内面のくぼみ部

分はほどよく深みのある個所を中央にもっており者II合が良い。外
側の貝殻の表面部は除去され、真珠界がみられる。

d) 貝種不明未製品

真珠陪をもつ貝を利用しているが未製品である。貝種は不明だがクロチョウガイかと思われる。形態的には腹
縁部を一部残し、方形状に左側にかどをもたせてある。右側面と上部は破損している。下部は腹縁部を利用して
おり、左側而は細かい打割で輪郭を直線的に施してあるが研磨はされていない。外表面は虫食いの跡がみられる。
内面は真珠培の面をもち、下方の腹縁部の周辺はうすむらさき色の貝の腹縁部本来の色調を呈している。内面も
虫食いの跡が残っている。最大長3.5cm、最大幅3.8cm、最大原0.28cm、重趾4.4g。4ヤシキ西石垣から得られて
いる。

参考文献

註 l. 岱真嗣一ほか「木綿原」沖縄県読谷村渡具知木綿原遺跡発掘調査報告唐読谷村教育委員会 1978年。
註2.盛本勲 ・盟見山禎ほか 「清水貝塚」発掘調査報告書 具志川村教育委員会 1989年。
註3.金武正紀ほか 「住屋辿跡」（俗称 ・尻間）発掘調査報告書 平良市教育委員会 1983年。
註4. 「西表 ・成屋遺跡」発掘調査会概報 野山学院大学 ・成屋遺跡調査団 1987年。
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(11)滑石製品

第67図に示すもので、滑石製のものである。著しく破損して

おり全体形はつかめないが、表 ・裏面及び側面部が僅かに残
る。

表 ・裏面と側面の接する部分はやや丸く仕上げられており
、側

面には断面V字状の溝が一本みられる 。 多々名グスク出土

例,.111などからすると、本資料は錘になるかと推察される。
約l.

8cmの原さを有する。B-524号屋敷西石垣から得られている
。

本森料は滑石製石鍋の破片を利用したものかと考えられ、
滑

石製石鍋そのものがもたらされた可能性もあ り、注意され
る賽

料である。

註

註1. 金城f(!.伯 「具志頭村の逍跡J具．志頭村文化財調究報併占第3集

具志頭村教脊委且会 1986年3月

ーロ
゜

3cm 

第67図滑石製品

(12)石器

4点得られている。それぞれ形態は異なるものの、いづれも敲打器類に
含まれるものである。うち2点図示し

た。第68図 l・2に示すものである。

lは平面・横断面とも楕円形状を呈すもので、完形の沢料である。
手のひらの握れるぐらいの大きさで、重批

惑がある。上下端を使用しており 、両方とも敲打によるつ
ぶれが著しい。やや角度を変えながら使用したのか上

下端の面は弧状になっている。表裏面及び両側面には非常
に浅い凹みがみられる。表裏面のものはほぼ中央に、

両側面のものはやや上方に認められる。

2は完形の査料で、平面 ・横断面とも隅丸の長方形状を呈す。4
側而が使用され平坦な面をつくるが上下端は

若干の凹み部をつくるほど使用されている。表裏面とも比
較的滑らかな面である。

第43表石器出土一覧

挿図番号
法加：

図版番号 種類 長さ 幅 原さ 遁さ 石質 出I::地点 備名

辿物番号 (cm) (cm) (cm) (g) 

第68図 2ヤシキ

図版63 敵打器 10.5 8.4 6.6 910 花こ う斑む 西石垣
完形

l 

2 敲打器 9.2 6.8 4.2 540 カンラン岩
3ヤシキ

完形、靡り石兼Jlj
両石垣

(13)銭貨

2点得られており 、第69図 1・ 2に示 した。

1は元祐通疫 (1081年初鋳）である。完形の賓料で文字も明瞭
に残る。

表面の左上方及び右下方の対角線上に小孔を有す。意図的な
ものであり、

銭以外の使用も考えられる。B-38 悌I培出士

2は永楽通賓 (1480年初鋳）である。完形の；:t-i料で良好な状態であり 、

文字もはっきりと読みとれる。B-39 第 I陪から出土

戸~ ,~ぶ賣犀墨戸
も逗ゾ1迄ょ羹

タデヽ ぞ蒟

耐薗I"' 膨`f

tD >
2 
＼ 

第69図銭貨
0 2cm 

I I I 
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5cm 

2
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(14)その他の自然遺物

a. 昆虫（図版72)

第1号屋敷の西側石垣内より現生昆虫の右翅鞘部片とみられるものが1点出土している。昆虫の種類について

は光沢のある茶色と緑色の縞が交互しながら入っていることなどから甲虫目タマムシ科の昆虫が今のところ想定

されるところであるが、将来の同定に委ねられるところである。

b. 植物遣体（図版73・74)

炭化物の中には木片、植物の種子、米、粟がある。木片はすべて小破片であり、 65片が数えられた。植物の種

子は造跡に生えたパパイヤ、ギンネムの種子が混在する。その他の種子については図版74に収めた。米、粟（図

版73)については豊見城平良グスクはilの資料と比較しながら第44表を作成し、その他の種子は第45表に特徴な

どを表わした。

註l. 金城亀佑 「盟兄城村の追跡」

註

翡見城村文化財調査報告料：第3躯

第44表 米 ・粟出土状況

図版番号
種類 出土地点 点数

辿1本番号

図版73
米 第 2号屋敷 B-44 l 

l 

図版73
米 第 1号屋敷 B-41 第 7号柱穴 l 

2 

図版73
"禾" 第 1号屋敷 3 

3 

図版73
粟？ 第 2号届敷 B-44 第 82号柱穴 l 

4 

翡見城村教育委貝会 1988年

番号 種類 出土地点

図版73
粟？ 第 2号屋敷 B-44 

5 

図版73
粟？ 第 3号屋敷 B-49 第 2号土坑

6 

図版73
粟？ 第 3号屋敷

7 

図版73
粟？ 第 4号屋敷

8 
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第45表植物遺体 （種子）観察一覧

種 f 特徴 出土地点

平面の形状は、 扁桁円形のものが2点、歪な隅丸方形の；代科2点であった。4点とも茶褐色
の色合いが残っている状況などから現生のギンネムとみられる。長軸を）店本とした各サイズ

図版7.J ギンネム は、大きいもので長軸7.5mm、短軸I.5mm、原さI.7mmを測る。顛次、長軸6.7mm、短軸,J2mm、 1号屈敷
A 4点 厄さ 1.3mm。長軸6.6mm、短軸3.4閾、厚さ］． Iヽmmとなっている。最小のものは、長軸6.2nun、 西石垣

短軸3.7mm、原さl.2nlffiであった。 4点のサイズを平均化すると長軸が6.75mm、短軸は39.5mm、
駆さがI.Immであった。

図版74 パパイヤ
平而の形状は、卵 f:形に近い楕円形状。色合いは淡黄白色を呈する。表面は梅干しの種子の

1号屋敷
B l点

ように防がある。サイズは長軸4.0mm、短軸3.Imm、瞑さ3.3mmを測った。現生のパパイヤ種
西石垣fとみられる。

平面の形状は、 一辺が内側に扶られた半円形状、横断面は隅丸扁平の三角形。色合いは茶黒
1号屋敷色を帯びる。 2点が出土していて、サイズは長軸3.4mm、短軸I.8mm、駆さ0.9mmを測る。他
西石垣

図版74 不明 の 1点は、長軸3.0mm、短軸2.5mm、原さ0.8mmを測った。現生の種子。

C 3点
4号届敷形状及び色合いは、不明種fCと同一。 I/4を欠いた破損種子。サイズは長軸3.lmn1、短軸I.
8-52 9mm、厄さは残存部分で0.5mmを測った。現生種子。
西石垣

図版74 不明 平面形は陥丸方形。横断面は扁楕形。下端で殻が剥離。萌芽直後の種子。色合いは茶褐色を 1号足敷
D l点 呈す。表面に僅かに数がみられる。サイズは長軸2.8mm、短軸2.3mm、原さ2.0mmを測った。 西石垣

平面及び横断面の形状は、歪な円形。色合いは暗褐色、表面は歪な数が部分的に観られる。
2号橙敷図版71 不明 4点の長軸を基本とした各サイズは、長軸20mm、短軸I.8mm、厄さI.6mmと長軸I.6mm、短軸

E 4点 I. 60101、匝さI.5岡の 2点がある。次に長軸I.90101、短軸I.80101、1豆さI.70101のものがあった。
B-42 

蔽小のものは、長軸I3mm、短軸I2n皿、厚さI.Onunを測っている。 1号柱穴

平面の形状は下脹れの三角形。横断面は三角形状を呈する。色合いは茶褐色。表面は浅い円
形状の小さな窪みが規則的に並び全而を覆う。長軸を最長とした基準では、最大が長軸2.8 

4号届敷図版74 イ渭月 mm、短軸20mm、肛さl9n1111を測った。順次、長軸2.7n1111、短軸2.lnlJII、J厚さl.8mn1。長軸2.6mn1、
13-52 F' 4点 短軸2.In町、 /ftさI.6皿の 2;点が次ぐ。最も小さいものは、長軸2.6呻、短軸2.Omni、形さI.8 
咀石垣岡であった。平均サイズは長軸2.67mm、短軸2.05mm、/t,IさI.77mnlであり 、均ー的なサイズの

種 fである。

図版74 不明 形状は扁楕円形状。色合いは茶褐色。サイズは長軸4.3mm、短軸I.8nun、Jリさについては計測
.1号屋敷
B-52 G 1点 +能で極源 (0.I mlll以下）。
西石垣

平面の形状は、歪な五角形状。横断面が歪な隅丸方形。色合いは黒褐色。粟？が押しi伐され
図版74 不明

た感を受ける。長軸を最大とした基準で、長軸の大きいもののサイズは、長軸I.7mm、短軸
1号屋敷

H 4点
I. 5mm、}Lj_さ0.9nm1であった。次に小さいものは、長軸I.6mm、剋軸I5n皿、限さI.I nm1であっ

l咀石垣た。順次小さいものは長軸I.6mm、短軸I.3岡、 I'}.さI.Onunと続く。最も小さいものは、長軸I.
3mm、短軸1.5mm、1双さ05nunを測っている。

図版74 イ道明（殻） 2号届敷
種＋殻の破片。色合いは馬色で炭化する。残存長3.8mm、残存幅2.8mn1、残存J厚l.3mm。 B- ~2 I 1片

1号柱穴

図版71 不明（殻）
種子が縦位方向に半分割れた殻の破片。色合いは黒色で炭化している。平而形は隅丸方形を 1号屋敷
呈する。表面に縦位方向の数が部分的にみられる。長軸2.5mm、短軸2.3n町、残存Jf,lO.7mmを B-41 J l片
測る。 7号柱穴

図版7.J 不明（殻） 1号屋敷
種子殻の破片である。色合いは茶褐色。残存長軸2.8mm、残存幅2.0mm。 8-52 K l片

西石垣

図版71 不明（殻） 種子殻の破片で、 I2程度が残る。 平面形は円形亀ノ子束子状。 色合いは茶褐色。 残存長~- 2 1号屋敷
L l片 mm、残存幅3.9mm、残存厚I.0mm。 西石垣

図版74 不明（殻）
種子殻の破片が 2 点が得られている。 2 片の色合いは、茶褐色と茶黒色がある。 同一•の破片 1号屋敷
とみられる。サイズは縦位がI.9mm、横位はI.5mmのものと縦位I.5mm、横位2.lmn1である。前 8-52 M 2片
者が種子の下位部分の破片、後者は種子の中央部分の破片とみられる。 西石垣

図版74 不明（殻） 炭化した種子殻片。破片の形状は歪な五角形状。表面は焼け脹れにより凸凹が生じている。 1号屋敷
N l片 残存長2.2mm、残存幅I.9mn1を測る。 西石垣
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c. 微小貝（図版76・77)

新里村出土の微小貝は、第4号屋敷と第2号屋敷（第10号柱穴）から得られている。特に第4号屋敷が多い。

陸産と海産貝類の二種類がある。海産貝類は海草 ・貝などに付焙した状態で持ち込まれたようである。以下
、種

名と個体数を表にした。

第46表 陸産貝類の個体数 （第 4号屋敷出土）

~o. 種名 個体数 NO. 種名 個体数

I ヤエヤマヤマキサゴ 20 7 ソメワケダワラ I 

2 ゴマオカタニシ 15 8 ホ‘ノオカチョウジ 42 

3 リュウキュウゴマオカタニシ 53 ， オカチョウジの一種 2 

4 ヤエヤマゴマガイ 14 (l幼貝） 10 オーステンキビガイ ？ 1 

5 ナガケシガイ ？ 1 

6 スナガイ 2 

第47表海産貝類の個体数 （第 4号屋敷出土）

NO. 種名

I イワカワチグサガイ

2 ミジンムカデガイ類

3 ヒレミジンムカデガイ類

4 オガサワラリソッポ？

5 ヌノメチョウジガイ類

第48表海産多毛類 （第 4号屋敷出土）

種名

ゴカイ類の棲管

個休数

個体数

I 

3 

I 

l 

2 

11 ナガシリマルホ‘ノマイマイ 42 

12 クロイワオオケマイマイ ？ 1 (幼貝）

NO. 種名 個体数

6 スジウネリチョウジガイ頚 I 

7 ヒメクワノミカニモリ？ l 

8 クチキレガイモドキの一種 1 

9 クロフトマヤガイ L l 

第49表海産貝類 （第 2号屋敷第10号柱穴）

種名

ホ‘ノオカチョウジ

カニモリガイ類

個体数

I 

2 

陸産貝類の大部分が、現在でも竹富島や黒島の林に生息している種からなる。島の開けたところに多い。ウ
ス

カワマイマイの幼貝の出土がない点は、注目される。

海産貝類の中にはヒメクワノミカニモリ ？かヌノメチョウジガイ類等、磨滅した死殻もみられる。他の貝等
に

付約するムカデガイ類なども出土しており 、シャコガイ等の殻表に付着していたり、殻上の海藻上に生息し
てい

た貝類なのであろう。

d. 天然真珠（図版75)

天然の真珠が4点得られた。出土地点はB-52グリッド第4号屋敷西石垣の貝溜まり（貝捨場？）からの出土

である。天然真珠は、現場で貝溜まりの土砂を 5mmと1mm目のフルイ掛けを行った土砂を持ち帰った後に、微小

貝や炭化物などの選別作業中に得られた。真珠は球状のものと繭状のものがあり 、球状のものは 3点得られた。

サイズ （直径）は1.6mm、2.2mm、2.35mn1を各々計測された。繭状のものは長軸2.0mm、短軸1.6mmを測った。

この天然真珠はサイズや貝溜まりの主体貝などの状況からウグイスガイ科のミドリアオリガイの可能性が栽い
。

（同定 ：黒住耐二氏による）この真珠を垂飾品等の製品を造るにはサイズが小さく 、技術的にも無理な面があ
る。

天然真珠の出土例は県内では、初めてであり最古の査料である。

(15) 貝類

本追跡で出土した貝類は、1枚貝 l科 1種、腹足綱（巻貝）がl6科51種、斧足絹 （二枚貝）が14科27種、陸産

貝1科1種の計32科80種である。出土総数は、4,034個で、一枚貝1個、巻貝1,264個、陸産貝1個、二枚貝2,768個で

ある。以下、貝類について述べる。
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軟体類動物造存体種名一既

軟体動物門 Rhylum Mollusca 

a. 腹足綱 Gastropoda 

リュウキュウウノアシ

Patelloida saccharina lanx (Reeve) 

サラサバテイ T ectus max1mus (Philippi) 

ギンタカハマ Tcctusphyramis (Born) 

ニシキウズ Trochusmaculatus (Linne') 

ムラサキウズ Trochusstellaris (Gmelin) 

チョウセンサザエ

Marmarostoma argyrostma (Linne') 

ヤコウガイ Lunallca marmorata (Linne') 

オオベソスガイ Lunella cinerea (Born) 

コシダカサザエ Marmarostoma stenoyrus (rischer) 

アマオブネ Theliostyla albicilla (Linne') 

ウミニナ Batillariamulしiformis(Lischkc) 

オニノツノガイ Cerithium nodulosum (Bruguie're) 

マガキガイ Conomurex luchuanus (Linne') 

クモガイ Lamb is lamb is (Linne') 

ラクダガイ Lambis しruncata(Lightfoot) 

スイジガイ H arpago ch1ragra (Linne') 

ゴホウ―フ Tncornis latissimus (Linne') 

イボソデ Lcntigo lctiginosus (Linne') 

ネジマガキ Gibberulus gibberulus ibbosus (Roding) 

ハナビラダカ―フ Monetanaannelus (Linne') 

ハナマルユキ Ravitronacaputserpentis (Linne') 

ヤクジマダガラ Arabica arabica (Linne') 

ホシダカラ Cypraea Ligris (Linne') 

ナツメタカラモドキ Cypraeaerrones 

ジャノメダカラ Arestorides argus (Linne') 

ホラガイ Ch . aroma tnon1s (Linne) 

テングガイ Chicoreus ramosus (Linne') 

ガンゼキボラ Chicoreus brunneus (Linne') 

ツノレイシ Menathais tuberosa(Rocling) 

シラクモガイ Mancinella armigera (Link) 

イトマキボラ Pleuroploca trapezium (Linne') 

ナガイトマキボラ Pleuroploca filamentosa (Roding) 

コオニコブシ Vasum turbmellus (Linne) 

オニコブシ Vasum ceramicus (Linne') 

ヒメチョウセンフ―.. プ Mitra ep1scopalis (Linne') 

イモフデ Pterygiadactylus (Linne') 

チョウセンフデ Mitramitra (Linne') 

ヒメショクコウラ Harpa amouretta(Roding) 

ヤセイモ Virgiconusemaciatus (Peeve) 

キヌカツギ Virgiconus flavidus (Lamarck) 

イボシマイモ Virgiconuslividus (Bruguie're) 

イボカバイモ Virgiconus distans (Bruguie're) 

サラサミナシ Rhizoconuscapitaneus (Linne') 

カバミナシ Rhizoconusvexillum (Gmelin) 

ニシキミナシ Dendroconusstriatus (Linne') 

アンボンクロザメ Lithoconus litteratus (Linne') 

ロウソクガイ Cleobula querdina (Solander) 

ダイミョウイモ C onus betulinus 

ミカドミナシ Rhombus imperielis (Linne') 

オトメイモ Virgiconusvirgo (Linne') 

リュウキュウタケ Oxymerismaculatus(Linne') 

ウスカワマイマイ Fruticicola (Acusta) despecta 

(Sowerby) 

b. 斧足綱 Pelecccypoa 

ベニエガイ Ustularca bicolorata (Dirrwyn) 

リュウキュウヒバリガイ Modiolusagripeta (Iredale) 

クジャクガイ Septifer bilocularis (Linne') 

ミドリアオリ Pinctada maculata (Gould) 

クロチョウガイ Pinctada margaritifera (Linne') 

オオミノガイ Lima dowerbyi (Deshayas var) 

シャコガキ Pretostrea hyotis (Linne') 

ッキガイ Codakia ligerina (Linne') 

シマザル Chamadivaricata (Reeve) 

ヒメジャコ Tridacna crocea (Lamarck) 

シラナミ Tridacna elongata (Lamarck) 

ヒレジャコ Tridacnasquamosa (Lamarck) 

ヒレナシジャコ Persikima darasa (Roding) 

シャゴウ Hippopus hippopus (Linne') 

カワラガイ Fragum unedo (Linne') 

リュウキュウザルガイ Vasticardium flavum (Linne') 

ホソスジイナミガイ G f . a ranum pectinatum (Linne) 

アラスジケマンガイ Gafrarium tumidum (Roding) 

ヌノメガイ Periglypta puerpera (Linne') 

アラヌノメ Periglypta reticulata (Linne') 

マルオミナエ：、/Lioconcha castrens1s (Linne) 

リュウキュウマスオ Asaphisdicholoma (Anton) 

リュウキュウシラトリ Quidonipagus palatum (Iredale) 

サメザラ Scutarcopagia scobinata (Linne') 

イソハマグリ Atactodca striata (Gmelin) 
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第70図は出土地ごとに貝類の出土状況をみたも

のである。最も多く出土しているのは3ヤシキで

48.8%である。 3ヤシキだけで全体の出土絋の約

半数を占めている。その次に多く出土しているも

のは 2ヤシキの35.0%である。これもかなりの醤

出土しており 2つのヤシキで全体の83.8%を占め

ている。ヤシキのうちでも 1ヤシキからの出土は

批的にも少なく LO%を満たしておらず、4ヤシキ

などは 1%のみの麓である。

又、その他、ヤシキ以外の出土では総数4%以

下の出土である。

具体的な個体数をみると、 3ヤシキで1,334個

の出土があり、他を圧倒している。2ヤシキもか

なり多く956個の出土となっている。

lヤシキは169個の出土で、4ヤシキの27個の

出士はヤシキ以外のグリッドではどれも50個体以

下で出土鉱でそれほど多くない。

第71図は出土鎚全体の中から数の多い主体とな

る貝をlO位まで上げたものである。最も多く出土

しているのはヒメジャコで42.9%出土している。

その次に多いものはマガキガイで17.4%、3位ま

でが本遺跡における主体貝と考えられるものであ

る。4位からlO位まではそれぞれ4%を下まわっ

ており、サラサバテイ、 リュウキュウマスオと続

く。

第50表は主体貝の個体数と比率の構成比を示し

たものであるが、 1位のヒメジャコは1,163個、

2位のマガキガイは473個、3位のチョウセンサ

ザエのフタが398個となっている。4位以下のも

のは100個体を下まわっている。

陸産貝

ウスカワマイマイは沖縄各地にみられる。特に

野菜畑に多い。この種は朝鮮から本HI・四国 ・九

朴I.琉球列島全域、台湾、フィリピンまで分布す

る。

沖縄では60年前まで蛋白質源として食用にしてい

た。肉は軟らかく美味だという 。（オナジマイマ

イ科）陸産貝も腹足類の仲間。

西追跡では陸産貝はウスカワマイマイの一種類の

みみられるが、出土数も 1個と非常に少ない。

他遺跡では陸産種の出土は種類、数ともに多くみ

られるが、本造跡ではこれに乗じない。

第70図
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゜
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主体貝の個体数と比率構成

順位 貝種 個体数 比率

I 1:::メジャコ 1,163 42.7 

2 マガキガイ 473 17.4 

3 チョウセンサザエのフタ 398 14.6 

4 サラサバテイ 99 3.6 

5 リュウキュウマスオ 97 3.5 

6 ヤコウガイのフタ 62 2.2 

7 ホ‘ノスジイナミガイ 55 2.0 

8 シラナミ 54 1.9 ， オニノツノガイ 31 1.1 

10 イトマキボラ 21 0.7 
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第51表貝類出土状況

胃叫-ノド A-38 • 39 
B-38 B-39 Iヤシキ 2ヤシキ 西石垣 3ヤシキ 4ヤシキ 合計 個体故 生息地k採 の西

I .1キJ力・サカぐイ科 リュウキュウり11シ I I I I -I-a 
一枚H 合計 I I I ／ 
2 サうサIヽ・ティ 2 
I 

I B=l 32 L-19 B~ I し=I 38 し=6
73 し>26
B= 5 99 1-1 a 

3 
砂キウス・科

キ・ンクカ/Iマ I 7 L=7 10 し=2
B=I I 

19 じ=9
B=I 28 I -4-a 

I ニシキウス・ 8=3 3 3 B~3 3 I -2 a 
5 ムうサキウス・ I I 2 2 I -3-a 
6 tョり七ンサがJ. I :3 I Iし=I 3 9し=I I -3-a ， 

398 i ク の7ク 30 14 13 113 86 17 123 2 398 I -3-a 
＇ 
8 ヤコウがイ I 3 L=I L=i I L'=2 I -4-a ， 
リュウテン科

62 ， ，'の19 8 3 I 5 16 L =2 24 3 60 L=2 I -4-a 13~1 B=I ＇ 
10 オオペ・）スが { I I I I -1-b ＇ 
II 砂~·カげな I I I I -2-a 
12 7マオ7學ネ科 7マオ7'ネ 2 2 2 I -1-b 
13 ウミニナ科 ウミニt I I l 11-J C 
II ォ.:.111がイ科 オニJ・JIカ・イ I 2 17 10 L=9 30 L'=9 39 I -2-c 

15 マカ・キカ・( 3 7 10じ=I 181し9 31 
I 

217し'=7 6 l I 
13=1 
455 し=18
B= I 
,J73 I -2-c 

16 9モが9 I 3 5 8=2 I 10 8=2 10 I -2-c I 

I 7 うクク・カ・｛ I I I I -4-c I 

18 ’／テ・カ・1n ス｛シ・カ・イ I I I I -2 c I 

19 3・ホウう
I I-!-c I 

20 (;f;' •Jテ・
I I l J -2 C ＇ 21 抄＊マがキ

I I I I -2-c 
22 1,tt・ うク・カう I 3 4 4 I -I-a ＇ '.?3 Iヽナマルユキ I ， 13 13 I -3-a ＇ 24 ヤクシ令マ9・カう 7 L~1 7 l =I 8 I -2-a I 9カうカ・｛科
25 ＊シク・カう I I 9 し~ 1 2 13し=! 14 I -2-a I 

26 ”メそト・キ I I I I -2-a 
27 シ.ャI19・カう?(it{i) I I 1 
28 7ン・ッカ・（科 ＊ぅヵ・イ 3 L=I I L'=l 1 L=2 6 I -4-a 
29 テンク・カ・{ 2 11~1 2 13=1 2 I -4-c I 

30 ヵ・ンゼキヤぅ II I 12 12 I -4-a I 7'lキが1科
31 ”レイシ I I I I -3-a I 

32 ガクそがi I 3 ,I 4 I -3-a 
33 イトマキ木争う I 12 （トマキがぅ科 7 I 21 21 I -2-a 
31 tがイトマキがぅ I I I I -2-a 
35 コオニコ7・シ 9 8=1 6 l I オニJ7・シH 15 し:=1

B=J 16 I -2-a 

36 すこJ7・シ I I I I -3-a 
3i ヒけョり七ン7デ 2 2 I 4 I -2-c I 

38 7テ，ヵ＇イ科 イそ7テ，
I I I I -1-a I 

39 和り七ン7デ I I 2 ,1 4 
40 ショ幻りう科 ヒiショクコりう fl=l B二l I 
-JI ヤ七イモ I I l I -2-c I （そがイH
42 キヌカ1キ， C=l L=I 1 I -2-c 

凡例L=殻長、 B=破片、 ・＝破片のみ
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第51表貝類出土状況

~ J~ ド
A-38 • 39 B-38 B-39 ］ヤシキ 2ヤシキ

世石垣
3ヤシキ 4ヤシキ 合計 個体数 生息地

表採 の西

113 イがシマイモ
l I l I -2-c 

＇ 44 イが力,,・イそ I I I I -2-c 

＇ 15 朽サミナシ B=l I I 0=1 I 1-2-c 

＇ 46 カIヽ，ミナシ I I 1 I -2-c 

＇ 47 ニシキミナシ I I I I -2-c 

48 イそがイ科 7ンがンク吋’メ U=I 3 B=I 3 U=l 4 I -2-c 

I 

B=I 

49 nゥ・17カ・イ I I I I -2-c 

I 

50 ク・イミョウイそ I I l 

51 ミカト・ミtシ 2 2 2 

52 オトメイそ I I 2 2 

＇ 53 代がイ科-1~明 U=l U=l I 

54 9ケ/Jがイが1 リュウキュウクケ I I I 

55 科不明 な貝不明
B~I B~t I ／ 

巻！！ 合計 46 29 14 U"l 1•13 U13==2 2 439 U=42 B=I I 56じ
=2 452 じ=27B 4 

18 u~, 
8=2 
1197 U=75 
8=19 
1259 ／ 

56 ttグマイマイH ウスカりマイマイ I 8=2 I 13=2 I V-8 • 9 

陸殺H 合計 I B-2 I 13=2 I ／ 

右'It:右}{右左右：左 右le 右ん： 右：左 ,{j /,: 右 左伽H本数 生息地

エガイ ＇ :1/ ンル／ 1ン／57 
I 3 I -2-a 
I 

＇ 
7/. ヵ＊イH I 

！ゾ ン,,:Y シイン／
58 ヘ・ユがイ I 1 1-2-a 

＇ 
59 （カ・イ科 リュウキュりとパリがイ ン介 ゾiシ ン氾／ 1ン iパ 5 I -I a 

60 ミト.'/7オリ 炉 ＇ シ棧； iシ 1ジ~:少 18 I-!-a 
I 

ウク.,スカ・（利 ’ レ /i 1/ii/i 61 クofョウがイ
1 I -1-a 

62 りミキ，ク科 メンが1属の ・種 シり／ I ン／ シ乳／ 8 I -2-a 
I 

63 ミ／がイ科 オオミ／カ・（ iゾ ： 1/:Y  
I 

I I I 

61 汎•コカ・キ ： I :ン/! ン"iY I シ,,,iY 2 I 2 a 
I I 

（クホ・カ・キ科 ， I ＇ 
65 イクホ・カ・キ科不明 I I I 

I I I 

66 ツキカ・イ科 ツキカ・イ ： !/ ： ： IY 
I 

I I 

67 キクサ・ル科 シマがル
I I 

,1/l1/ ンン I I -2-a 
I I 

I I 

68 ヒ）シ.tJ L1/ Yi y 巧 i尻閃詞宕シ乳ジ；雰！雰1/ヅ沙后曳 1163 
I -2 a 

69 ：カナミ 1/!1/ 尻図シ"!1/11/]ジ Yii½ 51 I -2-a 

70 シャコがイ科 ヒレシ・1・コ
I I 沙／ iシ 2 I -2-c 
I I 

ヒけ沙・ヤ］
I I 

I ゾ： I ！シ IY!  シ 3 I -2 c 
71 I I 

72 汎・コ・ウ
， ゾ！ン／½iシ[ ＇ シ,,iY uY;iジ lU I -2 c 
I I 

I I 

7:l 切うがイ ＇ 
I 

iY: ！ 
I 

IY!  
Il-2-c 

＇ 
I ： 1 

がい・イ科 I ： :1/ 
， 

ジ71 リュウキュりがルがイ I ＇ 
I II-2 c 

I I ＇ 
75 ;t,1スシ・イナミカ・イ

I ： I 

1ツ:1/ゾ11/ジ沙: l~i巧 55 Il-1 c 
I 

＇ 
I 

76 7う砂・ケマンカ・イ I ＇ 
I I ジ iY Iシ1ン' 2 ill-I C I I I 

!1/  兄グ
I 

シ'71/ 11/!1/ Iシ介1/77 ・,u, ・レがイ科 '1)力．， ： I 7 11-2-C 

11/iン Iン1シ／
78 7うス／）

I I 3 I -2-c ， I 

＇ 
79 マルオミtエシ 11/: 

I ！ 
I 

1ンi I -2 c 
I 

I 

80 りュりキュウ双す科 リュウキュウマスオ !1/ シ/!1/ジ乳％Vi ジ彦后 I只 i名 97 11-2 C 

81 リュりキュウシうトリ ＇ 
I I ンi シ省 2 Il-2-c 

＇ 
I ： 

ニッコウがイ科
！ 

I 

:1/  ＇ !1/ 82 ”がぅ
I ： l I -2-c 
I 

83 チドリマスオH イ.,,ヽマク・,, ’ ’ 
I I 

1/: V: I I -I-c 
＇ 

I I I 

I I I I 

二枚H 合計 Iン/iY万 y 少i尻覧沙ヽ l¾i汽沙 i覧 シ傷／閃訊考 1451 ／ 

凡例 U=穀艮、13=破片、 ・＝破片のみ、完形／殻頂
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(16) 脊椎動物遺体

金 子 伍、IJ:: 昌

検出された脊椎動物

脊椎動物門 Phylum VERTEBRATA 

I 硬情魚綱 I Class Osteichthyes 
スズキ目 Order Perciformes 
スズキ科 Family Serranidae 
ハタ類 Gen. et sp. indet. 
フエダイ科 Family しutijaniclac
フエダイ煩 しutganussp. 
フエフキダイ科 Family Lethrinidae 
ハマフエフキ Lethn1111s nebulosus 
ヨコシマクロダイ Mo1101axis grandocu/is 
ベラ科 Family Labridae 
ベラ類 Gen. et sp. indet. 
プダイ科 Family Scaridae 
ナンヨウブダイ Scarus gibbus 
イロプダイ Bolbometopon bicolor 
ナガプダイ Scarops rubrouio/aceus 
種不明 Sp. indet. 

フグII Order Tetaodontiformcs 
ハリセンポン科 r-amily Diodonticlae 
ハリセンボン Diodon ho/acanthus 

Il 両 生 絹 Il Class Amphibia 
無尾11 Order r¥nura 
アカガエル科 ramily Raniae 
アカガエル屈 Rama sp. 

皿 爬 虫 綱 皿 Class Reptilia 
ウミガメ科 Family Cfelonidae 
アオウミガメ Che/011ia mydas 

1¥1 島 綱 I¥" Class Aves 
ワシタカ H Order Falconiformes 
タカ科 Family Accip1tndae 
屈 ・種不明 Gen. et sp. mdet. 

¥I 哺 乳 綱 V Class ¥1amma1Ia 
悩歯n Order Rodentia 
ネズミ科 Family .vlunidac 
クマネズミ屈の一種 Rattus sp. 
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クジラ目

イルカ科

属 ・種不明

食肉目

イヌ科

イヌ

ネコ科

ネコ

奇蹄目

ウマ科

ウマ

偶蹄目

イノシシ科

イノシシ属の一種

ウシ科

ウシ

ヤギ屈の一種

Order Cetacae 

Family Delphinidae 

Gen. et sp.indet. 

Order Canivora 

Family Canidae 

Canis familiaris 

Family Felidac 

Fe/is cayus 

Order Perissodacty 

Family Equidae 

Eques cabal/us. 

Order Artiodactyla 

Family Suidae 

Sus sp. 

f-amily Bovidae 

Bos taurus 

Capre sp. 
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l . 魚類

プダイ類が主体となる。なかでもナンヨウプダイの多いことは他の遺跡でもしばしばみられることであった。
ベラ類はカンダイ型のものと、その他のものの二種類の形態が下咽頭骨にみられ、どちらの種類も大型の標本
が目についた。

ハマフエフキも大型で前上顎骨全長 30.0mmを越えて、 44.0mmに達するものであった。
魚骨で注目されたのは、ビット内にあった土壌のフルイ作業で多くの小型の魚竹を得ていることである。これ
は別表にまとめられているが、大型標本と殆ど同種の魚のごく小さい標本が検出されている。こうした汽料は最
近幾つかの追跡で試みられ、これまでの大型標本中心の考え方に、新しい知見が加えられている。当時の漁法や
季節を考える際の重要な査料となろう 。

第52表魚類 （小型標本集計）

二
スズキ科 ノ‘ 夕 類 R十 L

フエダイ科 フエダイ R十 I、

フエフキダイ科 ハマフエフキ R十 L

ベ ラ A R_LL 

ス

,~-十1ベ ラ 科
ズ

ペ ラ
キ

R _J___ Iヽ
17 

プ ダ イ R十 L

プダイ 科 ナンヨウプダイ R_LL 

ナガプダイ R_J_ L 

不 明

□ ド

スズ
キ目
スズキ科 Jヽ 夕 類 鋤

凡例
右前上顎骨 1左前上顎骨

右歯骨左歯骨

,mIf • 

lヤシキ
2ヤシキ

2ヤシキ
2ヤシキ

7サ柱穴 1号柱穴

廿 斗

士

十
.!...L 

廿— 出
_L!_ 旦

7 

_L  
I 

I 

lヤシキ
2ヤシキ

2ヤシキ
2ヤシキ

7号柱穴 1号柱穴

右上咽頭骨 I左上咽頭骨
下咽頭骨
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2ヤシキ

82号柱穴

土

2ヤシキ

82号柱穴

3ヤシキ
8-39 

第2号石垣
ムロ nそ~ 

斗 平

斗— 廿

廿 清
土 ___J_ 
I I 

十
上L

士 田
w 1土旦2
6 13 

ー」＿
I 

I 

B-39 
3ヤシキ

第2号石拓
合計

I I 



第53表魚類遺存体

グリッド
B 38 

B 匝行.h(

II・科 種名・部位 38・39 
lヤシキ 2ヤシキ の西 3ヤシキ

4ヤシキ
L^』 JI叶

スズキ科 夕 類
R十 L 叶 サ 出

Iヽ

破 片 I I 2 

フエダイ科 フ 工 ダ イ R十 L 廿— 干 汁 田
ハマフエフキ R十 L 千 干 干

フエフキダイ科
ヨコシマクロダイ R+L  干 十l

ペ ラ R十 L 汁— 廿—
ス

ズ ペ ラ H ，， A R _L  L ー
_j_ _l_ 

I 3 4 

キ ，， B R十 L
_L  

一II 
I I 

プ ダ イ
R十 l、 汁＿ 汁 田 田
破 J', I 2 I 4 

ナンヨウプダイ R _l_ L ー 山 111_5 IJ..L7 

プダイが1
2 5 7 

イロプダイ R _L  L 
-1....! 土

ナガプダイ R _L  L 
_j___! _L! 

一種 不 明 H _L  L 
.!...L .!....L 

フグII ハリセンポン科 ハリセンポン
1卜-↑ 

I I 

鋤 )I.IJ . 3 I 1 

,i,j 煩 , l ... l 3 2 5 

品I] 楔 ・'l"l • l 3 4 

f!‘‘ IJ 夕、Ill 必 がH． 13 6 19 

そ
I 
_t 鯰 必 /I•J C l 1 

の 不明 角 )I0J . I I 2 

他 方 9ll ヽ'・ l 4 5 

椎 )~d, • l 5 7 13 

尾 部 枠 状 肛II． I I 

ひ h 棘 2 2 

破 片 87 I 25 113 

合 a1 2 I 6 136 1 108 2 256 

右，j,jJ:. 顎1-tI 1r. ,i,i uti-lt イ」iL-. 咽煩tl・I左上咽頭rl・ 上:JMr

凡例

イi 歯、,-;-I 1,: 歯，i'J- ド咽頭骨 下顎¥']-

ブダイ

ベラA下咽頭骨 （前 I::.顎竹歯部分の最大径） （歯骨歯部分の最大径）

（輻径別個数） （個） （個）

（個） 1 41 R 

7 3 LL 

6 2 
3 

2 
5 I I 
4 

゜l I 2 3 1I (cm) ゜3 ii ii 21 31 
2 2 

If (cm) 

I 
2 

3 

゜
l 2 3 4 5 (cm) 4 

5. L 

し
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（個） 15 R 

10 

5
 

ナンヨウブダイ上顎
（右ヒ咽頭骨幅径） （個）

II 

IO 

ナンョウブダイ下顎
12 (下咽頭骨歯部分の幅径）

゜ 2 (cm) 51 

5 

,I 
L' 8 2 3 (cm) 
10 

（個） II L 

2. 両生類
アカガエル利上腕骨 1点が、採集されている。全長 17.01mm。

3_爬虫類
殆どが断片的な標本である。原形をある程度保っていたのはアオウミガメ上腕骨で、全長（近遠位両端の最大
長90mm土とこれより大きい標本である。）

4. 烏類
タカ類の中手骨と指骨であるが、中手竹は遠位部の断面、指骨は全長 20.5mmである。

5. 哺乳類
ウシの骨を主として出土している。3号屋敷、西石垣中に多かったが、上腕骨が個体数として鉢えられるが破片として各地点に分散していた。3号屋敷での保存が最も良かったと云う ことであろう。最小個体数は3~4個
体である。

ウシの肢骨には切断がみられ、上腕骨の遠位部に切痕がよくみられ、その方法はたたきながら周囲を一周する
ような切り方である。

上腕竹遠位端滑車幅 71.11mm 
中手骨近位端幅 (I層） 52. 74mm 
歯では乳歯は検出されなかったが、比較的若い個体あるいは当才位の幼体に含まれ、全体の占める割合も高かっ
たと思う。

ウシ、イノシシ屈、ヤギなどは極めて少なかった。
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第54表カエル類 第55表鳥類

こ 2ヤシキ 1号柱穴 3ヤシキ

R L 不明 R L 不明 ＼ 部位
2ヤシキ

82号柱穴

椎 体 l 中 手 骨 I 

上 腕 且n． 2 L 距 ,ra. 目 I 

如.J.↓ ,@. n l 指 足目． l 

第56表ウミ ガメ類

~ 二□上腕骨 背甲板 縁骨板 肢骨片 合計

R L 

アオウミガメ 3ヤシキ 2 l 3 

lヤシキ l 1 2 

2ヤシキ 29 4 33 

ウミガメ類
3ヤシキ 3 3 

4ヤシキ 2 I 3 

合 計 2 l 30 2 ， 44 

第57表 ネズミ類 第58表イルカ類

こ
2ヤシキ 1号柱穴 3ヤシキ

R L 不明 R L 不明

グリッド 部位 個 数

3ヤシキ 胸椎 1 

下顎切歯 1 ケ 椎体片 l 

大 腿 骨 l 

第59表ウマ 第60表イノ シシ

ア ニロ― 部位 1 個数

1ヤシキ 中足骨骨体 l 

グリッド 部位 個 数

lヤシキ 肋骨近位 1 

2ヤシキ R上顎dm21M,2 I 

3ヤシキ R大腿骨遠位端 I 

不 明 R大腿骨骨端はずれ l 

第61表ヤギ

I I 
グリッド 部位 個数

3ヤシキ R上腕骨
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図版34 1号屋敷ピット群の状況 （上 ：東側よ り 下 ：西側よ り）
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図版35 1号屋敷通用門の状況 （上 ：東側
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図版36 上： 2号屋敷全景 （西側より） 下：高床式建物跡
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図 薪 3 7 廿 ~ 3 血 ・ 随 洟 那i 四 室 寄 瀬 涸 瑯
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~ ← 

図版38 4号屋敷 （上：作業風景 下 ：検出されたピット群）
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図版39 土器 (1)
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図版40 土器 (2)
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 図版41 土器 (3)
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図版42 土器 (4)
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図版43 土器 (5)
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図版44 土器 (6)
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図版45 青磁 (1)
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図版46 青磁 (2)
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図版47 青磁 (3)
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図版48 青磁 (4)
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図版49 青磁 (5)
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図版50 白磁 (1)
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図版51 白磁 (2)
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図版52 白磁 (3)
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図版53 褐釉陶器 (1)
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図版54 褐釉陶器 (2)
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図版55 褐釉陶器 (3)
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図版56 褐釉陶器 (4)
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図版57 褐釉陶器 (5)
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図版58 褐釉陶器 (6)
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図版59 褐釉陶器 (7)
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図版61 上：白地鉄絵 ( 1 ) 、黒釉陶器 ( 2·3 ) 、 須恵器 ( 4~6 ) 、銭貨 ( 1·2 )
下：貝製品
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図版62 二枚貝有孔製品
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図版63 滑石製品、石器 (1・2)
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図版64 貝類 1 (巻貝）

上

1 . リュウキュウウノアシ

2. サラサバテイ

3. ギンタカハマ

4. ニシキウズ

5. ムラサキウズ

6. チョウセンサザエ

7. チョウセンサザエのフタ

8. ヤコウガイ

9. ヤコウガイのフタ

10. オオベソスガイ

11. コシダカサザエ

12. アマオブネ

13. ウミニナ

14. オニノツノガイ

下

15. マガキガイ

16. クモガイ

17. ラクダガイ

18. スイジガイ

19. ゴホウラ

20. イボソデ

2 I. ネジマガキ

22. ハナビラダカラ

23. ハナマルユキ

24. ヤクジマダカラ

25. ホシダカラ

26. ナツメモドキ
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図版64 貝類 1 (番号は表と一致）スケールの一n盛は !cm
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図版65 貝類2 (巻貝）

上

28. ホラガイ

29. テングガイ

30. ガンセキボラ

31. ツノ レイシ

32. シラクモガイ

33. イトマキボラ

34. ナガイトマキボラ

35. コオニコブシ

36. オニコブシ

37. ヒメチョウセンフデ

38. イモフデ

39. チョウセンフデ

40. ヒメショクコウラ

下

41. ヤセイモ

44. イボカバイモ

45. サラサミナシ

46. カバミナシ

47. ニシキミナシ

48. アンボンクロザメ

49. ロウソクガイ

50. ダイミョウイモ

51. ミカドミナシ

52. オトメ イモ

54. リュウキュウタケ

55. 巻貝不明
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図版66 貝類3 (二枚貝）

上

57. エガイ

58. ベニエガイ

59. リュウキュウヒバリガイ

61. ミドリアオリ

63. メンガイ属の一種

64. オオミノガイ

65. シャコガキ

66. イタボガキ科

67. ツキガイ

68. シマザル

69. ヒメジャコ

70. シラナミ

71. ヒレジャコ

下

72. ヒレナシジャコ

73. シャゴウ

74. カワラガイ

75. リュウキュウザルガイ

76. ホ‘ノスジイナミガイ

77. アラスジケマンガイ

78. ヌノメガイ

79. アラヌノメ

80. マルオミナエシ

8 l. リュウキュウマスオ

82. リュウキュウシラトリ

83. サメザラ

84. イソハマグリ
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図版66 貝類3 (番号は表と一致）スケールの一目盛は1cm
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図版67 骨 1

上 ：サカナ

1 . ハタ類右前上顎骨

2. ハタ類左歯骨

3. ハタ類右歯骨

4. フエダイ 左前上顎骨

5. フエダイ 右前上顎骨

6. ハマフエフキ 左前上顎骨

7. ハマフエフキ 右前上顎骨

8. ハマフエフキ左歯骨

9. ヨコシマクロダイ 左前上顎骨

10. ベラ 右歯骨

l 1. ベラ左歯骨

12. ベラA 下咽頭骨

13. ベラ B 下咽頭骨

14. プダイ 右前上顎骨

15. ブダイ 左前上顎骨

16. ブダイ右歯骨

17. プダイ左歯骨

下

1 . ナンヨウブダイ 左上咽頭骨

2. ナンヨウブダイ 右上咽頭骨

3. ナンヨウブダイ 下咽頭骨

4. イロブダイ 左上咽頭骨

5. ナガブダイ 左上咽頭骨

6. ナガブダイ 下咽頭骨

7. ハリセンボン 下顎骨

8. 種不明上顎骨

9. 種不明前頭骨

10. 種不明主鰊蓋骨

11. 種不明主鯉蓋骨

12. 種不明角骨

13. 種不明鋤骨

14. 種不明副楔骨

15. 種不明方骨

16. 種不明椎骨

17. 種不明 ひれ棘

18. 種不明尾部棒状骨
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図版67 骨 1(スケールの一目盛は Icm) 
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図版68 骨 2

アオウミガメ

1 . 左上腕骨

ウミガメ

2. 肢骨片

3. 縁骨板

4. 背甲板

イルカ類

5. 胸椎

6. 椎体片

イノシシ

7. 右上顎骨 (dm2~ M12)

ウマ

8. 中足骨 骨体（左右不明）

ヤギ

9. 右上腕骨
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図版68 骨 2 (スケールの一目盛は Icm) 
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図版69 骨3

ウシ

l. 左側頭骨頬骨突起

2. 左側頭骨片

3. 左後頭顆

4. 左下顎骨関節突起

5. 左下顎骨筋突起

6. 仙椎

7. 椎体関節板

8. 椎体 棘突起部

9. 肋骨

10. 左上腕骨遠位骨端のみ

11. 左上腕骨近位骨端はずれ

12. 右上腕骨遠位端

13. 左尺骨骨体

14. 右寛骨恥骨部

15. 左撓骨近位部

16. 左中手骨近位端

17. 右中手骨遠位骨端はずれ
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図版69 骨3(スケールの一目盛は Icm) 
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図版70 骨4

ウシ

l . 窟骨臼部

2. 左 寛骨腸骨部

3. 左大腿骨遠位端

4. 左大腿骨遠位端部破片

5. 左大腿骨遠位部

6. 右距骨片

7. 左中足骨遠位骨端はずれ

8. 基節骨

9. 中節骨
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図版70 骨 4 (スケールの一目盛は Icm) 
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図版71 骨 5

上

ウシ

l . 右上顎歯 p2 

2. 右上顎歯 pi 

3. 右上顎歯 Ml

4. 右上顎歯 M2

5. 右上顎歯 M3

6. 左下顎歯 pi 

7. 左下顎歯 M2

8. 左下顎歯 M3

9. 右下顎歯 M2

10. 右下顎歯 M3

下

刃物痕のある資料 （ウシ）

l . 破片

2. 右上腕骨骨体

3. 破片

4. 左上腕骨遠位端

5. 破片

6. 右中手骨 遠位骨端はずれ
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近世の簗跡とその周辺の遺物





第Vl章 近世の墓跡とその周辺の遺物

(1)近世墓

新里村西遺跡の東側と西側で、近世の墓跡がそれぞれ1基ずつみられる。東側のものは亀甲墓、西側のものは

石積方形墓で、その周辺からは近世の陶磁器も採集されている。ここでは墓及びその周辺を中心に採集された近

世陶磁器などの遺物について簡単に述べる。

亀甲墓 （第72図）

B・C-38・39にまたがってみられるもので、使用中のものである。そのため、外部の状況についてのみ実測

調査を行い、内部構造については調査できなかった。正面が東北側へ向いて造られており 、全長は約 llm、幅約

5mを測る。本体部 ・前庭部がほぽ同じような広さとなっている。

墓の本体部はコンクリート造りになっているが、その周囲や前庭部の囲いは挙大～人頭大の大きさの石灰岩を

主体にそれより大きい石灰岩などを利用した野面の石精みが廻る。石積みは約 70cm幅で廻らされており 、前庭

部を囲むものが約80cmの高さを有し、本体部の周囲に廻らされるものが約 150cmの高さで積まれている。

石積みを平面的にみると、本体側は亀甲墓特有の円形状に廻らされ、前庭の方は方形状に囲み正面に約 lm幅

の入り口を設けている。

石積方形墓 （第73図）

新里村西追跡の西側、4号屋敷から約 20m西側へ離れた所にある。自然の石灰岩を方形状に桔み上げ、上部に

板状の蓋石を一枚かぶせて認本1本を造っている。石積みは約 3.6m四方で積まれており 、幅 0.7~lm、高さ約 1.2
mである。蓋石は約 l.6mXJ.8mの大きさで、原みは約 10cmのものである。墓口は東側につくられ、約 0.8mの

幅である。内部は 1.2m四方程度のスペースが設けられている。内部には特別な施設などはみられず、部分的に

壁を漆喰で補強しているのがみられた。

この本体部を取り囲むように高さ約 0.5m、幅約 0.7mの石積みが長方形状 (SmX9m)に廻っている。北側石

桔みのほぼ中央部に約 0.7m幅の出入口が設けられている。その部分には石灰岩を並べた階段様のものがみられ

る。本体部の北側が墓庭として利用されたようで、スペースも広くとられている。墓本体と庭との境を示すよう

に本体部の北側約 30cmの所に砂岩を一列に配している。また、この部分には一面に砂がまかれている。

本体部の南側 （裏側）は l.5mほど平坦地があ り、そこから南側へは小高くなっている。この部分には土留め

様の雑な石列が配されている。

墓本体部の南東側には子供用の墓になるかと考えられる施設が確認された。構造は本体部と同様な状況を呈す。

つまり 、方形状に石積みを廻らし、上部に蓋石を配すものである。石積みは約2mの方形状に積まれ、幅 ・高さ

とも約 0.6mのようであるが、損壊が著しい。

本体部の墓口が東側に設けられているため、当初の石積みはここまでは配されていなかったようである。この

墓を造ったときここも同じ敷地内であることを示すため、石積みを子供用の墓まで延長し、南側 （裏側）の石列

の東端もこの墓までくるように石を配置している状況が窺えた。
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(2)近世の遺物

近世の遺物としたものは、沖縄産 （八重山焼きを含む） • 本土産 ・中国産の三種で、壺類 （徳利 ・瓶 ・水滴を

含む） ・酒注 ・香炉 ・播鉢 ・鍋か壺の蓋 ・瓦 ・碗などの器種が確認できた。その他に墨杏のある木片が、ハナク

ンガー （花城井泉）の底から検出ができたので、これも本項で取り扱った。以下に呈示した方法で分類を試みた。

個々の特徴は観察表にまとめた。

(I)壺 類

壺（徳利 ・瓶 ・水滴を含む）は口縁形態や推定される大きさ等を基準に I類~ill類し、底部もサイズ等で判断

して前述の分類に含めた。また、特異な形態を有するものや特殊なものについては別に名称を与え、分類した。

胴部の中にはヘラ記号や圏線を施す （第75図2・3)ものもある。

(a)壺 I類 （第75図1~6) 

壺 I類は完形品の出土はない。口縁形態による細分分類では、a・bの2種に分けられた。

壺 Ia類 ：口縁は玉縁状の肥厚で、外反はきつい。頸部で強く締まる （同図 l)。

壺 Ib類 ：口頸部の縦断面は「フ」字状を呈する為、口唇は幅広となる。全体的に内傾気味の器形とな り、

胴上部に圏線を廻らす （同図2)。

(b)壺II類 （同図7 ・8)

徳利 I類は I類よりも小さい壺で、口縁形態で壺II類とした。

壺II類 ：口唇は幅広である。口頸部の縦断面は逆「L」字状となる。頸 ・胴部で、「く」の字状に屈曲する

（同図7)。

(C)徳利 I類 （同固 9・10)

徳利 I類は、図上復元を試みた資科で、器形や口縁形態でa・bの2種に分けた。

徳利 Ia類 ：いわゆる徳利と呼称されるものである。口唇は尖り 、口縁は三角形状に肥厚する。頸部で締り 、

胴下部で下膨れの状態となる。底部はベタ底。文様は頸下部に沈線を廻らす （同図9)。

徳利 Ib類 ：口緑を欠く賓料である。頸部できつく締る。器高および底径については徳利 Ia類より低いが

底径は近似する。安定観のある器形となっている。ベタ底。（同図10)。

(d)長頸瓶（同図1I~ 13) 

長頸瓶の中には瓶や花瓶と思われる資料も含まれる。頸部の長さや形態などから a~cの3種に分類した。

長頸瓶a類 ：頸部の長さが、2.3cmを測る査料である。口縁は玉縁状に肥厚し、僅かに外反する。底部はベ

夕底 （同図ll)の瓶である。

長頸瓶b類 ：頸部の長さが、5cm内外を有すると見られる査料で、口縁と底部を欠き 、素地や釉色等から本

土産の可能性も考えられる花瓶とみられる資料である （同図12)。

長頸瓶c類 ：花瓶の頸部から胴上部の資料で、頸部で一端締り 、口縁に向かって徐々に外側に開く （同図13)。

(e)水滴 （第76図 1)

水滴としたものは、小型の壺である。一例のみ得られた。サイズ等から水滴にも併用されたと思慮される資料

でもある。

(II)酒注 （同図4・5)

いわゆる カラカ ラと呼ばれている酒器である。形態的な特徴から a・bの2種に分けた。

酒注 a頬 ：今でも一般的に使用される酒注である。幅広高台で、高台は低く、内側の削りも浅い。頸部は3

cm前後と長い。口縁端を垂直に折り曲げて盤口状とし、酒等が零れないように成形する （同図4)。

酒注b類 ：口縁と底部などを欠く。肩部は「怒り肩」状となり 、肩部以下は底部近く まで垂直に近い。肩部

に注ぎ口を貼付ける。 （同図5)。

(ill)香炉 （同図6)

香炉は1点のみ得られた。底部近くに足を貼付けた痕跡を残すことなどから三足香炉が考えられた。底部を欠

く為、低平な丸底で図上復元を試みた。
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(IV)揺鉢 （同図7~10) 

襦鉢の口縁は1点のみ得られた。揺り目は 7条一組のものから 9条一組のものまである。基本的に無釉である

が、希に外面に釉を施す底部資料がある。底部の形状については、あま り変化がない為、分類を実施しなかった。

(V)蓋（同図11)

蓋は 1点のみ得られた。直径21.4cmを図るもので、鍋 ・壺の蓋とみられる。沖縄本島では陶質土器の蓋がある

が、今回の資料は陶器の蓋そのものである。

(VI)瓦 （同図12・13、第77図l)

瓦はすべて丸瓦で、平瓦や軒先瓦は得られていない。色調は赤色である。凹面に布目痕が認められる。

(VII)器種不明 （第77図2)

薄手の査料で、成形等も丁寧である。内面に櫛描き状の文様を縦位に施す。

(v~) 碗（同図3~7)

碗は釉や口縁 ・高台等の成形で分類した。この手はすべて沖縄本島の湧田窯系 ・壺屋窯系のものである。

（イ）灰釉碗 （同図3~5)

灰釉碗は3点得られた。直ロロ縁で、釉は基本的に内外面の胴下部まで掛ける。高台脇を削り出す為、胴部の

境い目が明瞭となる。伐付の幅は3~5mmと狭い。湧田窯系。

（口）白釉碗 （同図6)

白釉碗は1点のみ得られた。口縁が僅かに外反する。全面に釉掛けを施した後に内底面を輪状に掻き取る。重

ね焼きの目痕が残る。高台笠付は無釉。壺屋窯系。

（ハ）鉄釉碗 （同図7)

鉄釉碗も 1点得られた。口縁の外反も僅かに認められる。高台際から外底面のみ露胎、内底は全釉後、輪状に

掻き取る。壺屋窯系 ？。

（仄）本土産染付 （同図8)

伊万里焼の瓶で、 1点得られた。外面は悦付を除く、全面に釉を施した後で淡青色の呉須で網目文や鋸歯文な

どを描いている。仕上げは非常に丁寧である。

(X)中国産染付 （同図 9・I0) 

染付は2点得られている。2点とも消朝の染付で、 18世紀頃とみられる資料である。文様は淡青色や灰香色の

呉須で、箪花文や鶴文などを施す。

(XI)督 （同図ll) 

ジュラルミン製の薔で、終戦 (1945年）直後のものである。完形品である。頭部は深い皿形となっている。捩

の部分の原さは8.5mmを測る。竿の横断面は六角形を呈し、先端で太くなる。長さ13.95cm。新里村東追跡D-26

第I陪出土。

以上が、近現代の遺物として報告したものである。八重山での陶業開始は1724年に仲村渠致元によって伝授さ

れたはI)と伝えられていたが、最近、発掘調査が実施された黒石川窯ではこの時期を遡る可能性が出て来てい

る叫）。この窯の資料は技術的には壺屋窯系との差はあま りない様に見受けられた。従来、八重山焼と総称され

ていたものの特徴は、「胎土に小粒の砂や小石を多く含んでいて云々」 （曽根信ー ・ 安里進• 宮城篤正）lll3) とし

て、掲げられていたが、それ以外の資料 （素地の面）も多くなることが考えられた。いずれにせよ八重山での窯

の発掘調査が進めば、素地等による窯別の識別も可能となるであろう。

今回、得られた壺 ・播鉢 ・蓋 ・瓦などは大半が八重山焼か沖縄産かのいずれかの資料である。但し、壺類 （長

頸瓶b類）の一部を除く 。これらの資料はカンドウ原遺跡IIEllで報告されている状況から八重山焼となることが
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推定される。

酒注a類 ・碗（灰釉 ・白釉 ・鉄釉）類は沖縄本島にある湧田窯系 ．壺屋窯系のものと思慮された。碗類の出土

例では、松田遺跡は5)• 伊良波西遺跡Wfilで報告されている。

伊万里焼の瓶は全国的に広く分布し、八重山では波照間島1;1.1)でも得られている。

愚書の木片が出土した例は県内になく 、これも初めてである。類例資料の発見に期待されるところである。

ところで、これらの遺物で、壺 I類の縄目文などの原形は褐釉陶器に求められるものかと推定された。

縄F-l文については褐釉陶器の壺Ild類に認められる。時間的な差や技術的な差などはあるが、沖縄製陶器は中国

の褐釉陶器の影響を強く 、受けていることが裏付けられるものと思慮された。

灰釉碗などの編年については、知念勇 ・池田栄史 ・江藤和幸氏の論文(.l8lがある。これに基づくと 、新里村の

灰釉碗 ・伊万里焼 ・中国製染付などの面から本迫跡出土の近世陶磁器類は18世紀頃の造物が中心になるものと推

定された。

、王―
―↓
-
P
 

註 l. 石垣市教育委員会の阿利直治氏よ り教示。

註2. ,,,J利直治氏の御1双慈で、黒石川窯の辿物を見せて戴いた (1989年9月）。

, 11: 3 . 位根信一、安里進、窮城篤if「やちむん特別け （図録、沖縄の占窯）」やちむん会1979年。

, lH. 大城~改・金城亀信ほか 「カンドウ原辿跡J沖縄県教育委U会 1986年。

，Li 5. 盛本勲ほか 「松田追跡J沖縄県教育委員会 1986年。

註6. 島弘ほか 「伊良波西逍跡J数兄城村教脊委員会 1986年。

註7.佐賀県立九州陶磁文化館 「北湘道から沖縄まで国内出土の肥前陶磁 （古1詳津 ，伊万屯の流通をさぐる）J 1984年 (43p参照）。

註8.安II念出 ・池w栄史 ・iL藤和幸「灰釉碗からみた近世沖縄古究編年」沖縄児立t崩物館紀要 第14り 沖縄県立ti;,:物館 1988年。

第64表替 （ジュラルミン製）観察一覧

挿図番号
完形・ 全長 巫塁 出土地

図版番号 形状
破損 (cm) (g) 

観察事項
府序

逍物番号

頭部 （カプ）のサイズは外側I.7cm、内側が1.4cm、匝さ
l mm、深さ 5nlill、幅の外形はl.4mn1を測った。竿の長さは

第77図
12.8cm。竿の幅は頭部近くで5mm (長軸）、竿の先端近く

P L84 
頭部（カブ）

完形 13.9 7 .1 
で7nlffi (長軸）を測った。竿の断面は、六角形であるが D-26 

は匙状。 頭部に近い部分は歪な六角形となる。ジュラルミン製で 第I/杓
l l 

ある。表面は全体的にジュラルミンが廊蝕による劣化が
みられ色合いも銀色の色合いを失い灰褐色となっている。
1945年以降の米軍の廃材を再利用した秤であろう。

- 260 -



第65表近世陶磁器観察一覧

挿図番号
LI径

図版番号
名称又

頬
器高

素地 施釉 釉色 .... 只.人.. 文様 器形 ・成形等の特徴

追物番号
は仮称 底径

(cm) 

肥厚部は折り [Illげ

第75図 17.8 茶褐色。細粒子。 全面施釉。外 て成形する為、同

P L82 空~ L· I a 白色と茶色の鉱物 面の釉は駆く、茶褐色 なし なし 帯直下に折り曲げ

l が混人。 内而は薄い。 の痕跡あり。
B-37第 II悦

，， l8.0 茶褐色。微粒1こ。 「1唇を含めて 肥原常下端に 内面口緑端に明瞭
/1 ケ I b 徽細な石英(?)と 外面施釉。内 茶色 ,, 圏線。胴上部 な稜を残す。旧道
2 貝殻を混入。 面露胎。 に3本の圏線。 東より表採。

ケ 芯部灰色。机粒十。 外面は底部近 立ち上がりの箇所
I,, ,, I 石灰贋砂粒 ・石英 くまで施釉。 紫色 ケ ，， を箆で調整する。

3 16.4 等が多砿に混入。 内面全面施釉。 第3号屋敷。

ク 茶色。紺l粒子。赤 内面無釉。外
底面の一部を箆で

❖ ，，， I 色物質 ・石英(?) 面は底面外端 淡茶色 ，，， ，， 削る。底面外端も

4 13 8 を多屈に混入。 まで施釉。
箆で面取り。
B-37第 I附

内面は全釉。
立ち tがりはほぽ,, 淡柁褐色。細粒子。 外面は底部近
垂直。底面外端を，， ,, I 石英・赤色物質を くまで施釉。 ，， ，， ，， 

5 11.4 少址混入。 内面の釉は油
指で調整。第3号

し‘゜
屋敷。

底面外端は高台状
，， 淡橙褐色。屯[!粒子。 に成形。底部の立
，，， ケ I 石英(?)・赤色物 ，，， ，，， ，，， ❖ ち上がりを箆（？）

6 1-1.,1 質を多址に混入。 で削る。
第2り歴敷。

ケ 11.2 
茶褐色。微粒-ro釉掛けは両面 仕上げはl寧 。

，，， ，， u 石}j~質砂粒を混人。
に認められな なし ，， ,, 

B-32・37第 I培
7 い。無釉。

，， 茶褐色。微粒チ。 内面無釉。外
仕上げはかなり雑

，，， ，， II 混人物はほとんど 面底部近くま 淡茶色 ，， ，， で、外面にキズを

8 9.6 見えない。 で施釉。
残す。
B-38表」-.

，， 4.'1 茶褐色。微粒子。
外面は17唇か いわゆる徳利。気

，，， 徳利 I a 17.0 石灰質の砂粒を微
ら底面外端ま ,, ，，， 胴上部に沈線 孔が断面、外面に， 8.4 祉混入。
で施釉。内11 を5本廻らす。 みられる。
頸部に釉通れ。 D-27第 II邑

外面は頸部か
,, 淡橙色。細粒子。 ら底面外端ま 什上げは丁寧であ
，， ケ I b 石英（？） ・赤色物 で施釉。内面 黄灰色 ,, なし る。

10 8.2 質を混人。 は底面まで釉 13-38第 I翔
垂れ。

外面は口唇か
，， 3.0 灰色。細粒子。石 ら底部際まで 内面頸部に締り目。
I,, 長頸瓶 a l l.8 英 ・赤色物質を多 施釉。内面口 黄茶色 あり ,,,. 成形は丁寧である。

11 6.0 絨に混入。 頸部に釉垂れ。 B-38第 I陪
透明釉。

‘‘ 外面は底部近
素地 ・釉色等から

，， ,, b 
淡黄色。微粒千。

くを除いて全 桃褐色 4ヽ ，， 本土産の可能性が

12 
枇入物は見えない。

釉。内面無釉。
考えられる。
B-38第 I陪

ケ 茶褐色。細粒子。
内面頸部の締り目

ケ ，，， 
C 石英 ・石灰質微砂 無釉 なし なし ケ

が顕著で、割れが

13 粒を混入。
観察できる。
A-38・39表採
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第65表近世陶磁器観察一覧

挿図番号
口径

名称又 器裔
図版番号

は仮称
類
底径

素地 施釉 釉色 貫入 文様 器形 ・成形等の特徴
辿物番号

(cm) 

第76図 灰白色。微粒子。
外面は底部際

高台を持つ。仕上
P L83 水滴 混入物はほとんど

まで施釉。内
黒褐色 なし なし げは良い。

面額著に釉垂
I 4.0 見えない。

れ。
B-38第I層

,, 縄目文を胴上 仕上げは丁寧。壺

,, . 一..,.’’ ,. 茶褐色。細粒子。
無釉 なし 1/ 

部に施す。ヘ 形 I類の胴部とみ
石英（？）を混入。 ラ記号「ハ」 られる。C-23第2 

印。 I層

，，， 茶褐色。細粒子。
仕上げは丁寧。壺

ケ ,,. 石英（？）を混入。 ，， ，，， ，，， ヘラ記号「X」 形 I類の胴部とみ

3 赤色物質は混入。
印 られる。

B-20石積み

内面の口頸部
から外面底部

部分的
,, 4.9 白色。微粒子。混

まで施釉。白
に粗い
三本単位の圏 胴中央に目痕が見

,, 酒注 a 9.7 入物は釉で覆れて
化粧土を施し

白釉 貰入が
線を胴上部 られる。（長さ 21

4 7.2 見えない。
た後で、紫色・

入って
（オ町立）と胴部 cm、幅3mm前後）。

茶色を部分的 （縦位）に施す。 石栢みより表採。
に施す。透明

いる。

釉。

，，， 灰白色。微粒子。
内面口頸部か

素地は良質。仕上
ら外面胴部ま,, ，，，， b 混入物はほとんど
で施釉。透明

黒色 なし なし げも丁寧。B-38
5 見えない。

釉。
第 II邑

,, 11.8 淡橙色。細粒子。
内面n縁から

底部に足を三足香
ケ 香炉 約 7.8 混入物はほとんど

外面底部近く
，，，， ，，， ,, 炉か。

6 約 5.0 見えない。
まで施釉。透

B-38第I層
明釉。

,, 32.4 淡橙色。細粒子。 口唇外端近く 樅り目は 7条一糾
11 描鉢 赤褐色の物質を混 無釉 なし ，， に圏線を廻ら で、3組が残存。
7 入。 す。 A-38表採

，， 淡橙色。細粒子。 揺り目は 12条一
，， ケ 赤褐色の物質を滉 ケ ，，， ，，， なし 糾で、9組力苅曳存。
8 12.2 入。 C-43表採

，， 茶褐色。細粒子。 描り目は 8 条―•組
，， ，， 石英（？） ・赤色鉱 // ，，， ，， ，，， で、い組が残存。， 10.0 物を混入。 D-20第 II吾

，， 茶褐色。細粒子。
外面底部近く

描り目は9条一組
，， ，，， 混入物はほとんど

まで施釉。
赤紫色 '1/ ク で、 18組が残存。

10 9.0 見えない。 C-40第I陪

,, 
直径
淡橙色。微粒子。

鍋の蓋とみられる。，， 蓋 長石（？）が少址混 無釉 なし ,,. ，， 

11 
21.4 
入。

D-27第I膀

ケ 淡橙色。細粒子。
凹面に布目痕。B-，， 丸瓦 石英 ・赤色物質が ケ ，， ケ ，，， 

12 混入。
40第I陪

,, 
凹面の布目痕は大

,,. ，，， ，， ，， ,,. ，， ,, 半がナデ消される。
13 B-39第I陪石垣外。

第77図 凹面の布目痕は顕
P L84 ,,. ,, ，， ，，， ，， ケ 著に見られる。A-
I 38表採
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第65表近世陶磁器観察一覧

挿図番号
口径

名称又 器高
屈1版番号

は仮称
類
底径

素地 施釉 釉色 貫入 文様 器形・成形等の特徴

遣物番号 (cm) 

第77図
器種

灰褐色。細粒子。
外面露胎。内

内面に櫛描状 薄手の賽料で、成

P L84 滉入物はほとんど 茶褐色 なし の縦沈線文を 形も丁寧。

2 
不明

見えない。
面施釉。

施す。 B-17石積み

,, 12.8 灰白色。細粒子。 内外面の口縁 直口口縁で、胴部
，，，， 灰釉碗 6.3 混入物はほとんど から胴下部ま 淡灰色 ,, なし から直線的に開く。

3 6.2 見えない。 で施釉。 8-38第 I陪

ケ 13.3 淡黄色（半磁胎）。 内外面の口緑 非常に 直口口縁で、胴部,, 'l 6.0 細粒子。滉入物は から胴中央ま 淡黄色 細かい ，， から直線的に開く。

4 6.2 ほとんど見えない。 で施釉。 買入 B-38第 I庖

ケ 13.8 淡橙色。細粒子。 内外面の口縁 直口口縁で、胴部
❖ ，， 6.9 滉入物はほとんど から底部近く 灰褐色 なし ，，， から直線的に開く。

5 7.4 見えない。 まで施釉。 B-38第 I帯

全面施釉後、
胴下部が丸味を持

，，， 12 2 淡黄色。細粒子。 内底面の釉を
ち、口縁で僅かに

ケ 白釉碗 6.5 混入物はほとんど 輪状に掻き取 白色
細かい ，， 外反する。内底面

6 6.0 見えない。 る。高台骰付
貫入 に重ね焼きの目痕

（砂目）。
けを露胎。 B-38第 I庖

外面は底部際
胴下部が丸味を持

まで施釉。内
ち、口縁で僅かに

,, 13.0 
面は全釉後、

外反する。内底面
，， 鉄釉碗 6.1 I,, 

内底面の釉を
黒釉 なし ，，， に重ね焼きの目痕

7 6.5 が僅かに認められ
輪状に掻き取

る。
る。 B-38表土層

，，， 淡灰白色。微粒子。
外而は低付け 網目文 ・鋸歯

非常に丁穿に仕上
，， 染付瓶 混入物はみられな

を除く全面に 淡灰白 ，，， 文 ・l~ 2条 げる （伊万里焼）。
8 6.5 vヽ゚

施釉。内面頸 色 の圏線。呉須
第 1号硲周辺

部に釉垂れ。 は淡青色。

口縁の内外面
に一本の圏線、
高台際の内外

外面は悦付け 面に二本の圏 18世紀。福建・広

ケ 12.9 
を除く全面に 線。外面の高 東系。口縁は直口

ケ 染付碗 5.5 ，，， 施釉。内面は
，，，， ，， 台際に二本の 口緑。透明釉。仕

全釉後に釉を 圏線。胴部に 上げは非常に良く、， 6.5 
輪状に掻き取っ 草花文と鶴文。 丁寧。
て露呈とする。 高台際に縦位 第 1号墓周辺

の草文。見込
みに葉文。呉
須は淡胄色。

文様は内 ・外
面にみられ、
外面が口縁端
部近くに一本、

上記9と同様に福
胴部に草花文

建 ・広東系窯産。
を描く 。腰部
から高台脇に

18世紀。腰部で脹
らみながらそのま

，， 14.4 淡灰白色。微粒子。
全面施釉後に

透明釉3
上下を二本一

ま外側へ若干、内
骰付けの釉を 組の圏線で区，， ，， 6.5 混入物は見られな
掻き取って露

淡灰白 ，，， 

画し、その区
側に締ま り気味に

IO 7.4 ,.,, ゜ 色。 直線的に口縁部ま
呈とする。 画内に葉文を

で移行する。口縁
描く。内面は

端部で僅かに折り
口縁に一本の

曲げて外反させる。
圏線、腰部に
二本一組の圏

B-38第I陪

線を描く 。呉
須は濃淡のあ
る灰青色。
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(XII)木簡

新里村西造跡の発掘に際し、遺跡の遺構や壁面に散布する水の確保が必要となり、遺跡西隣に近接するハナク

ンガー （花城井戸）と呼ばれる降り井 （ウリカー）の水を使用できないかを確認するために井戸内部に堆積した

土砂や泥を除去する際、泥に混じって木簡が出土した。出土した直後の状況は、ローマ字？が描かれていること

は確認されたが判読はできなかった。

第78図は板材を利用したもので、上部の左右を欠落している程度であり、本来の形状が、長方形状のものであっ

たことが理解できる。下部の両側面の角は隅丸状となるが、特に右側面の角は左側面よりも丸みの大きな隅丸と

なっている状況から意図的に右側を削り込んで丸を持たせたものと思慮される。その他、残存部には穿孔された

痕跡は認められない。木簡のサイズは横位の最大が116.2mm、縦位は45.2mmを測った。厚さは4.3mm~6.7mm

であった。木簡の材質については、未同定であり、将来機会があれば同定したいところである。

赤外線カメラを使用して撮影した結果（図版79)、墨書きによるローマ字 ？を二行書いているが全体を判読で

きなかった。判読できたのは文字は一行目が大文字を主体に、「MIT□Lj E」、「MIT□RE」で「口」の部分の上は、
「^ 」を書いている。また、「E」の上位に「一」の字が見えている。次に二行目の文字は、箪記体で「OK」の文

字を合わせたような文字から始まる（以下「合わせ文字OK」と標記）。「合わせ文字OKb□Y□ HE」、「合わせ文字OK
b□Y□ }l{E」、「合わせ文字OKb wY□ }l{E」或いは、「O」を無視した場合「Kb□Y□HE」、「Kb□Y□}I{[」、「Kb山Y□
}l{E」とも読めるが、今のところ意味が判らない。仮に一行目の文字でスペイン語のアルファベット表記であれ

ば、概して「＾」の文字の下に「N」が入る。 ドイツ語のアルファベット表記となると「E」の上に「．．」が入る

ようであり 、スペイ ン語やドイツ語のアルファベット表記ではなく 、「E」の上に「一」が入っていることなどか

らロシア語（キリール文字＝ロシア ・アルファベット）表記ではないかと思慮される。恐らくこの木簡を書いた

人物は、今のところ19世紀後半 （幕末期に日本進出を目指した欧米列強の艦船に通訳として乗船した中国人など

が想定される。この木簡が何故、ハナクンガー （花城井戸）から出土したのかは判然としないが、可能性として

当時の人達が海岸にi栗着した木簡を井戸の水が枯れないように護符として、祈願のために意図的に井戸に入れた

のか（或いは異国渡来船が水の補給目的で、船員が上陸して井戸から水を汲む際に井戸に落としたのか）もしれ

ない。

今日まで墨瞥きでローマ字を書いた木簡が遺跡から出土した例は、管見の限りでは全国での出土例がないよう

であり 、非常に貴重な資料であろう。

ところで、真栄平房昭による興国船渡来（琉球王国末期を中心とする時期）についての研究では、真栄平氏が

3時期はJIに区分している。真栄平氏の時期区分について加箪 ・要約すると。

〔第 I期〕近世初頭 (16~17世紀）で大航海時代の余波をうけてスペイン ・ポルトガル船などの南蛮船の来航

や漂着 、 イギリス東インド会社の船も航海途中の那覇港への寄港、 鎖国期に入ると唐船 • 朝鮮船 ・オラ ンダ

船が近海を航行し、漂流した記事が 「球陽jなどで散見されると記している。

〔第II期〕 18世紀後半になって、ヨーロッパ諸国で、最初に琉球近海に姿をあらわしたのはイギリス船で、1797

年には英艦船のプロビデンス号が宮古島沖で座礁し、島民の救済を受けている。以来、イギリス船が来航し、

1816年には英国艦船アルセント号とライアン号が那覇に来航し、40日間滞在する。さらに1827年にも英艦船

ブロッサム号が来航する。この時期までは調査探検、食柑、薪、水の補給が目的であった。

〔第m期〕欧米諸国の市場獲得競争が強まり東アジア進出が展開され、その波が琉球に押し寄せた時期で、欧
米列強が琉球王府に対し和親 ・貿易 ・布教を強行に求めて来る。真栄平房昭の第m期に渡来した主な異国船
の来航を年表的に下記に整理する。

1844年3月 ：フランスインドシナ艦隊アルクメーヌ号来航 （和親 ・貿易 ・布教を要求）

1846年4月 ：東洋艦隊司令官セシュー提督の率いるクレオパートル号 ・ビクトリューズ号が運天港に入港

し、兵員千余名を上陸させ威嚇行動を行う （通商 ・布教を要求）

同年 4月 ：イギリス船で宣教師ベッテルハイム来航。

1849年 ：イギリス船が那覇入港し、外相パーマストンの書簡を王府に手渡す。

1853年5月26日：アメリカのペリーが来航。

1854年7月 ：浦賀からの帰りに琉米修好条約締結。

1855年11月 ：琉仏修好条約締結。

1859年5月 ：琉蘭修好条約締結。
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その他、 真栄平房昭によると第II1期の時期で琉球王府は、各地に遠見番所を設岡して海防監視体制を強化する

ようであり 、特に八重山諸島では、 一時期60人の遠見番人が警戒にあたったようである。欧米列強にとって極東

における琉球の地理的位置は、東アジア進出の前線基地の一つとみなされていたようである。

参考 ・引用文献

0 A・ガウアー著矢島文夫 ・大城光正訳 「文字の歴史一起源から現代まで」（第3版）原書房 1989年6月30
日〔※キリール文字は、キリスト教修道士コンスタンチン（のちにキリール、 869年没）が、スラヴ語での

翻訳を行ったことからキリール ・アルファベットという名称を残している。このことからキリールが文字創

案者として信じられている〕。
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第V1I章総括

竹富島の一周道路建設に伴う緊急発掘調査として実施された本発掘調査は、計画されている道路幅が調査対象

という制約の中で行われた。その為に、石垣囲いの屋敷は一つも全面発掘ができず、屋敷全体の状況を知ること

はできなかった。しかし、道路幅の範囲の発掘調査ではあるが、多くの成果が得られた。

新里村遺跡発掘調査としてスタートした本発掘は、調査が進むにつれて、時期の異なる二つの遺跡があること

が確認された。そこで、1 2 ~ 1 3世紀の追跡を新里村東遺跡、 14~ 1 5世紀の遺跡を新里村西遺跡として区

別した。ハナク ンガーという湧水井戸を挟んで東と西に分けられる。この湧水井戸は東村の人たちも西村の人た

ちも利用したと考えられる。以下、今回の発掘調査成果の概要を整理するとともに、若干の課題点等について触

れ、まとめとしたい。

新 里 村東遺跡

遺構としては、平地の掘立柱建物跡が一棟検出された。岩盤 （琉球石灰岩）が多く露頭して土の堆積が少ない

土地に、柱穴の掘れる所をうまく探して掘っている。掘立柱建物跡以外の遺構としては、土留め石積みが北側

（海側）で石列状に検出された。なお、この時期には屋敷囲いの石垣は、まだ登場していない。

造物としては、中国産白磁玉縁碗 ・白磁端反碗 ・褐釉陶器水注、徳之島産カムイヤキ須恵器壺、長崎産滑石片

などが検出され、l 2 ~ 1 3世紀の集落跡であることが確認された。最も注目される遺物は、滑石製石鍋模倣土
器の出土である。その土器には滑石の細片を混和材として使用しているのも検出された。いわゆる滑石混入土器

である。このことから、検出された滑石片は滑石製石鍋の破片と考えられる。滑石製石鍋は無土器期の波照間島

の大泊浜貝塚It!11で中国産白磁玉縁碗 ・白磁端反碗 ・褐釉陶器壺、徳之島産カムイヤキ須恵器壺などと一緒に検

出されており、 l 1世紀末~l 2世紀初頃と考えられている。しかし、大泊浜貝塚の人たちは滑石製石鍋は入手

したけれども、その模倣土器は作れなかった。模倣土器を実際に作ったのは、 この新里村東造跡の人たちであっ

た。滑石製石鍋模倣土器を作ることによって、宮古 ・八重山の無土器期は終り、再び土器文化がスタートする。

先島諸島を考古学的にみると、下田原土器の時代から土器を持たない無土器の時代へと変わり、再び土器を持つ

時代へと変わっていく流れが、この新里村東遺跡の滑石製石鍋模倣土器の出現によって繋がることになった。

この土器のスタートによって先島の土器文化は開花し、いろいろなタイプの土器が作られるようになる。

新 里 村西遺 跡

遺構としては、屋敷が石垣で囲まれ、その中に複数の掘立柱建物が検出されたことがまず特筆される。そして、

その屋敷と屋敷が屋敷囲いの石垣に設けられた通用門で結ばれていることである。湧水井戸のハナクンガーから

1号屋敷に入る通用門、 1号屋敷と 2号屋敷を結ぶ通用門、2号屋敷から広場へ出る通用門、広場と 3・ 4号屋

敷を結ぶ通用門、4号屋敷と 5号屋敷を結ぶ通用門などが検出された。発掘調査が道路計画幅で実施されたため

に、1~4号屋敷の南側石垣とその南側に連続する屋敷群の発掘は出来なかった。

しかし、1~4号屋敷の南側石垣にも通用門があると推測される。この村落には道がほとんど無く、屋敷と屋

敷が通用門で結ばれた村落形態と考えられる。通用門と屋敷が道として使われたのである。つまり、村落全体が

通用門で結ばれている村落共同体であったと考えられる。他人の屋敷を道として使用する村落ということは、住

んでいる人たちすべてが家族のよ うな生活をしていたと考えられる。竹富島に「うつぐみ」という心を一つに団

結するという内容の言葉があるが、 まさにそのことを示しているような村落形態である。通用門で結ばれる共同

体村落から、道路で結ばれる現村落へと変化していくが、現在の竹富島の集落内にはいくつかの通用門が残って

いる。古村落の形態が現集落へ継承されて残っているのである。

同じような状況が波照間島にも残っている。波照間島マシュク村遺跡 (14~15世紀）も通用門で結ばれる古村

落である。高さ約2mの屋敷囲いの石垣に幅約70cmの通用門が当時のまま現存している。その通用門で結ばれ

る古村落の形態が、現集落に残っている通用門に見ることができる。

通用門で結ばれる各屋敷には複数の建物が建っていたことも確認された。1号屋敷と 2号屋敷は3~4棟の掘

立柱建物が建っていたと考えられる。特に、2号屋敷では高床式の高倉と考えられる建物跡が検出されている。
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高倉があるということは、農業生産が発達していたと考えられる。一つの屋敷に複数の建物が建つのは、現在の

竹密島の集落と同じである。明治23~28年に描かれた八重山古地図の中の竹富島をみると、 一つの屋敷に4棟が

9屋敷、 3棟が54屋敷、それ以外はほとんど2棟描かれているは2)。現在でも一つの屋敷に 3棟の建物が建って

いる屋敷もあるが、フーヤ （主屋） とトーラ （炊事屋）の2棟が建っている屋敷は多い。古村落の形態が、現集

落に継承されていると考えられる。

辿物としては、 14~15世紀の中国陶磁器と八重山式土器が大載に検出され、本村落が14~15世紀の古村落であ

ることが解明された。この時期には鉄鍋が入っており、鉄鍋の破片と鉄鍋模倣土器も検出された。また、褐釉陶

器壺の模倣土器壺も検出されている。

本造跡は前述のように14~15世紀の古村落がそのままの形で残っており、重要辿跡であることが多くの市民、

県民に理解され、計画道路を海側に迂回して現地保存された。今後は史跡として指定し、保存と活用を計ること

が重要である。

註
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